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序　章　虚ろの底







　ねぇリュリュ……。

　あなたが選せん択たくする時が来ているわ。

　次はあなたが神を喰くらう番。

　誰だれを喰らうの？

「――――あなたには関係ない」

　選択を拒きよ否ひする事は出来ないわ。

　だってそれが運命なんですもの。

　私たちがこの世に生を受けた運命。

　人の命を代だい償しように降臨した理由。

　罪深き神々を喰い散らかし、そしてこの世界を本来の姿に戻もどす事。

　それが天より与あたえられた私たちの存在理由。

　この世界の芥ごみを私たちの虚うつろに封ほうずる事こそ生まれた理由。

「おまえの言葉は聞かない」

　じゃあ誰の言葉なら聞くというの？

「それは―――」

　探しても無む駄だ。

　選ぶ権利なんてない。

　あなたには、ウツロとしての運命しかないのだから。







第一章　撤退戦







　グラウスタンディア皇国ダカット皇こう帝ていが率いる軍勢約20万は、現在クコノスの谷の中に潜せん伏ぷくしていた。

　背はい面めんバハマ湖側からはリジア宗しゆう旨し国家の主力が進しん撃げきしてきており、正面クコノスの谷の周りをリジア十二貴族ナターシア・リブレリア率いる軍勢に包囲されている。

　つまり挟はさみ撃うちに遭あい、進退窮きわまる状じよう況きようとなっていた。

　この状況に一いつ矢し報むくいる形で、シド・レオナントス将軍率いる部隊がナターシアの軍勢に対し死を覚かく悟ごの突とつ貫かん攻こう撃げきを仕し掛かけた。結果、形勢を幾いく分ぶん取とり戻したものの、それでも不利である事に変わりはなかった。

　一方、そのダカット皇帝を救出する為ために、第二皇女ユースティナ・クセルクセス率いる軍勢が遥はるか南のアラティア港を出港しこの窮きゆう地ちに駆かけつけた。

　ユースティナ軍は皇帝の進路を阻はばむナターシア軍の背面に兵を展開。リジア軍を挟きよう撃げきする陣じん営えいを作り上げるに至った。だが、更さらにその背面にリジア十二貴族ベルゲン・アディクの軍勢が到とう着ちやくし包囲したのである。

　一極に集中した双そう方ほうの軍勢は現在睨にらみ合あいを続けており、膠こう着ちやく状態を保っていた。

　そんなユースティナ軍の下に、先日、敵軍との交こう渉しように赴おもむき行ゆく方え不明となっていた皇国の軍師クロム・ジャレットが帰き還かんした。

　彼かれはユースティナより戦せん況きようの推すい移いを聞くと、暫しばし黙もつ考こうした。

　ユースティナもまた、この窮地に於おいてはクロムの卓たく越えつした知ち恵えを借りる他ほかないと、彼の発言を待ったのである。

「状況はわかりました。思ったよりも芳かんばしくないですね」

「ああ、両陣営とも身動きが取れない状態になっている。打開の為ために私たちが駆けつけたにも拘かかわらず、逆に膠着状態となってしまった」

「いや、ユースティナ様が駆けつけなければグラウスタンディアはもっと不利になっていましたよ。見事な判断力です」

「褒ほめても何もでないぞ」

「事実ですよ。それに、この状況を動かす為ための策は既すでに講じています」

「既すでに手を打ったのか？」

「はい……ただ可能性はあまりないのが実情ですが」

「何をしたのだ？」

「それを話すには、僕ぼくが居なくなっていた間の事をお話ししておかなければなりません。結末だけ聞くと、ユースティナ様は混乱されるかと思いますので」

「なんだ……クロムは今までどうしていたのだ？」

「はい、実は……」

　そう言いながらクロムはここまでの経過を彼かの女じよに語って聞かせた。

　それはイルジュ関を攻せめる折、包囲され進退窮まったラング軍を救うためにクロムが敵陣営に交渉に出向いたところから始まる。

　敵陣営にてリジア十二貴族の一人ベルゲン・アディクと話した時の事だ。

　クロムはここで彼に斬きられ、意識を消失したのである―――。




　目を開けると幕ばく舎しやの天てん井じようが見えた。

　続いて傷の痛みが全身を駆け抜ぬける。

「どうやら生き残る事が出来たみたいだ……傷も縫ほう合ごうしてある」

　それでも身体からだを起こすのは酷ひどく億おつ劫くうだ。血を失い過ぎたのかもしれない。

　クロムはぼんやりする頭で今の状況を思考した。

　アラティア港を攻める為ためにゼタ関を落とそうと侵しん攻こうしていた。

　だが、リジアの包ほう囲い網もうにかかり、クロムは単身ベルゲン・アディクとの交渉に踏ふみ切きった。

　だがこちらの思おも惑わくを悟さとられ、斬りつけられそのまま意識を失った。薄うすれる意識の中、リュリュとガジェルの声が聴きこえた。

　今こうして生きているということは、予あらかじめガジェルに言っておいたことを、彼がベルゲンに伝えてくれたということだ。だとすればこの幕舎はリジア軍の中である。

「……あの世じゃなきゃっていう前提だが」

　柄がらにもない事を呟つぶやくと、幕舎の入り口に人の気配が立った。

「――クロム」

　そこに立っていたのはリュリュだった。

「……無事だったか」

　クロムがそう言うと、リュリュは駆け寄よりクロムに抱だき着ついた。

「死んだかとおもった。おまえが死ぬとリュリュはこまる」

「ああ、そうだな」

「無む茶ちやをするんじゃない」

　そう言って縋すがりつく彼女を落ち着かせるように頭を撫なでていると、幕舎の外から人が入ってくる気配がした。

　咄とつ嗟さにそちらに視線を移すと、リジア十二貴族の一人ベルゲンが姿を現した。

「感動の御ご対たい面めんを邪じや魔まさせてもらうぞ」

　彼はクロムの目の前まで来ると、そのまま威い圧あつ的てきに睥へい睨げいする。

「ガジェル・プリアモスから託ことづけは聞いている。グラウスタンディアは――我々の策に協力する意思があると……」

　クロムは彼を見返す。沈ちん黙もくが垂たれ込こめた。

「―――それとも、命惜おしさに口から出まかせを言ったのか？」

「いえ……そのつもりです。寧むしろベルゲンさんの考えている事が僕の予想通りなら、グラウスタンディアの助力は絶対に必要な筈はず……でしょう？」

　するとベルゲンは含ふくむように笑った。

「笑しよう止し。見くびるなよ、軍師風ふ情ぜいが」

「では皇国の助力なしに、アノ計画を完かん遂すいするのですか？」

　するとベルゲンは笑うのをやめ、クロムを眇すがめ見た。

「どこまでわかっている？」

　漸ようやくこちらの言葉を聞く気になった……という事だろうか。

「……さて。少なからず、あなたがリジアに反旗を翻ひるがえそうとしている、というくらいには」

「ククク……そこまでわかっているとはな」

「でなければこんな敵てき陣じんまで交渉になど参りません」

「よかろう。おまえの条件、呑のもうじゃないか」

　そしてベルゲンはその場の椅い子すに腰こしを下ろすと、徐おもむろに語りだした。

「現リジア宗旨国家の現状をおまえはどこまで把は握あくしている」

「さて……東リジアの事は情報として殆ほとんど流入してきません。それ故ゆえ、僕が前提にしながら話している内容は、どこででも手に入る情報から推測した物にすぎない」

「だが、わかっているのだろう？　宗旨国家内に於おける謀む反ほんの流れは？」

「――はい。薄うす々うすは感づいていました」

「いつから？」

「第一次リジア戦せん役えき末期頃ごろには」

　それを聞いてベルゲンは満足そうに頷うなずいた。

「十分だ。あの当時、俺おれは戦線に出してもらう事が叶かなわなかったからな。口くち惜おしいばかりだったよ。おまえは戦場の最前線にいたという噂うわさがあるが」
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「カウフマン将軍に随ずい行こうする形でアレンビア小隊を任されていました」

「―――ああ、あの」

　戦線には出る事がなかったベルゲンにもその名は通っていたようだ。

「なるほど、戦場での経験は十分という訳か」

「さあ。そればかりは何とも言えません。歴戦の将が必ずしも強いという訳ではないのと同じように」

　するとベルゲンは軽く笑いを漏もらし、立ち上がった。

「まあいい。現状リジアは軍事政権が全すべての実権を握にぎってしまっている。形式上、我々リジア十二貴族にも政治を司つかさどる権限はある。だが実際には、それらの権限の殆ほとんどは無意味なものばかりだ。政治とは名ばかりの、管理をする程てい度どのもの。それもこれも、第一次リジア戦役の最さ中なかに、政治を蔑ないがしろにし、陸海軍総裁バルオロール元げん帥すいの台頭を許してしまったリジア十二貴族にその責はある」

「やはりそういう事でしたか」

「やはりとは？」

「リジア軍は嘗かつてから多くの兵を抱かかえ、抜ばつ本ぽん的てきな海上戦せん闘とうという概がい念ねんまで作り出す軍事大国でした。それが近年――殊ことに第一次リジア戦役からこっちのリジア軍は、その戦いくさに対する執しゆう念ねんから遠く離はなれ、時代遅おくれなルールを未いまだに変えようとせず、柔じゆう軟なん性せいに欠ける戦略を取っていた。その理由が何であるのか、僕は第一次リジア戦役で従軍している間ずっと疑問だったのです」

　兵数、兵へい站たんに於おいて圧あつ倒とう的てき有利にあるリジア。そのリジアが小軍勢のグラウスタンディアと本気で戦えば、結果は見えたようなものだ。

　だが嘗かつての戦役で、そうはならなかった。それはグラウスタンディアに名将がいたからだけではない。リジアの中にも問題が勃ぼつ発ぱつしていたのである。

「ほう――それ故ゆえに、内部で足の引っ張り合いが行われていると推測したのか？」

「左様です。ただ、だからといって、やはり軍事大国であるリジア宗旨国家との戦いで敗北に追い込む事は不可能でした。殊ことに大国同士の戦争に於おいては、疲ひ弊へい戦せんをする道しかありません。グラウスタンディア皇ジルバ様も、その事を懐かい疑ぎ的てきに見ている傾けい向こうがあり、戦争による利益が見込まれない事を気にしている様子でしたし」

「ふんっ……それが見えていれば十分だ。此こ度たびのリジアの内乱は大国故ゆえの余よ裕ゆうが招いた事。言い訳のしようもない。しかもそのバルオロールは現在、ターバ王のお命を狙ねらうという始末」

「――それは本当なのですか？」

「間ま違ちがいない。法王庁へ圧力をかけ、そちらの権限も剥はく奪だつした。奴やつは宗教と政治、そして軍事の三権を全て自分の下に帰属させ、新たな宗旨国家を作ろうとしている」

　それは恐おそろしい事態である。宗教、政治、軍事の権限が一人に握られれば国は暴走する。

　ベルゲンはそれを止めようとしている、という事をクロムは理解し頷うなずいた。

「しかしバルオロール元帥の思惑をつぶすにはグラウスタンディアがリジアに勝つしか道は在ありませんが……」

「その通り。おまえらにはリジアを討うち滅ほろぼしてもらう」

「……やはりそうなりますか」

　するとベルゲンはニヤリと笑う。

「わかっていたのだろう？」

「ベルゲンさんの方策はいつもグラウスタンディアを戦線へ踏み込ませるように煽あおるものばかりでしたからね。わざとリジアの弱いところに誘さそい込むように」

「事実、既にアラティア港海軍司令部はグラウスタンディアの手に渡わたっているだろう」

「そうですか……無事落とせたのですね」

「そうなるように仕組んだ。問題はない。リジアは一度滅ほろばなければならない。古い慣習と政治的閉へい塞そくが今の軍の独裁を生み出した。そしてそれは既すでに暴走を始めている。止める為ためには、もはやそうするしかないのだ」

　恐ろしい男であると思った。

　このベルゲンは王家を守る為ためならあらゆる手段を辞じさない覚悟がある。

「では、ここからどのようにバルオロール元帥の思惑を阻そ止しするつもりです」

「ああ、それについては……」

　そこから語りだしたベルゲンの法王ターバ救出の為ための策をクロムは黙もく々もくと聞き続けた。

　そして遠大なその計画に、やはり言葉を失わざるを得なかった。

　だがベルゲンの言う協力関係を結べば、この戦況を覆くつがえす事も可能かもしれない。いくつかの条件が必要であるが、それでも今までよりもかなり勝機が見えてくる。

　クロムは彼の話を精査し、その言葉の真意を注意深く聞き続けた。




「―――……まあ、そういう事がありまして」

　ここに至るまでをクロムが語り終えると、ユースティナは深く溜ため息いきを吐ついた。

「―――無茶をする。それで敵陣まで乗り込んだというのか」

「そうなります。ベルゲンさんの考える事にある程てい度どまでは確信がありましたから」

「なるほど……ではリジア十二貴族ベルゲンは、こちらに味方をしてくれるということだな」

「そうなります」

　現在、グラウスタンディア軍の現状は、バハマ湖での戦に於おいて、全勢力を投入してきたリジア軍に押おされる状態が続いていた。

　そしてそのリジア軍はターバ王の出しゆつ陣じんにより著いちじるしく士気が高い。

　そこへユースティナ率いるアラティア港からの軍勢が応おう援えんに駆け付つけるも、その大おお外そとをリジア十二貴族ベルゲンの率いる軍勢が取り囲んでいる、という状態だ。

　だがクロムの話によれば、このベルゲンはターバ王を救出する為ために、グラウスタンディアに加担してくれるという。

「それから、現在ダカット皇帝を取り囲んでいるナターシア軍にはベルゲンさんに行ってもらい、道を空けるよう説得してもらいます」

　北側をターバ王が率いる主戦力。

　南をナターシア率いる軍勢――この両者に取り囲まれ、ダカット皇帝は現在立ち往生している。このナターシア軍への交渉がうまくいけば、ダカットを退たい避ひさせることは可能だ。

「出来るのか？　実質的にそれは宗旨国家を裏切る行こう為いだぞ？」

「それでも、法王陛下を助ける行為でもあります」

「――――そうだな。了りよう承しようしてくれるとよいな」

　一いち抹まつの不安を抱いだきながらも、ユースティナはそう言った。




　その頃、ベルゲンがナターシア・リブレリア及およびカレン・スーサのいる陣営へと赴おもむき、彼女らにダカット皇帝の逃とう走そうを幇ほう助じよするよう交渉を進めていた。

　これよりとるべき策を話し終えると、カレンは絶句し、そしてナターシアもまた苦い顔でベルゲンを見た。

「……つまりそれは、法王陛下に弓を引けと言っているのだな？」

　その言葉にベルゲンはただ首しゆ肯こうする。

　沈黙が垂れ込める。そしてナターシアはギリッと奥おく歯ばを噛かみしめ、掴つかみかからん勢いでベルゲンに言った。

「できん相談だ！」

「――なぜ？」

「我らリジア十二貴族は宗旨国家開かい闢びやくの昔から法王陛下に仕え、忠誠を誓ちかい、王を守ってきたのだ。それを言うに事欠いて、反逆に手を貸せと言うのか、貴様は！」

　ともすれば腰の剣けんを引ひき抜かんとする勢いのナターシアに、ベルゲンは身じろぎもせずに答えた。

「それが陛下を救える唯ゆい一いつの手段だ」

「手段の為ために、忠誠を違たがえろというのか？　ベルゲン、貴様の王への忠誠とはそのようなものなのか！」

「見くびるなリブレリア。王を救い出すことこそが我わが忠誠の証あかしだ。その為ためにならいくらでも汚お名めいを着てやろう。その程度の覚悟は既すでにできている」

「――それでも手段をはき違えている」

「綺き麗れい事ごとを抜かすな。それともおまえには法王陛下を救う手段があるとでも言うのか？」

　その言葉にナターシアは口を噤つぐんだ。

　バルオロールの手元に置かれ身動きの取れないターバ王。彼を救い出すのはかなり難しい。

　もし法王を逃にがすのであれば、同時にバルオロールの野望も打うち砕くだく必要がある。

　ただ王を逃がすというだけではいけないのだ。王が亡命し、蛻もぬけの殻からとなったリジア宗旨国家がどのようになるかを考えれば答えは明白だ。

　権力者なき国家に、バルオロール元帥が居い座すわる事になるだけである。しかも政治、宗教、軍事という国家の柱ともいえる権限の全てを奪うばってだ。

　そうなってしまったらリジア国内の軍事、経済が疲ひ弊へいし、そして周辺国家が付け入る隙すきを生むことになる。

　つまり王を救うという事は、同時にバルオロールの勢力を潰つぶす、という事も意味している。

　ベルゲンはナターシアにそれを問うていたのである。

「どうなんだ？　おまえの言う忠誠とやらで、法王陛下とリジアの民たみを救うことが出来るのか？　もしそれでも頑かたくなに拒否するなら、おまえひとりでその忠誠と心中するがいい」

　辛しん辣らつな言葉を浴びせかけられナターシアは身じろぎもしなかった。

　それでもベルゲンにはナターシアの気持ちがわからないではなかった。

　ベルゲンのしている行為――グラウスタンディアに加担するという行為は、未み来らい永えい劫ごう、裏切り者として史書に記され、死んでなお汚名を着続けるという事なのだ。

　アディク家の子孫はきっと、いつまでたっても裏切り者の家系として、世間から後ろ指を指され続ける事になる。

　忠義の為ために死んだ人間こそ美談として語られ、子孫はその血を持つことを誇ほこりに出来る。

　それはもはや本能的選択と言ってよかった。

　だからナターシアが忠義に生きる選択をした事をベルゲンはそれ以上責める気はなかった。

　ベルゲンは無言のまま床しよう几ぎから腰を上げると彼女に背を向ける。

　次の策を考えるより他ない。

　だがその時、ナターシアは、

「そのままお帰りのつもりか？」

　と、ベルゲンに低く唸うなるように言った。

　ベルゲンは僅わずかに振ふり向むき、腰の帯たい剣けんに手を当てる。

「まさか無事に帰すつもりはない――とでも言いたげだな？」

「その通りだ。リジアを裏切ると断言した人間をそのまま帰すほど、我々は甘あまくはない」

　言った瞬しゆん間かんにナターシアの脇わきにいたカレンが剣を抜いた。

　抜き打ちざまにベルゲンはそれを振り払はらう。

　と、次の瞬間、ナターシアが手元にあった紙の包みを投げつけた。

　ベルゲンがそれを弾はじくように剣で薙なぐと、包みを止めていた紐ひもが切れて、一瞬中身が見えた。

（――これは!?）

　瞬またたくような間ではあったが、その図面に書いてあった内容を全て記き憶おくした。

　そこに記された内容は、ナターシア軍の今後の進行表であった。

　まさかと思いナターシアに目をやると、彼女は僅わずかに頷うなずく。

　彼女の意い図とを察し、ベルゲンは幕舎の外の気配に神経を尖とがらせた。

　見張りらしき兵たちが幾いく人にんか巡じゆん回かいしている中に、いくつか息を潜ひそめジッとしている人間の存在がある。

（なるほど、バルオロールの監かん視し者しやか……）

　つまりはナターシアもまた、バルオロール元帥の手の裡うちにあり、身動きが取れないのであろう事は察した。

（つまりは、ここで茶番をしろという事か）

　ベルゲンはナターシア、カレンと幾いく度どか切り結ぶと、幕舎の皮布を引き裂さき、そこから飛び出した。

　追つい撃げきの命令をナターシアは直すぐに発さなかった。おかげでベルゲンはナターシアの陣営より飛び出すと、無事グラウスタンディアのユースティナ陣営まで戻るに至った。




　クロムはベルゲンから報告を受けた。

　それはダカット皇帝軍を取り囲むナターシア軍の進行予定についてである。

「ナターシア軍は夕方前に武器などの兵へい站たん補給と確かく認にんの時間がある。この補給時間を突つけば、敵からの反はん撃げきは薄く突とつ破ぱも可能だろう」

　ベルゲンの言葉を信じ、クロムは即そく座ざに行動を開始した。

　まずクロムはファウラを呼ぶと、彼女に言こと伝づてを頼たのんだ。

「あいよ～、まっかせといて！」

　彼女はそう言うと、すぐにその内容を小さな紙に記し、大おお鷲わしのティコの脚あしに括くくり付けた。

「おっしゃ、行っといで！」

　彼女の大鷲は、ユースティナの陣営を飛び立つと、ナターシア軍の真上を横切り一直線にクコノスの谷に駐ちゆう留りゆうするダカット皇帝の下へと向かって行った。

　夕刻からの手て薄うすな時間帯を狙ったとはいえ、ダカット軍は20万の大軍勢。

　逃がすとなれば、時間との勝負となる。

　そこでクロム側も策を弄ろうした。

　夕刻が迫せまった時分、クロムのいるユースティナ軍がまず動いたのである。

　攻めの姿勢を見せるように、ユースティナ軍は隊列を組み始めたのである。

　当然、ナターシア軍はそれに対応するように、注意はこちらに向く。

　それと時を同じくして、クコノスの谷のダカット軍が動き出した。

「行けっ！　突破せよっ！」

　ナターシア軍を突っ切る形で隙すきの出来た背はい面めんを突いた。

　突破のみを主眼に入れたダカット軍は先頭を騎き兵へい隊たいが先導し、錐すい陣じんの構えを取ってナターシア軍の軍勢を二分した。

　武装解除をしていたナターシア軍の兵たちは対処できずに、道を空けるしかない。

　一ひと度たびこじ開けた道には次々にグラウスタンディア軍の兵が殺さつ到とうし、道をさらに広くこじ開けていく。

　本来的には、このダカット軍の逃走を補助するように、ユースティナ軍は弓撃でナターシア軍の動きを封ふうじるのだが、それはしなかった。

　彼女がベルゲンに進行表を意図的に見せてくれたことへの、返礼のつもりであった。




　ダカット軍がユースティナの引き連れた軍勢と合流すると同時に、グラウスタンディアの総戦力は街かい道どう沿いに南へと撤てつ退たいを始めた。

　即座にリジア軍は追撃態勢を整え、グラウスタンディア軍の後を追う。

　軍馬を多く擁ようしているとはいえ、歩兵もまた多いグラウスタンディア軍は、それを追うリジア強行軍にいつ追いつかれてもおかしくない様相を呈ていした。

　クコノスの谷より南下する事６里――城じよう塞さい都市オルドー付近まで来たところで、クロムはダカット皇帝にある提案をした。

「なんだクロム。策があると聞いたが、この状況を打開する抜本的な物でもあるというのか？」

　歴戦の武将シド・レオナントスを失ったダカット皇帝にとって、一つの窮地を脱だつしたとはいえ、未いまだ気の抜ける状況ではない。

　そんなダカットにクロムは努めて冷静に発言した。

「これより軍を二分します」

「二分……なるほど。西と南か」

　街道はこの城塞都市オルドーを中心に西と南へ分ぶん岐きする。

　西へ向かえばグラウスタンディア領フルクロ港。

　そして南はケデル平原を抜けジーラ関を潜くぐるとその先はゾラ港である。

　即座に街道を思おもい描えがいたであろうダカットはクロムの言うことを理解したようである。

「左様です。これより先、街道が二手に分かれます。ここで西のフルクロ港方面と、そして南のゾラ港方面、この二手に軍を分け敵リジア軍の動どう揺ようを誘います」

　リジア軍の目的はダカットの首一つである。

　これを取れば実質的にグラウスタンディアの敗北が決定する。

「だからこそ、どちらの軍にダカット皇帝がいるのかわからぬようにし、リジアが手を拱こまねいている間に、西と南へ逃のがれた軍が補給を受けられる位置まで逃げる事が出来るでしょう」

「ふむ……だがその先はどうなる？」

　当然の疑問である。

　軍を二分するという事はつまり、戦力が激減することに他ならない。

　軍とは塊かたまりであるほどに強固なもの。それが分散すれば戦力は半減どころかそれ以下にまで落ちる。

　そうでなくとも兵数で劣おとるグラウスタンディアにとって、これは大きな痛手となる。

「――はい、その点は考こう慮りよしてございます」

「如い何かにするつもりだ？」

「ダカット皇帝に苦く渋じゆうの決断をしていただく必要がございます」

「なに？」

　ダカットが顔を曇くもらせた。クロムがこう言う以上は、それは確実にグラウスタンディアにとって大きな損益を齎もたらすと気付いていたからだ。そしてその大いなる損益を以もつて勝利を拾いに行く、という事だ。

「……だが、その苦渋、呑まねば勝てぬ戦いくさなのであろう？」

「はい、そのように」

　暫しばし黙考するダカットであったが、再びクロムに目を向けると、

「――話せ」

　と威い圧あつを込めた視線を向けた。

　そこからクロムの話した内容を、ダカット皇帝は憮ぶ然ぜんとしながら、ただジッと聞いていた。




　グラウスタンディア軍が街道沿いに二分したという報告は即座にリジア陣営にも齎もたらされた。それを統とう括かつするバルオロール元帥は苦々しい顔で、

「……やはりか」

　とだけ口にすると、即座に配下の将軍たちを呼び寄せる。

　列席した将軍の中にはナターシア・リブレリア、そしてカレン・スーサ両名のリジア十二貴族の姿もあった。だが彼女らの席は、師団長の下座に設しつらえておいた。

　彼女らにとっては屈くつ辱じよく的てきな扱あつかいであろうが、ナターシアもカレンもそんな感情はおくびにも出さない。

　中々胆たん力りよくがある、とバルオロールはほくそ笑えんだ。

「グラウスタンディア軍はやはり、軍を二分して我々を動揺させる策に出おった。どちらかの軍勢に皇帝ダカットがいる。これを仕し留とめる為ためには、我々もまた軍を二分する必要がある訳だが……」

　そこまで言うと、バルオロールはその場にいる将校たちをゆっくりと睥へい睨げいした。

「――だが、決してそれは得策とは言えぬ。その分、我々も戦力を落とす事となり、事と場合によってはこの絶好の機会にダカットを取とり逃がすことになりかねないからだ。なにぶん、此こ度たびの戦役に於おいてグラウスタンディアは常に兵力で上回るリジアを幾度も打ち負かしている。この事実は変えがたい」

　バルオロールの言葉に、その場は水を打ったように静まり返った。

　当然である。

　これほどまでに緊きん張ちようを強しいる言葉もない。この戦いは決して負けてはならぬ戦いであり、またリジアにとってはグラウスタンディアを打ち負かすまたとない好機なのだ。

「さて、皆みなの者……この場において、西へ進んだ軍を追撃すべきか、それとも南を追うべきか、案のある者はいるか？」

　しかしバルオロールに意見をしようと立ち上がる者は誰もいない。

　それはここにいる将兵たちが無能であったからではない。

　バルオロール元帥という権けん威いがあまりに強大であり、その彼の前で迂う闊かつに口を出す事が憚はばかられたからである。

　それ程ほどに現在のリジア国内に於おけるバルオロールの地位は高いものとなっていた。

　みな沈ちん思し黙もつ考こうし、確実なる方策を模も索さくしていたのだ。

　そんな中、下座にいた女性が席を立つ。

「よろしいでしょうか？」

　ナターシア・リブレリア――。

　彼女は一いつ切さい臆おくすることなくバルオロールに視線を向けていた。

「リブレリア家の者か……話せ」

「はい。現在に斥せつ候こうに出ている二陣じん、三陣の者たちの報告を待つべきと思われます」

「何な故ぜ？」

「グラウスタンディア軍が二分した軍の軍勢を知る必要があると思われるからです。もし等分に西と南へ軍勢を分けてたというのなら、再度こちらは策を練る必要がありますが――もしそれに乱れがあり、どちらかの軍勢に偏かたよりがあるのなら……」

「そちらにダカットがいる――という事か？」

　しかしナターシアはそれに首しゆ肯こうせず口を噤つぐむ。バルオロールは僅わずかに焦じれた。

「違うのか？」

「いえ、場合によるかと思われます」

「どういうことだ？」

「現在、私が考かんがえ得うるグラウスタンディアにとって最上の策は、西へ大軍勢を向け、南へ小軍勢を向ける事です」

「……ほう」

「その場合、まず間違いなく、ダカット皇帝は南の小軍勢の中にいると断言できるからです」

　その意見にバルオロールは眉まゆをひそめた。

「話が見えないな……何な故ぜ、わざわざ数の少ない方に皇帝をおく？　守るべき皇帝に兵を割くのは自明の理と思うが？」

「それがグラウスタンディアの軍師の考えそうなことであると申しているのです。皇帝を守るのは大軍勢――その先入観で我々がそちらに主戦力を向ける事は目に見えている」

「だがそれだけでは得心がいかんな。たかがそれ程ほどの策で皇帝を守ろうとは、皇国の軍師は浅はかに思うが？　南の少数部隊で皇帝を守っている、という決定的な説得力には欠ける」

「はい、南に行く理由はもう一つあります」

「それはなんだ？」

「ゾラ港です」

　場にいた将校たちから一いつ斉せいにどよめきが漏もれた。

「守りのゾラ。ここに少数ながらも兵を引き連れ、立たて籠こもれば、あちらにも勝機が見えます。つまりグラウスタンディアはゾラでの立て籠こもりのために、皇帝を南へ逃がしている可能性が考えられるのです」

　ナターシアの意見に異を唱える者はいなかった。

　事実、その後二陣の斥せつ候こう隊たいからの報告で、目算約20万の兵が西のフルクロ港を目指しており、そして約５万の兵が南のゾラ港へと進軍している事がわかった。

　この段に於おいてバルオロールとて、ナターシアの意見を無視する事は出来なくなった。

　だが、それでもバルオロールには、ナターシアを信じる事が出来なかった。

　対立しているリジア十二貴族だから、という理由だけではない。

　先日クコノスの谷に包囲網を敷しいていたナターシアの軍勢は、決戦を前に兵へい站たんと武器の手入れを命じていた。その隙すきを狙ったようにグラウスタンディアが、ナターシア軍の包囲網を破った。この事実だけは、どうしても見過ごすわけにはいかない。

　ともすれば、バルオロールの画策している事に気付いている可能性がある。

　法王ターバを暗殺し、自らが王位に就つこうという画策に……。

　あれほど鋭するどい観察眼と経験を有したナターシアである。

　少なからず感づいていたとすれば、この戦乱に乗じて邪じや魔ま立だてする事は十分に考えられる。彼女にとっては、グラウスタンディア以上に憎にくむべき敵が、他ならぬバルオロールなのだから。

　バルオロールは慎しん重ちような男である。ナターシアの策を一度は呑みながら、その後も斥せつ候こうを西と南、両方角に配し、逐ちく次じ敵軍の動向を窺うかがっていた。

　そんな彼の下へ斥候隊より新たな情報が入った。

「バルオロール閣下！　西グラウスタンディア軍20万の中にダカット皇こう帝ていの姿を確認いたしました！」

　膝ひざを打った。それ見た事かと飛び上がらんばかりに席を立つと、すぐさまナターシアを呼びつける。彼女の読みが外れていた事を糾きゆう弾だんしようと考えたのである。これを理由に彼女らをバルオロールの陣じん営えいから遠ざければ、法王暗殺が一気に容た易やすくなる。

　すぐにナターシアとカレンが幕舎にやって来ると、他ほかの者を下がらせた。

「やぁナターシア。どうやら其方そなたの読みは外れていたようだな」

　笑みを湛たたえながらそう言うと、ナターシアはくすりともせずにバルオロールを見た。

　なんとも癇かんに障さわる態度だ。

　だがバルオロールはそれをおくびにも出ださずに彼女に問う。

「どうやら皇帝ダカットは南ではなく、西の主戦力の中にいたそうだ。危うくおまえの甘かん言げんに躍おどらされ首級を逃がすところだった」

　それでもナターシアは動じず、口を開いた。

「早計に事を判ずるのは危険かと思われますが」

「まさか未いまだ自分の主張が正しいとでも言いたいのか？　西にダカットが確認されているにも拘かかわらずそう言うのか？」

「……おそらく、南でもダカットが確認されるでしょう」

「なんだと？」

「報告を待ちましょう。それからでも遅おそくはありません。元帥は確実に皇帝ダカットを葬り去りたいのでしょう？」

　そう言った彼かの女じよの目には感情の片へん鱗りんすら垣間かいま見みえなかった。当たり前の事実を口にしているに過ぎない、そう言っているかのようだった。

　そして彼女のその言葉は正しかった。

　直後に南へ向かった斥せつ候こう隊たいより、南方の小編成のグラウスタンディア軍の中にダカット皇帝の姿が確認されたのである。

「どうなっているのだ……」

　焦あせるバルオロールにナターシアは変わらず冷静に答える。

「皇国の軍師の策略です。こちらが動転している間に、時間を稼かせごうとしているのです。ここで我々が判断に迷い時間を食えば、それだけグラウスタンディアにとって有利な状じよう況きようになります。我々は迷わず、南のダカットを討うつべきと存じます」

　バルオロールはナターシアの言葉の真意を探さぐった。

　未だバルオロールにとって敵と言って過言ではない彼女。

　この進言に裏に別の思惑があるのでは、と考えたのだ。

「……なるほど、其方そなたの言う通りだなリブレリア殿。ところで……一つ聞いておきたい」

「なんでしょうか？」

「うむ……」

　そう言って向き直ると、ナターシアの目の奥おくを見つめた。

「其方そなたはグラウスタンディアに通じているのか？」

　単刀直入とも言える質問――その一瞬に浮かべる動揺の色を見ればバルオロールには全てがわかる。

　政まつりごとに身を置き、嘘うそを吐つく人間を無数に見てきた彼かれにとって、それはあたりまえのように身についた技術。しかも相手が軍人なら尚なお更さら、見破るのは容た易やすい。

　だがその問いにナターシアは微び動どうだにせず、ただ、

「そんな事はございません」

　と口にした。

　それはバルオロールにとっては見た事もない人間の反応であった。

　まるで彼女には心が無いかのような反応。

　気持ちを押し殺ころしているのではない。彼女はバルオロールの質問を何とも思っていないのだ。言いい掛がかりとも、戯たわむれとも、または図星を突かれたとも……。

「だがな、私の下に来ている報告書には、其方そなたが先日裏切り者のベルゲン・アディクと邂かい逅こうしていた、という情報がある」

　その情報はナターシア軍に潜ひそませておいた密みつ偵ていより得たもの。

　これを聞いてナターシアが某なにがしか反応を示すかと考えたのだ。

　だがバルオロールの思おも惑わく通りの反応を彼女は示してはくれなかった。

　むしろ不思議そうな顔をして首を傾かしげる。

「おかしいですね。それでしたら私からも元帥に報告書を提出してあるはず」

　嘘を吐ついて誤ご魔ま化かそうというのだろうか。バルオロールは慎重になりながら返答をした。

「そのような報告書は目にしていないな。まさか其方……私に嘘を吐いているのではあるまいな」

「いえ、そのような事は………――ああ、なるほど」

　急に何かに気付いたようにナターシアはこれ見よがしに手を打った。

「その報告書は、第三級報告として提出してございます。もしかしたら元帥は第一級報告しか目を通しておられないのでは？」

　たしかに最優先のとされる第一級報告書にしか目を通していない。全てに目を通していたらこの大軍勢の状態を把握する事は出来ないからだ。

「その通りだ。しかし、何故そのような重要な事を第三級報告にしたのだ？」

「ベルゲンが接せつ触しよくしてきた事がそれほど重要な事でしょうか？」

「なに？」

「第一級報告にベルゲンの裏切りについては記してございます。そのベルゲンが同じリジア十二貴族に接触してくるのは当然予測できる事でしょう。寧むしろ接触して我々を勧かん誘ゆうしないと考える方がおかしな話です。そんなわかり切った事を、第一級報告にする必要があるでしょうか？」

「だから第三級報告に交ぜたと？」

「交ぜたのではありません。その程てい度どの情報価値しかないと判断したのです。つまりベルゲンは我々を勧誘し、しかし追おい払われて逃げ出した――それ以上の事はなかったので。それともバルオロール元帥への報告では他の事も報告されていたのでしょうか？」

　たしかにそれ以上の報告はバルオロールの下には入っていない。

　ベルゲンが接触し、ナターシアたちをグラウスタンディア軍に寝ね返がえらせようとした事だけだ。そしてそれを彼女らは剣を持って追い返した。

　そこにそれ以上の事実はなく、疑いの余地はない。

　彼女は静かに訥とつ々とつと続けた。

「バルオロール元帥が我々をお疑いなのは十分理解しております。嘗かつて第一次リジア戦せん役えきの折、我らリジア十二貴族を西に追いやり、その間に政治の中心に座したあなたが、我々に対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている事は容易に想像がつきますから」

　今度はバルオロールが虚きよを突かれる番だった。

　これほどまでに明あけ透すけに嫌いや味みを口にする人間は、終ついぞ目にしなくなって久しいからだ。

「ですが私はそのような事は気にしておりません。私は法王陛下の為ためにこそ戦いくさをするだけ。それ以上でもそれ以下でもございません」

　しかしその言葉にすら感情を見み出いだす事は出来なかった。

　判断できない。今彼女が口にした言葉が真実であるかどうかすら。

　それはバルオロールにとって、最も信ずるに値しない人間の言葉にしか聞こえなかった。

　感情を欠いて話せば、そのすべてが平へい坦たんに聞こえ、白黒をつけるきっかけがないのだ。

　この女の感情の一部――それに触ふれることが出来るのなら、それはあらゆる思惑を読み解くきっかけとなる。

　そう思いバルオロールは更さらにナターシアに質問を投げつけた。

「リブレリア殿どの、一つ聞きたい」

「なんでしょう？」

「法王陛下の為ために戦をする――それが真実であると私にはどうしても思えない。嘘にも思えぬが、だが真実の響ひびきも感じない」

「元げん帥すいが信じる必要はございません。元帥はリジアを勝利に導く戦をすればいいのです。我々はその駒こまに過ぎませんので」

　またこの目だ。彼女の中に何も見出す事が出来ない。

　だが、まだある。彼女の感情を見る為ための手段が。調査させた報告の中に、彼女の感情的な面についての記述があった。

「――そうか。わかった。ただ此こ度たびの決戦は生半可な物ではないぞ。何しろグラウスタンディアには、あの皇国の軍師がいるのだからな」

「――――ッ」

　その瞬間――ほんの僅わずかな瞬またたくような間、彼女の目の中に生気が燈ともった。

　燃え上がるような熱を帯びたそれは――怒いかり。

　これだ！　これを見たかった！

「どうかしたのか、リブレリア殿？」

「……いえ」

　彼女はそう言った。

　だが彼女が抱いだく怒り――それは間違いなく皇国の軍師に向けられている。

　バルオロールにはそれで十分だった。

　彼女が皇国の軍師に向ける憎ぞう悪お、それが見られただけで信しん頼らいに値する。

　この女は裏切らない。皇国の軍師を殺すまでは、決して諦あきらめようとはしない。その一点さえわかっていれば、彼女を信頼してもいい。

　だからバルオロールは命令を発布した。

「すぐに進軍命令を。主力を南に向ける」

　南への進軍が開始したのである。




　クロムの進言により軍は西と南へ二分され進軍を開始した。

　西へと向かった大軍20万を率いるのは、ダカット皇帝より将軍の位を賜たまわったラング・クランツであった。

　走らせた伝令は既すでにフルクロ港に到とう着ちやくしているであろう。

　フルクロ港から食しよく糧りようと武器を中ちゆう継けい地点まで運うん搬ぱんさせ兵へい站たん線せんを引かせるのだ。

　嘗かつて第一次リジア戦役の折に、カウフマン・マカオンが砦とりでを構えた地に再び同じものを築くことを優先させた。

　そこで兵へい站たんを補給し、リジアを迎むかえ討うつ。だがクロムはユースティナ皇女と共に、そんなラングとは別行動を取った。

　ユースティナ皇女を含ふくむ、フィフニス隊１０００の騎き兵へいが海岸線に向かって進軍していたのである。騎き馬ばでの進行であるためこの一団は速度が速く、海岸線まで一夜で到着できる予定である。

　そしてこの一夜を最後に、クロムはユースティナを遠方に送り出さねばならない。

　だからこそ、彼女と最後の打ち合わせをする為ため、リュリュと共に夜の幕ばく舎しやへと向かった。

　幕舎に入ると彼女はクロムを待っていたように、一つ頷うなずく。

「クロムよ……本当に私が戦線を抜ぬけて良いのだな？」

「勿もち論ろんです……と、言うよりも今回はユースティナ様が戦線から抜ける事が重要なので」

　すると彼女は神しん妙みような顔をして、こちらをちらりと見る。

「正直な事を言うとな……クロム」

「はい、なんでしょう？」

「――私は自信がない」

　そう言って俯うつむいたユースティナのまつ毛が僅わずかに震ふるえているのがわかった。

「……私は出来る事ならクロムと共に在りたいのだ。それがたとえ戦場であろうとも構わない。このままクロムだけを戦線に送り出すのは……」

「ユースティナ様」

　彼女の名を呼ぶと、ユースティナは顔を上げる。

「……なんだ？」

「僕ぼくもユースティナ様も共に戦っているのです。それは場所を隔へだてたとて変わりません。僕はあなたの理想の為ために最後まで戦う」

　するとユースティナは僅わずかに頬ほおを緩ゆるめた。

「――そうだな。一いつ緒しよに戦っているのだな」

「はい。いつも一緒です」

「うむ………少し元気が出た」

「それならよかった」

　そう言うとユースティナはクロムの下に寄り胸に額ひたいを当てた。

　リュリュは暫しばしぼんやりと見ていたかと思うと、気を使ったのかクルリと明後日あさつての方に目を向ける。

　どこであんな事を覚えてきたのか。

「あの……ユースティナ様……」

「――許せ。暫しばしこのままで」

　ユースティナの体温が伝わって来ると、彼女が小刻みに震えている事に気が付いた。

　十六の少女がこれから為なさねばならない事に慄おののくのを非難出来る者など誰だれもいない。

　彼女の双そう肩けんにはグラウスタンディアの民と、そして今戦場にいる兵たちの命がかかっているのだ。

　それを思えば彼女が落ち着くまでこうしているべき事を知っている。

　彼女は幾度も怖おそれ慄き、それでも立ち向かってきた。

　皇女という位が、彼女もただの少女である事を人に忘れさせる。

　だがユースティナとて、人の子である事にはかわりない。

　ゆっくりと時だけが流れて行った。

　どちらからも離はなれる事が出来ず、このまま永遠に続くかのようにも思えた。

　心安らぐ時が永遠に。

　だが彼女は知っている。再び自分の足で歩き出さねばならない事を。

　だから自ら一歩下がると、クロムに向けて微笑ほほえみかけた。

「ありがとう、クロム。私はこれで大だい丈じよう夫ぶだ」

　クロムもまた安心し、笑みを浮うかべる。

　するとユースティナは少し拗すねたような顔をしてこう言った。

「それよりもクロム。おぬしの方が心配だ。私なんかよりも、ずっとおぬしの戦域の方が厳しいだろう」

　するとクロムは頭を掻かいた。

「まあ、そうなりますね。でもなんとかしてみせるのも軍師の仕事でしょう」
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「そういう事を言っているのではない」

　むずがゆそうな様子で視線を這はわせるユースティナ。

　さて、では何の事を言っているのか……。

　彼女は再びクロムに向き直ると、目に力を込こめる。

「死ぬな。絶対にまた私の下へと戻もどって来るのだ。約束しろ。でなければ私は安心して戦線を離れる事が出来ぬ」

　そう言った彼女に、クロムは傅かしずいた。

「かしこまりました。必ず、あなたの為ために生きて戻りましょう」

「約束だぞ」

「はい、約束です」

　すると漸ようやく彼女は心から安心した笑みを浮かべた。

　翌日、クロムたちの隊は海岸線まで到とう達たつした。

　そこで待っていたのは、グラウスタンディア軍の船団であった。

　以前、ユースティナたちをアラティア港から輸送してきた船団である。

　取り仕切るテティル・ロクサネ師団長をはじめ、チシャ・リュシマー千人長、イルガ・アルコン千人長に、今後の行動を指示する。

　彼女の護衛にはファウラとイリヤの二人を付ける予定でいた。だが当のイリヤが未いまだ合流していない。間に合うだろうかと気をもんでいると、白馬に乗り全力で駆かけてくる騎き士しの甲かつ冑ちゆうに身を包つつんだ影かげが見えた。

「待たせたわね！　世界の名優、イリヤ・オースター！　ここに参上！」

　堂々たる絵画のような出いで立ちに、迎えた兵たちからは思わず拍はく手しゆが湧き起こった。

　クロムは急いで彼女に駆け寄よった。

「よかった。間に合ったようですね」

「俳優は時間にシビアなのよ！　この程てい度どのスケジュールで音ねを上げるような柔やわな稽けい古こは積んでないわっ！」

「さすがです。では、目的も達してくれたのですね」

「勿論よ！　リジアの斥せつ候こうは私をダカット皇帝と勘かん違ちがいしていたでしょうね！」

　クロムは予あらかじめ西軍にダカットの格好をさせたイリヤを潜もぐり込ませていた。ラングもこの影かげ武む者しやであるイリヤを護衛しながら進軍していたのである。目的はリジア軍を撹かく乱らんし、時間稼ぎをする事である。

「………ま、すぐに見み抜ぬいちゃうだろう人が居るが、何もしないよりましだろう」

　独りごち、クロムはすぐにイリヤをユースティナの乗る船に同乗させた。

　皇女の乗る船に、連れん絡らく役やくも兼かねるファウラ、いざという時に逃とう走そうを補ほ佐さする俳優のイリヤが随ずい伴はんする事で、彼女の最悪の事態を回かい避ひしようと考えたのである。

　乗り込み準備が整うとテティル師団長の号令が轟とどろく。

　船員たちは陸のフィフニス隊に向かい敬礼し、出航していった。

　水平線の彼方かなたへ消えていく船団を見送りながら、クロムは次の戦術行動に思いをはせる。

「さて、ここからまた戦線へ戻る訳か……」

　船団を送り出したクロムが独りごちるようにそう言うと、リュリュが首を傾かしげた。

「これからどうするのだ？」

「とりあえずは、リジアの出方を見ないとね」

「ふむん……西の20万に釣つられるか？」

「または南の５万に皇帝がいると気が付くか……できる事なら、20万の兵力に釣られてくれるとありがたいけれど」

「そうもいかないのか？」

　そんなリュリュの疑問にクロムは返答できなかった。

　あちらが斥せつ候こうを出してこちらの戦力を探る事は容易に想像できる。

　なによりあちらにはナターシア・リブレリアがいる。彼女は幾いく度どもクロムと戦場で対たい峙じし、こちらの思惑を読む可能性が高かった。

　リジアの目的は他でもなくダカット皇帝の首。

　常識的に状況を認にん識しきすれば、西の主戦力にダカットがいると思う筈はずである。

（だが――）

　その逆手を突いて南にリジア主戦力を送る事も、想定はしてある。

　できる事ならその事態は避さけたい。

　そう考えていたクロムの下へ、隊を仕切るフィフニス・マカオンが駆けつけた。

「クロム、こちらは出立の準備が整いました」

「ああ、ありがとう」

　彼女はクロムの顔をまじまじと見ると、

「どうしたんですか？」

　と、首を傾げた。彼女は自分の何に違い和わ感かんを持っているのかと思い問い返す。

「ん？　なにがだい？」

「いえ……なんだか不安そうな顔をしていましたが」

　彼女とはなんだかんだと言っても付き合いが長いせいか、やはりこちらの思いは透けて見えているらしい。

「まあ、正直に言えば不安がない――というのは嘘になるだろうね」

「やはり、ここからのリジア戦は時間との戦いなんですね」

「そうなる。こちらの斥候隊の報告と、それからラングさんの軍の補給の経過次し第だいだけど……」

「ではまだ私たちは動きだすわけにはいかないのですか？」

「どちらにしてもすぐに出立できるようにはしておいてくれ」

「わかりました」

　彼女はにっこり笑うとそのまま踵きびすを返して軍営に戻って行った。

　今後の具体的な作戦はまだ彼女とは話していない。

　ユースティナを送り出す事が最優先とされていた為ため、今後の進軍ルートなど概がい略りやくしか話し合われていないのである。

　それでもフィフニスは自らに与あたえられた役割を黙もく々もくと果たしてくれた。兵たちを使い、ここまでの道どう程ていを見事にさばききった。そこには気負う様子も、ましてや緊張する様子もなく、自らの役割を最大限にこなしているように見えた。

「強くなったな……」

　そう思わざるを得ない。

　嘗かつて怯おびえるようにクロムを見ていた彼女からは想像もつかない程ほど、フィフニスは強く可か憐れんに成長していた。それはこのリジアとの戦争がきっかけなのは言うまでもない。

　若くして多くの兵を率いる彼女には、まるでカウフマンが持っていたような人を惹ひきつける力に満みち溢あふれているようであった。

　かなり厳しい戦いである事を自覚しているクロムでさえ、彼女を前にするとなんとかなるんじゃないかと思えてしまう程ほどであった。

（ああいう人間が軍をより精強にするのだな）

　自分にはない魅み力りよくを持ったフィフニスに畏い敬けいの念を抱いた。

　彼女はきっと将来、もっと大きな存在になる事を予見させた。

　そんなクロムたちの下へ、斥候隊からの報告がもたらされた。

「リジア軍主力は南へと向け侵攻中！　数、目算40万！」

　ほぼ全すべてを南へと向けてダカットの軍勢５万を追いかけだしたという事だ。

　つまりこちらの思惑を読み取ったという事になる。

「やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないようだね……」

　そう言ってクロムが苦笑いを浮かべるとフィフニスは、

「ではすぐに出立ですね！」

　と力強く言った。

「ああ――ところで残りのリジア軍は？」

「西へ向かった20万を押おさえる為ために街かい道どう沿いに陣営を張っているそうです」

　という事は、目的は西グラウスタンディア軍20万の足止めであろう。確実にダカット皇帝を仕留める為ために、横よこ槍やりを入れられぬよう街道を分断したのだ。

「なるほど……増ぞう援えんを簡単には行かせないつもりだね」

「……みたいです」

「わかった。こちらは直すぐに出立する。リジア軍の軍勢に皇帝を討ち取られる訳にはいかないからね」

　クロムの指示で、フィフニス隊１０００の騎兵が出立した。

　山道を駆け、南への街道へと進軍する。

　この時、ダカット皇帝の軍勢５万は強行軍の様相でひたすらに南を目指していた。

　それを追つい撃げきするように40万のリジア軍も強行軍で進んでいた。

　地の利があるリジア軍の進軍速度の方が僅わずかに速く、大軍でありながらもダカット皇帝の軍勢まで手が届きそうになるまでに迫せまっていた。

　ダカット皇帝を守る軍を指揮するのはシェルシュ・ニカノール将軍。

　守りのシェルシュ――の異名を持つ彼女は、ひたすらに前進する軍勢でありながらも、後方からの追っ手の攻こう撃げきに対し常に臨戦態勢を整えていた。

　城じよう塞さい都市オルドーとジーラ関の丁度中間に位置する場所にケデル砦と呼ばれるリジア宗しゆう旨し国家の砦がある。

　ここに到達すると、ダカット軍はこの砦を取り囲んだ。

　守りが堅い事で定評のあった砦ではあるが、立地の関係上それほど重要視される事無く、兵数も決して多く割さかれている訳ではない。

　この砦を包囲したダカット軍はそのまま、ケデル砦を守る兵と睨にらみ合あいの状況を続け、陣営を構えたのである。




　このダカット軍の行動は逐ちく一いちリジア主力部隊にまで届く。

　総指揮を執とるバルオロールはそれを聞きながら疑念を抱いた。

「……まさかケデルを落とすつもりか」

　可能性としては十分に考えられる。

　敵もこちらの進軍速度については常に斥候を配し探っている。

　ゾラ港まで逃にげ遂おおせるには最低でもジーラ関までたどり着かねばならない。

　だがこちらの進軍速度とダカット軍の進軍速度を考えれば、その前にリジアがグラウスタンディアの軍勢を捕とらえる事は明白だった。

「ケデル砦で籠ろう城じようでもするつもりだろうか……」

　その疑念を払ふつ拭しよくするため、ナターシアを呼びつけると意見を求めた。

　彼女は概おおむね理解し首しゆ肯こうした。

「バルオロール元帥のお考えの通りだと思われます」

「――根こん拠きよは？」

　彼の頭には未だそれが確実の物とは言い切れない疑念が渦うず巻まいていた。

　だがナターシアは静かな面おも持もちでそれに答える。

「元帥もご存ぞん知じの通り、籠ろう城じようは援えん軍ぐんがなければただの自殺行こう為いです」

　援軍が期待できない状況での籠ろう城じよう戦せんの末路は、つまるところ食糧の枯こ渇かつと武器の浪ろう費ひによるじり貧の戦。籠城戦をするというのなら、確実に援軍があるという事である。

「つまり援軍を待つために、ケデル砦に立て籠もろうと考えているのだな」

「左様にございます。西へ向かい兵站線を引きながらグラウスタンディア主戦力がやって来るのを待つ方向に舵かじを切ったのかと思われます。現在の状況を鑑かんがみれば、グラウスタンディアはゾラに到着する前にリジア軍に追いつかれる事は避けられません」

「殿しんがりを放っても無む駄だという事か？」

「相手は高々５万の軍勢。殿しんがりをこちらに差し向けて足止めを試こころみても、リジアの軍勢の前にはどれ程ほどの時間稼ぎが出来るかなど、火を見るより明らかです」

　ダカットの持つ軍から半分を殿しんがりとしてリジアに差し向けても、それは40万の軍勢を前に即そく座ざに呑み込まれてしまうに違ちがいない。

「で、あれば、主力20万の到着を守りが堅いと定評のあるケデル砦で待つのは理に適かなっています」

「――ふむ」

「しかし、それは既すでにこちらとしても折り込み済み。そうなるであろうことを予想して、西のラング軍に対し10万の兵を差し向けています」

「精強なグラウスタンディア軍20万が相手では撃げき破はされるであろう？」

「ええ、ですので徹てつ底てい防戦を命じてあります。討ち取とる事は考えず、守りに徹てつし街道を行かせないよう守り切るように命じてございます。もし仮に撃破されたとしても、その頃ころにはケデル砦を我々が落としているでしょう」

　つまり時間稼ぎという事だ。

　だがナターシアの言う通りオルドーで交戦し、こちらが守りを固め街道を封ふう鎖さすれば一ひトと月以上はそこで足止めを食くらう事になる。

　時間稼ぎとしては十分と言える。

「何より、グラウスタンディア軍５万でケデル砦を落とすのはかなり難しい筈はず。不可能ではないにしても、現在彼かの国にはシド・レオナントスのような将軍はおりません。それに匹ひつ敵てきすると言われる器うつわの者はラング・クランツのみ。ですがそのラングは現在主力を率いて西にいる――となれば」

「ダカットの軍勢ではケデル砦を落とすのに難なん渋じゆうするな」

「はい――我々は彼らがケデルを落とす前に彼らに追いつけば、我々は勝機が見えます」

「よし、わかった。すぐに先行隊を編成し、ダカットの動きを止めるのだ」

「かしこまりました」

　即座にナターシアは選えりすぐった精せい鋭えいによる先行隊２万を編成すると、主戦力よりも早くダカット軍追撃の為ために出しゆつ陣じんした。

　その一連の行動を見守っていたバルオロールは、薄うつすらと笑えみを浮かべる。

「……意外にも使えるではないか」

　できる事なら早々にうるさいリジア十二貴族を葬ほうむりたいと思っていたが、この場に於おいては有能なる彼女の力は大いに役に立った。

　もとより、ターバ王への強固な忠誠心がある彼女が、リジア宗旨国家を裏切る事は考えにくい。

　気を付けるとすれば、この自分を裏切り誅ちゆう殺さつする事くらいだ。

　だが現在の状況下でそれは決して出来ない。

　ターバ王をどうにでも出来る立場にいるこの自分に刃はを向けるという事は、即すなわちターバ王を危険に晒さらす行為に他ならないのだ。

「だが、問題はあの王をどうするか……だな」

　そう、この戦乱に乗じて彼の暗殺を為なさねばならない。

　王家の血筋ではないバルオロールが王位に就く為ためには、ターバ王には死んでもらわねばならないのだから。

　それがリジア人による暗殺では決していけない。リジア人の手で隠おん密みつ裏りに闇やみに葬られたのでは臣民も為い政せい者しやたちも王家に同情的になってしまう。

　そうなれば国内で犯人探しが始まり、国家が分ぶん裂れつする可能性すらある。

　それではだめなのだ。

　最も効率的に人心を操あやつるには、王は戦争によって敵国に殺されねばならない。

　民の怒りは全て敵国に向き、その憎むべき敵国を倒たおしてくれる者の出現を願う。

　そこにこそ、血統無き者が王座に滑すべり込む隙すきが生しようじるのだ。

　このグラウスタンディアとの戦役はそうする為にはうってつけの場である。

　誰だれ憚はばかる事無く王が散る為ためには、グラウスタンディアとの全面戦争により死んでもらう事が最も効果が大きい。

　タイミングを見計らい、王には前線に出てもらう必要があった。

　後は後方から指揮を執とり、無む茶ちやな進軍をさせればいい。

「……だがダカットの軍勢が少なすぎるのは予想外ではあったな……」

　ともすれば、こちらが圧勝してしまいかねない程ほどの戦力差がある。

　だからこそ先行隊として行ったナターシアにはケデル砦とりで攻こう略りやくを阻そ止ししてもらいたい。

　籠城になってしまえば、後は一方的にリジアが攻撃するばかりになるからだ。

　そんなバルオロールの下へ、見張りが駆け込んでくる。

「失礼いたします」

「なんだ？」

「法王陛下が見えております」

「なにっ!?」

　まさか自らこちらに法王自身が出向いてくるなど想定していなかったバルオロールは、一いつ瞬しゆん焦あせりを見せるも、すぐに取り繕つくろい、

「お通ししろ」

　と見張りに命じた。

　ターバ王は侍じ女じよのティアニスを伴ともない幕舎に入って来ると、笑みを浮かべた。

「急にすまんな」

「とんでもございません、法王陛下。申し付けて下されば、すぐに伺いましたものを……」

「いや、其方そなたは軍を取り仕切る身だ。今は忙いそがしかろう」

「お言葉、痛み入ります」

「構わん。それよりもここからの進軍について聞いておきたい。大まかには伝え聞いているが、其方そなたの口から直接今回の作戦意図を聞いておく必要があるだろう」

　法王の言葉にバルオロールは内心ほくそ笑んだ。

「では申し上げます。現在グラウスタンディア軍のダカット皇こう帝ていは、この先のケデル砦を包囲中との事。ケデルを守る兵数は少ないため、こちらからリジア十二貴族ナターシア・リブレリアを援軍に向かわせました」

「……ナターシアが……そうか」

「はい。おそらく決戦の場は、ケデルの地となりましょう」

「なるほど。では我わがリジアに不備はないか？」

「ございません。こちらは万ばん全ぜんの態勢で以もつてグラウスタンディアを捻ひねり潰つぶす事が出来ましょう。長きに亘わたる彼の国との戦いに歴史的決着をつける時が参ったのです」

　バルオロールの言葉にターバ王は感かん慨がい深ぶかく息を吐ついた。

「そうだな。途と轍てつもなく長い間、両国はいがみ合いを続けていたのだな」

「左様でございます。この戦にはどうか陛下自身、歴史に名を刻むため御ご出しゆつ陣じん下さいませ」

　すると傍かたわらにいた侍女のティアニスが鋭するどい眼光をバルオロールに向けた。

「陛下に危険を冒おかせと申されるのですか？」

　さすがに鋭い所を突ついてくるとバルオロールは思いながらも、それは一いつ切さい表には出ださない。

「とんでもない事です。必勝の布ふ陣じんを敷しき、グラウスタンディアの援軍の阻止まで行った今、戦場には何の憂うれいもございません。寧むしろリジアの勝利を長きに亘り待ち続けた臣民の為ため、そして命を賭として戦う兵たちの為にその姿をお見せ下さいませ。戦場での陛下の武勇の誉ほまれは、戦役によって疲ひ弊へいした民たちの大きな希望となりましょう」

　脇わきにいた侍女はまだ何か言いたそうな顔をしているが、それをターバ王が軽く手でいなす。

「ふむ、民が苦しみ、兵が命を賭としているのに王である我が何もしないのはいけないな。相あいわかった。バルオロールよ、其方そなたの進言ありがたく聞き入れさせてもらうぞ」

「ははっ！　ありがたき幸せ」

　全てはうまくいっている。年月をかけて上のぼり詰つめたこの地位から更に高みへと上る、その好機が到とう来らいしているのだ、という実感がバルオロールの手の中にあった。




　ダカット軍を守るシェルシュ将軍の下へ伝令が駆け込んでくると、リジア軍の追撃の報を齎もたらした。

「ついに来たようね」

　シェルシュは慌あわてる事無く、それをダカットに報告する。

　皇帝は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そうか。想像以上に速いな」

「はい。どうやらリジアにはこちらが本隊である事を早々に見抜かれたようです」

「中々の頭脳があるか、または肝きもが据すわっていると言える」

「左様ですね。ただ………」

　シェルシュは僅わずかに顔を曇くもらせた。

「どうした？」

「こちらの行動がどこまで読まれているのかはわかりませんが、そうなるとラング将軍からの援軍は望めない可能性が出てきますね」

「そうなるな。とはいえ、その事に失望しても始まるまい」

　ダカットは余よ裕ゆうを漂ただよわせるように立ち上がった。

　さすがに一国の皇帝である。動じる様子を見せようとはしない。

　まだ皇位に就ついて間もないにも拘かかわらず、他ほかの将兵を不安にさせるような所しよ作さは一切ないのだ。

　シェルシュはその姿に感服せざるを得ない。

「かしこまりました。では、すぐに行動を開始します」

「そうしてくれ」

　シェルシュはケデル砦を取り囲んでいた軍勢の一部を集結させると、追撃してくるリジア軍を迎え撃うつ態勢を整える。

　ケデル砦は東西の険しい山の間に挟はさまれた平野に建てられた砦だ。

　平原の中心には隆りゆう起きした岩山があり、一周が３里（約９㎞）ある。

　この隆起した岩山を削けずりだして作られた岩がん窟くつ砦とりでがケデルである。

　ケデル砦を落とすには、岩と岩の間の細い道を進み大門までたどり着いて突とつ破ぱするか、または急きゆう峻しゆんな崖がけをよじ登って中へ侵しん入にゆうするかしかない。

　容易に落とすのはかなり難しい砦である。

　シェルシュが指揮する軍勢はこの砦となっている隆りゆう起きした岩山をぐるりと取り囲むように展開していた。

　砦を守るリジア兵たちも、迂う闊かつに手を出すことなく籠城の構えをしていた。

　だが早くもリジア軍の追っ手が迫っているとあっては、手を拱こまねいているわけにはいかない。

　砦を取り囲む兵を３万５０００。そして迎え撃つために密集隊形を整えた兵を１万５０００配はいし、戦いくさの準備を整えた。

　そして翌日、ナターシア、カレン両名の指揮官将が率いる２万の軍勢がグラウスタンディア軍の目前に姿を現した。

　シェルシュはこの軍勢に対し交戦を避け守りに徹した。

　ただリジア軍もまた大きく攻せめ入いる様子は見せず、両軍とも睨み合う状態となった。

（なるほど、ケデル攻めに対する牽けん制せいね……）

　攻撃の意図を察し、シェルシュは敵軍との距きよ離りを保ちながら現状の維い持じを優先させた。

　そこから五日後、それを追うようにリジア軍本隊が戦場に集結。

　到着した兵たちは即座に陣じん地ちを構築し、広こう範はん囲いに展開していく。

　こちらを囲い込む作戦だ。

　もたつけば即座に40万の軍勢はグラウスタンディア５万の兵を呑のみ込んでしまう。

　一いつ瞬しゆんの判断ミスで取り返しのつかない事になる状態。

　シェルシュは敵の陣じん営えいに囲まれぬように、兵たちを広範囲に展開させた。

　両軍、共に優位な場を取り合うように広がり続ける。

　しかしここにはリジアとグラウスタンディアで決定的な違いがある。

　リジア側は、後から次々に到着する兵により、陣営の密度は高まっていく。対してグラウスタンディア側は最初からいた５万を広く展開しているだけで、兵の密度はどんどん薄まっていくのだ。

　今攻め込まれれば、即座にあちこちが瓦が解かいする。

（だが相手はまだ攻めては来ない）

　確信があった。リジアは絶対にここでダカットを仕留めたいと考えている。

　ならば総力で一気に叩たたきのめす事が肝かん要ようなのだ。確実な包ほう囲い網もうを敷き、雪崩なだれ込むように一瞬で決着をつけようとしている。

　だとすれば、まだあちらは攻撃を開始しない。

　しかしいつその号令が下ってもおかしくはない。

　そのギリギリのラインをシェルシュはジッと見守った。

　北側のリジア包囲網は東西の山々に届くまで広く展開し、黒い人だかりが巨きよ大だいな一個の生物のように脈動していた。

　グラウスタンディア軍の取るべき上策は二つ。

　南への撤てつ退たいか、またはリジア軍との決戦か。

　わかり切った事ではあるが、現戦力でグラウスタンディア軍がリジアと直接ぶつかって勝てる可能性はゼロに近い。

　そして敵に背を見せて撤退となると、更さらに生存率は下がる。

　背面を見せた時点で弓兵、投石兵の餌え食じきになる事は必ひつ定じようであった。

　その時、前方のリジア陣営より10人の使者が旗を掲かかげこちらに駆けてくるのが見えた。

「――情けをかけてくれるわけね」

　彼かれらは降こう伏ふく勧かん告こくをしに来た使者であった。

　到着するや、最前にいたシェルシュに対し、

「リジア宗旨国家より最後通告となります！　降伏しリジア軍に投降すれば命の保証をいたします！　拒きよ否ひされる場合は遺い憾かんではございますが、攻撃に移らせてもらいます！」

　命の保証をすると言ったが、彼らをどこまで信じていいものかまではわからない。

　少なくとも、ダカット皇帝の首が飛ぶことは確実であろう。

　国に対し身みの代しろ金きんを要求するような事は決してしない。

　長きに亘って王の首だけを取り合ってきたのがネイレシア大陸の戦なのだ。

　だからシェルシュは大声で返答した。

「皇帝からのお言葉は既すでに賜たまわっている！　グラウスタンディア皇国は徹てつ底てい抗こう戦せんの構えである！　そう法王陛下にお伝え願いたい！」

　使者たちは顔を見合わせ、そして再びシェルシュに向き直る。

「畏かしこまった！　おたがい悔くいのない戦を！」

　そう言うと彼らは再び自らの陣営へと引ひき返して行った。

　これでいい。

　これこそが皇国の軍師クロム・ジャレットより預かった策なのだ。

　シェルシュははやる気持ちを抑おさえ、ジッとその瞬しゆん間かんを待ち続けた。

　そしてリジア陣営が戦の準備を整え、前線に無数の兵の波が出来上がると、衝しよう突とつの角笛の音を待つ静せい寂じやくが戦場を覆おおった。

　両軍ともに、息を呑むのも忘れるような緊きん張ちようが満ち満ちていた。

　そしてリジアの陣営から全軍に向けて進しん撃げきの命令が発せられる。

　それを待っていたかのように、リジア軍の波が一いつ斉せいに動き出した。

　それまでの静寂を打ち破る軍ぐん靴かと怒ど声せいの入り交じった巨大な蠢うごめき。

　――この瞬間。この一瞬しかグラウスタンディアには活路はない。

「シド……私たちを守ってね」

　口の中でそっと呟つぶやくと同時にシェルシュは合図を送る。

　こちらも銅ど鑼らが鳴なり響ひびき、グラウスタンディア側は一斉に動いた。

「撤退っ！」

　グラウスタンディア軍は同時に行動を開始すると後方へと全速で撤退を始めた。

　しかしリジア側も、それは予測済みである。

　即座に追撃をかけんがために、進軍速度が増した。

　グラウスタンディア軍はケデル砦とりでを中心に東西へ二分する。

　リジア側の将校は、

「撹かく乱らんのつもりか……」

　と笑みを浮かべた。

　二手に分かれたグラウスタンディア軍は東西の山沿いを只管ひたすらに走る。

　岩山に阻はばまれる形で、リジア軍は全方位からの囲い込みが不可能になる。

　それでもリジア側には分があった。

　それは前線に法王自身が現れた事である。

　法王が戦線に立つことで兵たちの士気が著いちじるしく高まり、ここでグラウスタンディアを確実に仕留めんという意気込みがあった。

　だがそれはグラウスタンディアも同じである。

　この場に於おいて皇帝を守り切らねば国の未来はない。

　両軍ともに士気は高く、容易に勝敗が決するとは思えなかった。

　だがリジア側にとってはそれも折り込み済み。

　追撃と敗走ではどちらが先に気力が尽つきるかなど目に見えている。

　夜通し逃げ続けたとしても三日と経たたずにグラウスタンディア側が音を上げる事は明白であった。

　追走の手は日が暮れてなお留とどまる事を知らず、またグラウスタンディア側も諦あきらめようとはしていない。

　だからグラウスタンディアの息が切れ、脱だつ落らく者しやが出始めた所を狙ねらって弓兵、投石兵を配して削り取っていこうと考えていたのである。

　夜が明けて、なお追走劇は続く。

　この時、陣営の後方にいたナターシアは、ある事に気が付いた。

「―――おかしい」

　傍かたわらにいたカレンがそんなナターシアに首を傾かしげた。

「何がおかしいんです？」

「いや……何がという訳ではない。ただグラウスタンディア側が妙みような動きをしているように思う」

「妙な動き……私には前日と変わらぬように見えますが……」

　そう、敵は夜通し走りながら前日と変わっていないのだ。

「カレン、それだ！」

「え？」

「敵は５万の軍勢でありながら、前日と同じ進軍速度……いや、もしかしたら進軍の速度は上がっているかもしれない」

「そんな!?」

　カレンは直ぐに前方に目を移すが、それでも思うところがあったのか息を呑む。

「たしかに……疲ひ弊へいして進軍速度が下がるというのならわかりますが、同じ状態を保つのは難しい筈はず……」

「カレン、この場を暫しばし頼たのむぞ」

「どこへ行かれるんです？」

「敵を俯ふ瞰かんする」

　言うや否いなや、ナターシアは馬に鞭むちを入れ隊列を離はなれた。

　そして小高い丘おかの上まで来ると、追撃するリジア軍、そして逃げるグラウスタンディア軍を上から睥へい睨げいした。

「やはり―――グラウスタンディアの兵数が減っている」

　そう、５万もの兵がいた筈はずのグラウスタンディア軍が東西に二分したとはいえ、大おお幅はばにその数を減らしていた。

　今ナターシアの目にも見えるグラウスタンディア軍の兵数は１万にも満たない。

　追撃しながら背はい面めんのみを見ていては気付かない事であった。

　普ふ段だんの戦場であるなら物もの見みや櫓ぐらなどを設しつらえて敵の兵数や動きをつぶさに観察するが、常に流動する追つい撃げき戦せんではそれが容易ではない。

　殊ことに起き伏ふくの少ないケデル平原周辺では、意図して見ようとしなければ気付くことは出来ない。

「どこだ……グラウスタンディアの兵はどこへ消えたのだ」

　ナターシアは移動しながらグラウスタンディアの様子を冷静に観察した。

　すると逃走するグラウスタンディア軍の最前の隊が山道へと消えて行った。

　数にしてみれば１０００程ほどの隊が順次、東西の山中へと入っていく。

　それが最前列であるが故ゆえに、後方のリジア軍からは確かく認にんが出来なかった。

（進軍速度の理由はこれか……）

　兵数が多くなれば多くなるほど、身動きは次第に鈍にぶくなる。先頭の兵の一人が躓つまずいた波は紋もんが、後方で大きく速度を落とす要因になるのが行軍の常だ。

　だがグラウスタンディアはリジアに気付かれぬように、夜を徹して山中へ兵を消していく事で身軽になっていたのである。

「これが絡から繰くりか！」

　すぐにナターシアは馬に鞭を入れると、これをバルオロール元げん帥すいへと報告に走った。

　だが道中、彼かの女じよの脳内には引っかかる物が常にあり続けた。

　それは兵数を分散してしまった事である。

　これはグラウスタンディアにとっては、更なる不利へと自ら突っ込んだのと変わらない。

　現在の戦せん闘とうでは基本的に、兵の集積こそが勝敗を分かつ。

　つまり隊が小さくなれば小さくなるほど、撃破される可能性を上げてしまうという事なのだ。軍の分散など策とはとても言えないような悪手なのである。

　何な故ぜグラウスタンディアはそんな悪手に打って出たのか――。疑問は消えなかったが、報告の義務を全まつとうする事が先であると、ナターシアはバルオロールの下へと駆かけつけた。

　ナターシアは今見てきた事を全てバルオロールに伝えると、すぐに追撃停止命令を発はつ布ぷした。

　更にケデル砦から街道沿いの山中の麓ふもとにはすぐに兵たちを配し、山を下って来ても迎げい撃げきできるように陣営を張ったのだ。

　それを見てバルオロールは如い何かにも不ふ機き嫌げんそうな顔で、ナターシアに聞く。

「どういうことだ？　グラウスタンディアはなにを考えている？」

　バルオロールとてリジア軍を統とう括かつする元帥。

　故ゆえにグラウスタンディアの取った悪手に気付いているのは当然であった。

　ナターシアは傅かしずき報告をした。

「各山道は隣りん接せつする山と繋つながっている所もあれば、繋がっていない所もございます。山中での合流――という策は考えづらいと思いますが」

「それもそうだが、ダカットが逃とう走そうする事が可能かどうか、そちらの方が問題だ」

「そちらに関しては山道の封鎖をしておりますので、現在グラウスタンディアが展開している山中からは出る事が出来ない筈はずです」

「しかし山脈を越こえ反対側の海や、または東リジアへの逃走も考えられるのではないか？」

「その点は心配ございません。どちらも急きゆう峻しゆんで険しい山であり、越えようとすれば雪中の行軍となりましょう。雪山を越える装備を持っていたとしても、大多数の死者を出しかねないのが山脈越えです。地元の人間を伴ともなったとしても５万の兵を逃がす事は不可能です」

　つまりグラウスタンディア軍は東西の険しい山脈の中に囲い込こまれたという事になる。どこにも逃げ道みちはない。

「何が目的だというのだ……」

「考えられるのは、フルクロ港から補給を受けた救きゆう援えん部隊の到とう着ちやくかと思われますが……」

「あちらは衝突後、一ト月は時を稼かせげるのであろう？」

「そうです。もしかしたらダカットたちはそれも加味しての持久戦を望んでいるのかもしれませんが……それでも状じよう況きようは覆くつがえり辛づらいと思われます」

「グラウスタンディアの思おも惑わくの裏を突くには、如何いかにすべきだ？」

「はい、仮にダカットの軍勢が救援の到着を待つというのであれば、一ト月の蓄たくわえがあると思っていいでしょう。だがそれ以上長引くと、飢き餓が状態に陥おちいる筈はず。であれば、救援に対し更なる兵をこちらから送り込むのが得策と考えます」

「そうなるな……」

　即座にバルオロールの命で10万の軍勢が北のグラウスタンディア軍主戦力に対して差し向けられた。

　そして残った30万の兵力は、広範囲にわたる各山道の麓ふもとに１万から２万の数を展開させ、ダカットの軍勢が山から出られないようにあらゆる道を閉ざしたのである。

　ナターシアはここから更に、バルオロールへと進言をした。

「ここからグラウスタンディア軍を追おい詰める為ための策は二つあります」

「申せ」

「このまま相手が飢うえるまで待ち続け、限界に達したグラウスタンディア軍が山を下りるのを待つか……または我々が山中へと入り、包囲網を狭せばめて行く事で小さく分散した敵の隊を各個撃破していくか――」

　バルオロールは慎しん重ちような眼まな差ざしで黙もつ考こうしていた。彼の性格を考えればより確実な方を取るであろう。

　だがこの選せん択たくは難しい。このままグラウスタンディアが根負けして山から這はい出でて来るまで待ち続けるのが最も得策なのはわかっている。

　殊ことに山中に分け入り、各個撃破していくとなれば、わざわざ敵の罠わなにはまりに行くようなものだ。敵が何もせずに山中でジッとしているとは思えない。

　包囲網を狭めてくるリジア兵に対し、ゲリラ戦を行うであろうことは想像に難かたくない。

　無駄に兵を浪費する事は得策とは言えない、とすれば取るべき道は決まっていた。

「このまま山中に籠城するグラウスタンディア軍を炙あぶり出すことに注力する」

　こうしてリジア軍30万は各山道を塞ふさぐ形で、グラウスタンディア軍の逃走経路を断たち音を上げるのを待つことにしたのである。




　そうして一ト月――。

　両軍のまんじりともしない持久戦が続いた頃の事である。

　ケデル砦の北から斥せつ候こうが息を切らしながらある一報を齎もたらした。

「グラウスタンディア軍10万が北側よりこちらに向かい侵しん攻こう中ちゆうっ！」

　その報告にバルオロールは机を叩いた。

「どういうことだ！　グラウスタンディアの増援はこちらに向かえぬようにしてある筈はずだろう！」

「し、しかし……実際に10万の兵がこちらに侵攻してきているのです！」

　バルオロールは苦虫を噛かみ潰したように顔を歪ゆがめ、額に汗あせを浮うかべた。

　いったいどうなっているのか理解できなかった。

　いくらグラウスタンディア軍の兵が精強な部隊であり、それを率いる武将が有能であろうと不可能なことはある。

　しかも街道を封鎖されている状態で山道を抜ける事は不可能だ。

　何故なら、10万もの兵が山中を行軍すれば、こちらが確実に気が付くからである。

　だとすればグラウスタンディア軍10万はどこを通って現われたというのか？

　――どういう事だ……いったい何がどうなっている。

　バルオロールはひたすらに謎なぞの軍が突とつ如じよ現れた事に慄おののいた。

　そして突如現れたグラウスタンディア軍は、即座にケデル砦近くまで侵攻してくると攻撃を開始した。その報告は逐ちく次じバルオロールの下へと齎される。

「グラウスタンディア軍、投石による攻撃を開始しました！」

「現在、山道封鎖をしていた前衛部隊と交戦中！」

「西方の部隊、撃破されました！」

「東方部隊、被ひ害がい甚じん大だい！　救援の要よう請せいが入っています」

　目まぐるしく齎される報告にバルオロールは歯は噛がみした。だが、10万程度でこちらが瓦が解かいする事はない。奇き襲しゆうによる被ひ害がいは大きかろうが、それで勝敗が決することはない。

「山道に対する包囲網は崩くずさず立て直せ！　すぐに敵の将を割り出すのだ！」

　命令を発したバルオロールの脳内からは既すでに先の疑問は消えていた。

　それは明めい瞭りような答えが導き出されたからではない。

　目の前に敵がいる――その事実を受け入れただけに過ぎないのだ。

　そしてそれが倒すべき敵だと認にん識しきし行動に移したのである。







第二章　ケデル平原の戦い







　時は一ト月前に遡さかのぼる。

　ユースティナ皇女を送り出したクロムとフィフニス隊は、斥候からの報告を聞きつけ、すぐに進軍を開始した。

　僅わずか１０００のフィフニス隊は、全すべてが騎き馬ばし山中を行く。

　少ない部隊である為ため、敵に感づかれる危険性は少ない。

　なにより同行した地質学者ロブ・フォッグが製図した地図は敵から見つかり辛い道を的確に選び出していった。

　またロブの兄であり、気象学者のヨシュア・フォッグが雨の降ふるであろう場所を探さぐり、二人の弟で子しのリズ・マッカランがそれを取りまとめたおかげで、水と馬の飼葉を補給する事が出来た。

　食しよく料りようはテティル師団長より受けた補給を少しずつ切きり崩して糊こ口こうを凌しのぐ。

　そうして山中を進軍し続けている最中、北へと進軍していくリジア軍10万の姿を見かけた。

「どうやら、敵はこちらの思惑を察してくれたようだ……」

　山頂から街かい道どうを睥へい睨げいしたクロムがそう言うと、リュリュが首を傾げた。

「あれはなんの兵隊さん？」

「あれはラングさんたちの主戦力の足止めを更に長引かせる為に編成された軍だろう」

「それで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「むしろ好都合だ。これでリジアの主戦力は30万まで減った事になる」

「でもこっちは１０００しかいないんだよ」

「それに関しては、問題ない」

　そう言って笑うクロムに、リュリュが再び首を傾げた。

　10万の兵をやり過ごしたフィフニス隊はそのまま街道へと下った。

　クロムとしては、これ以上の増ぞう援えんがこの街道を北上する事はないと考えていたからだ。

　それでもフィフニスは常に周りに斥候を配し、警けい戒かいを怠おこたらない。

　そして現在に至るまで、敵との遭そう遇ぐうはない。

　その事にフィフニスは、

「なんだか拍ひよう子し抜ぬけしちゃいますね」

　とクロムに言った。

「それはそうだよ。リジアだってこの好機に確実にダカット皇帝を仕留めたいと思っている。その兵数を分散させるのは決して得策ではないからね。今は山中に立たて籠こもったダカット皇帝が音を上げるまで、包囲網を薄うすくするわけにはいかないさ」

「なるほど……でも、私たちの隊が駆けつけた所で焼け石に水のような気がするんですが」

「たしかにこの数では心もとないね」

　そんな話をしていた時の事である。

　フィフニスの下へ副隊長のダグラス・バイオン、そして副隊長補ほ佐さのルービル・レザンが駆け込んできた。

「隊長！　敵軍が現れましたっ！」

「えっ!?」

　咄とつ嗟さにフィフニスはクロムとダグラスを交こう互ごに見た。

　今、まさに敵は攻めてこない、という事を話していたのにも拘わらず、敵の姿を発見したというのだから。

「敵の数は？」

「おそらく10万はいると思われます。奴やつらは山中に潜ひそんでいたらしく、こちらを見つけて下りてきたんです！」

　捲まくし立てるようにルービルがそう言うと、フィフニスは、

「わかりました。迎撃の態勢を整えてくだ――」

　と命令を下そうとするフィフニスをクロムが肩かたに手を置き制した。

「その必要はないよ」

「え？　でも……」

「ダグラスさん、そのリジア軍は戦闘態勢を整えていますか？」

　そう聞くとダグラスとルービルは目を合わせた。

「いや、直接俺おれも見たが、現状、姿を見せただけで距離を保っている。武器も携けい帯たいしているが戦闘をする様子ではない……かもしれない」

　煮にえ切らない答えであったが、それで十分であった。

「フィフニス、彼らを迎むかえる準備をして貰もらえるかい？」

「え？　誰だれ……なんですか？」

　不安そうにそう言う彼女に、クロムはにっこり笑ってみせた。

「会えばわかるよ」

　フィフニス隊はクロムの言葉通り、山中から現れたリジア軍に対し、攻こう撃げきの意思がない事を示すと、その軍勢の中から一人の男が供を連れてこちらにやって来る。

　ベルゲン・アディク――リジア十二貴族の一人である。

　彼は隊の幕ばく舎しやに入るとクロムとフィフニスを見てあからさまに溜ため息いきを吐ついた。

「漸ようやくやってきたか。こちらは少々待ち疲づかれをしていた所だ」

　横おう柄へいそうに足を組んで肘ひじをついた彼は、クロムに目を向ける。

「それで、準備は整っているんだろうな？」

「当然です。こちらは滞とどこおりなく」

　すると話に取り残されたように、フィフニスがキョロキョロした。

「あ、あの、準備ってなんですか？　どうしてリジア十二貴族の人がこちらにいるんですか？」

　するとベルゲンは暫しキョトンとして、

「この小こ娘むすめはなんだ？」

　とクロムに問うてくる。

「小娘なんて言っていいんですか？　彼女は暫ざん定てい特務千人長――実質的には師団長と同じ権限を持っている将校なんですが」

　するとベルゲンは繁しげ々しげとフィフニスを見た。

「ほう……こんな小娘が師団長をせねばならぬ程ほどグラウスタンディアは人材に窮きゆうしていたか……」

「逆じゃないですかね？　これ程ほど若くても有能なら認められる体制が整っている、と考えてもらえればいい」

　するとベルゲンは皮肉な笑えみを浮かべてフィフニスを一いち瞥べつする。

「――成なる程ほど。つまりこの小娘にはそれだけの実力があると、おまえは言うのだな」

「そういう事になります。信じられないというのなら、調練された彼女の隊を見てもらえば納なつ得とくしてもらえるだろう」

「その必要はない。俺のように若い頃ころから有能な人間は幾いくらでもいた。グラウスタンディアにもそういう人間がいてもおかしくはない。まあ俺ほどではないだろうがな」

「さてどうでしょう？」

　そんな二人の会話に口を出せずにフィフニスはひたすら縮こまって「あわわ……」と小さくもらした。

「さて、本題に入りましょう。フィフニスの疑問も尤もつともなので話しておくと、彼とはある条件を呑む形でこちらに協力してもらっている」

「ある条件って言うと……」

「ターバ王の救出だ。彼は現在、リジア国内の権力闘とう争そうに巻き込まれる形で、ともすれば命の危険に晒さらされている。このグラウスタンディアとの戦せん役えきでこちらが勝利すれば、それらの派は閥ばつを解体し、ターバ王の命を保護する事も可能だ。これはダカット皇帝にも話し、了りよう承しようを得ている」

「え、でも、それじゃベルゲンさんは国を……その、裏切っているって事に……」

　するとベルゲンは憮ぶ然ぜんとした様子で腕うでを組んだ。

「国を裏切ろうとも、王の命が救われるのであればかまわん。たとえ戦に負けようとも国土や民たみが消えるわけではない。誰の統治に変わろうとも、象しよう徴ちようとして王を存続させる――それがリジア十二貴族としての忠義の証だ」

　クロムは彼の主張に一つ頷うなずき返し、

「その為ために僕ぼくらは共きよう闘とうする形を取った。バルオロール元帥が率いる主戦力40万に対しては、その数を減らす為にラングさんたちに囮おとりになってもらったわけだけどね」

「えっ！　まさかラング将軍たちを囮にしたんですか？　主戦力ですよ」

「そうだよ。ラングさんが率いる20万の戦力はリジアにとっても少なからず脅きよう威いに感じるだろう。そうでなければ、彼らは捨て置くことになる。だが看過できない以上、バルオロール元帥はそちらに更なる増援を差し向け、主戦力の数が減る」

「当然の帰結だろう」

「その間に、僕ら副兵力10万がリジア本隊を叩き、そこで法王陛下を救出する」

　するとフィフニスは焦あせったように言った。

「で、でも、あちらは30万ですよ！」

「それについても考えてある」

「なんです？」

「ベルゲンさん、あちらの準備は出来てますよね」

「当然だ。一ト月近く山中で待機し続けていたんだ。準備ならしてある」

　そう言って彼は幕舎を出た。

　ついて行ったクロムとフィフニスの前には、30機の巨大な投石器の部品が運び込まれていた。

　クロムはこれらの投石器に、鍛冶かじの少年エリオ・マッカランと、数学に長たけたリズ・マッカラン兄きよう妹だいを向かわせる。

「おい、ここ駆く動どうしないぞ。それからこっちの金具の留とめが甘あまいから組み立てると崩れる可能性がある」

　エリオは投石器の不備を全て洗い出しては各兵に修復させて行く。

「えっと……ここの長さが……それから質量がこれだから……」

　リズの方はそれらの投石器の大きさと質量を計測し、そこにどれだけの石を載のせればどれ程ほどの距離を飛ぶのかの弾だん道どう式しきを作っていく。

　これは道中、輓ばん馬ばに木材を引かせながらも続いた。

　そんなある日、ケデル砦まで４里（約12㎞）程ほどまで近づいた時、リジア兵の斥候に発見された。

　すぐにベルゲンが、

「討うち取とれ！」

　と、命令を発したが、結局討ち取ったリジア軍の斥候は７人。そして把は握あくしているだけでも２人は逃のがしてしまった事がわかった。

　この事態にクロムはベルゲンに対し、

「即そく時じ、攻撃の態勢を整え、敵が態勢を整える前に打って出ます」

　と伝えると、彼はニヤリと笑った。

「当たり前だ。おまえなんかに言われなくてもわかっている。こっちはリジア最高の頭脳なのだ」

　彼はクロムがやって来る直前に、出しゆつ撃げき命令を発していたのだ。

　ほぼ同時に同じ答えに至ったのである。

　すぐさま、クロムを中心にベルゲンの率いる軍勢が動き出す。

　柔じゆう軟なんな動きを基本とする為、軍は二分された。

　４万をベルゲンが、そしてもう４万をフィフニスが率いる。

　そして残り２万をクロムが率い、投石などで援えん護ごする形を取る事になった。

「両軍は遊ゆう撃げき部隊として、リジア軍に攻め入ってください。現在リジア軍は山中へと入ったグラウスタンディア軍を包囲する為ため、散開して布ふ陣じんしています。これらの陣営を各個撃げき破はしていきます！　深入りする必要はありません！」

　クロムの指示で、ケデル砦まで到とう達たつするとフィフニスの軍は西へ、そしてベルゲンが東へと軍勢を差し向けた。

　敵リジア軍は斥候の報告から態勢を整える事が出来ず後手に回ってしまった。

　フィフニス隊、ベルゲン隊が前進する頭上を後方から放たれた巨きよ石せきが舞まう。

　そして両隊を通とおり越してリジア軍へと巨石が降り注いだ。

　当然リジア軍は蜘く蛛もの子を散らしたような騒さわぎとなる。

　この隙すきを突ついてベルゲンとフィフニスの隊が突とつ入にゆう――両者は、混乱するリジア軍の兵を次々に撃破して行った。

　だが、リジア側とて、このまま手を拱こまねいている訳ではない。

　すぐに編成された軍勢が両二隊の前に姿を現す。

　それを確認したクロムは即そく時じ撤てつ退たい命令を出してフィフニスたちを引き下がらせた。

　手前に陣じんを配したリジア陣営を撃破したものの、30万の軍勢からすれば微び々びたるもの。

　それでも、あちらにとっては青せい天てんの霹へき靂れきに違ちがいない。

　クロムはここでリジアが態勢を整えきる前に、別の陣営に対し攻撃命令を発はつ布ぷ。

　結果、交戦初日――クロムたちはリジア軍の軍営を三つ潰つぶすことに成功した。

　あちらの被害は、少なく見積もっても３万を超こえているだろう。

　だがこちらの奇襲が通じるのは今日だけであろう。

　明日には態勢を整えてこちらに対して迎撃の準備をしてくる。

　そうなったら今日のようにはいかない。

　戦略を根本的に変える必要があった。

　事実、翌日にはリジア軍は、ケデル砦を中心にこちらに対して守りを固めていた。

　最も早はや、迂う闊かつに軍勢を差し向ければ、こちらが包囲され甚じん大だいな被害を受ける可能性もある。

　山道への包囲網は引き続き強固に固めながら、その中から可能な限りの兵力をこちらの戦線に向けているのである。

　山道を守る部隊に迂闊に攻撃を仕し掛かけようとすれば、ケデル砦に駐ちゆう屯とんする兵から囲い込みを受ける。

　またケデル砦を守る兵たちに攻撃しても、今度は山道を包囲する部隊がその背はい面めんを突く形で動くだろう。

　中々強固な陣じん形けいを形成している。

　クロムはまたこの状況に、慎重な命令を下した。

　投石による攻撃を加えるものの、決して大きな効果は出ない。

　両者、一進一退を繰くり返かえす膠こう着ちやく状態となった。

　山中に入ったダカット軍も兵へい站たん線せんが切られた現在、この膠着状態が続くと危険になる。

「さあ、どう出る、皇国の軍師？」

　ベルゲンはまるで冷やかすように戦場を眺ながめながら言った。

「さて。ベルゲンさんは良い考えでもおありで？」

「この膠着状態はあまり歓かん迎げいできない。現状、リジア軍はダカットを人ひと質じちに取っているのと変わらない。あちらの方が優位であると言える」

「……まあそうですね。とはいえ、このままもう暫しばらく膠着状態を維い持じしたいところですが」

「維持してどうする？」

「増援を待ちます」

　するとベルゲンは眉まゆを顰ひそめた。

「それは絶望的だと思うがな。何しろラング軍の方には更さらにリジア軍が向かっている。あの防ぼう壁へきを掻かい潜くぐるにはどう頑がん張ばっても、もう一ト月は必要になる」

「――そうですね」

　さも当たり前のようにクロムが同意すると、ベルゲンはムスッとした。




　この頃、リジア陣じん営えいに於おいてナターシアは、突とつ然ぜん現れたグラウスタンディア軍の情報を精査していた。

　聞くところに拠よると、殆ほとんどの兵はリジア人であると聞く。

　考えられる可能性は、ゾラ港、アラティア港で吸収されたリジア兵である事。

　または、あのベルゲンの率いる軍勢だ。

「――おそらくは後者か……」

　奴はターバ王を救うためにグラウスタンディアにつくと断言した。

　ターバ王に弓を引き、逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいを着てまで救うと。

　それもまた忠義の在り方に違いない。自らの王を救うためには、今はグラウスタンディアの力を利用するのも手立ての一つだ。だがそれは戦乱の中で、王を救うという事。そんな事が可能かどうかナターシアには判断がつかない。

　殊ことに短期決戦に持ち込まねば、いつまでもこの場に法王陛下を繋ぎ止とめておくことは出来ないだろう。

　彼かれは国の象徴であり、宗教と政治に於おける頂点なのだ。

　それがいつまでも聖都を開けておくわけにもいくまい。

　仮にこの戦いが後数ヶ月も延のびるのであれば、ベルゲンの考える策は崩ほう壊かいする。

　だとすればグラウスタンディアは、ここで我々に攻せめ込み決着を付けねばならない。

　だが敵は一進一退を繰り返すばかりで状況の打開は見えなかった。

「おかしいな……これは」

　呟くように言った言葉をカレンが聞き返す。

「何がおかしいんです？」

「いや、グラウスタンディアにはもう時間が残されていない筈はずなんだ。ここで勝負に出なければターバ王を救う事は出来ない」

「そうですね……ベルゲンがあちらについているとなれば、おそらくはターバ王救出も条件ですものね……こちらが動くのを待っているのでしょうか？」

「つまりバルオロールがターバ王を前線に出し、暗殺しようとする瞬しゆん間かんを待っているという事か？」

「――はい」

「だとすれば、あちらはもっと攻め込まねばならない」

「どういうことですか？」

「グラウスタンディアが全力で戦う意思を見せねば、バルオロールとてターバ王を前線には出さないという事だ。万が一にも王が負傷して帰き還かんすれば、バルオロールとてもう戦場にターバ王を出す事は出来ない」

「そうか……確実にグラウスタンディアに仕留めさせたいと考えているんですね」

「その好機を作る為ためには、グラウスタンディア軍は全力でこちらに攻め込まねばならないのだ」

「では包囲の陣形を甘くして敵を釣つりましょうか？」

　ナターシアは暫しばし考える。

　たしかにそれはありかもしれない。この膠着状態が続いて法王を聖都に返せば、バルオロールは次の暗殺手段に出るだろう。

　奴は絶対に危険を冒おかさない。また自分の手の裡うちに法王を抱かかえ込み、誰も手出しできぬようにするに決まっている。

　もし仮にナターシアがターバ王を救うのであったとしても、接せつ触しよく出来るこの場を於おいて他ほかにない。

　だとすれば、やはり相手に動いてもらう必要性があるだろう。

「バルオロール元帥に進言する。グラウスタンディアを誘さそい込むぞ」

「はい！」

　即そく座ざにカレンとナターシアは、バルオロール元帥のいる幕舎へと走った。




　リジア陣営が動いた。ケデル砦とりでの包囲を薄くし、再び山道への入り口を警戒する態勢を整えたのである。

　その様子を遠方から見ていたクロムは苦笑いを漏もらす。

「罠だな……これは」

　隣となりで山犬のモモに乗ったリュリュがボンヤリとそれを見つめた。

「罠って何の罠？」

「ケデル砦の包囲を薄くして、僕らを誘い込もうとしている。どうやらあちらも、焦あせっているようだ」

「なんで焦る？」

「おそらくだが……いつまでも法王をこの戦地に縛しばり付つけておくわけにはいかないのだろう。バルオロール元帥というのはこの戦場でターバ王を暗殺したいみたいだからね」

「ふむん、なるほど。こちらが動かねばならないのだな」

「そういう事だ……だけど、これは少し難しいな」

「何が難しい？　好機なのでは？」

「必ずしもそうとは言えない……でも動く必要はある」

　そう言ってクロムは直すぐに軍議を開いた。

　フィフニス、ベルゲンを集めると、策を話していく。

　それに対しベルゲンが目を眇すがめて低く言った。

「おい、これは法王陛下が前線に出てくる好機だろう？　あちらとて罠とわかっていても動かざるを得ない筈だ」

「はい、ですがそこでターバ王を救うのは危険と考えています」

「この機会を逃せば王を救えぬかもしれないのだぞ」

「おっと、リジア一の頭脳であるベルゲンさんとは思えない発言ですね。法王の命が掛かかっていてはその冷静さにも問題が出るのですか？」

「何をっ！」

「ちょちょ！　待って下さい、お二人とも！」

　胸むな倉ぐらを掴つかもうとするベルゲンとの間にフィフニスが割って入った。

　クロムはあくまで冷静に彼に話す。

「いいですかベルゲンさん。ターバ王が前線に出て来て我々とぶつかり、そこで乱戦の体ていで王を救い出す――という事そのものは出来ます。我々の隊の中でも精せい鋭えいを選えりすぐり綿密に打ち合わせれば可能でしょう。だが、その王の背をリジア兵が狙ねらったらどうなります？」

　あまりの事にフィフニスは勿もち論ろんベルゲンも絶句した。

「現在のリジア軍の殆ほとんどがバルオロール元帥の旗き下かの兵である事を教えてくれたのはベルゲンさんでしょう。その兵たちにバルオロールが命じれば、言う事を聞いてしまう者もいるのは想像がつきます。つまり法王陛下が前線に出て来るような状況を作れば、我々が何をしようとターバ王は殺されてしまう」

　その言葉にベルゲンが歯噛みした。

「――とはいえ、そうならない可能性もありますが……」

　そう言ったクロムに二人は不思議そうな視線を向ける。

　可能性の一つはナターシア・リブレリアの存在である。彼女はグラウスタンディアに下る事を善よしとはしなかったが、それでもターバ王を助けたい気持ちは同じであろう。

　もし彼女が王の周りを守るのであれば、こちらも衝しよう突とつする際に法王を救出する事が可能となる。

　だがバルオロールも決してバカではない筈はずだ。

　王の周りは自らの旗下の兵を付けてくる可能性が高い。

「我々は少しでも救出の可能性の高い戦いをせねばならないでしょう。しかもグラウスタンディアの勝利もその条件の一つです」

　しかし現状、そのどちらも取るのが難しい。

「だとすれば、あちらの誘いに乗りながら、同時に利用させてもらう必要があります」

　するとベルゲンもまた、自らを落ち着けるように息を吐つき、

「そうだな。このまま動かない訳にもいくまい」

　と同意した。だが問題はこの10万の軍をどう動かすかである。

　地図上に目を落としていたフィフニスは駒こまを動かしながら不安そうに眉を顰ひそめた。

「でも難しいですね……こちらはどう動いても敵の陣じん中ちゆうに入っていかなければならないです。そうなれば、囲い込まれるのは確実ですし、撤てつ退たいすれば状況は今と変わりません………」

　そう、この状況下ではどのように攻めても、決してこちらに勝ち目はないのだ。

「うん、だからこれからする作戦は、命がけの作戦になる事は確実だ。この状況下を打開してダカット皇こう帝ていと法王陛下の命も守るには、危険を冒す必要がある」

　するとベルゲンはひとつ鼻で息をして、

「それくらいの覚かく悟ごはとうにできている。国家に背そむいている我わが身みを、今さら惜おしむつもりはない」

　それにフィフニスもまた続く。

「大丈夫です。やってみましょう！」

　お互たがいが意思を確かく認にんし、ここからの策が話された。

　そしてそれは間ま違ちがいなく、命を懸かけた策である事を、全員が認識した。

　クロムの率いる軍勢は三分され、主戦力となるベルゲンの軍勢が５万。そしてフィフニスの軍勢が３万、そしてクロムの率いる軍勢が２万とし、先まずケデル砦へと向かい塊かたまりとなって進軍を開始した。

　向かうリジア軍も迎げい撃げきの態勢を整え、それを迎え討たんと隊列を整えた。

　目役からの報告で、リジア軍の最後方に王の存在を告げる旗が立っているらしい。

　どうやらバルオロールは、未いまだ法王を前に出そうとはしていないらしい。

　だがどのタイミングで法王を前に出してくるかは予測が出来ない。法王が前線へ出た時は、バルオロールが行動に移す時だ。

　少なくとも、今、法王のいるリジア主力に態わざ々わざぶつかれば、バルオロールに格好の機会を与あたえるだけである。

「そういう訳にはいかない」

　クロムは即座に指示を出し、それは角笛で全方位に向けられた。

　ケデル砦のリジア陣営にぶつかる手前で、ベルゲンの５万の軍勢は西方へと折れる。

　更にクロム、フィフニスの軍が東方へと折れる。

　二つの軍勢は法王の軍勢にぶつかる事無く、それを避さけていたのだ。

「何な故ぜ、ぶつからないの？」

　モモの上に跨またがったリュリュは不思議そうにそう聞いた。

「グラウスタンディアがぶつかってくれなければ、バルオロール元げん帥すいは法王を暗殺する事が出来ないからさ。戦いが始まってもいないのに、法王だけが死んだなんて、どう考えてもおかしいだろ」

「ふむん」

　二手に分かれてケデル砦を迂う回かいするグラウスタンディア軍に気づくと、リジア側もすぐに動いた。

　狼煙のろしを上げ、グラウスタンディア軍追つい撃げきの命令が方々へと齎もたらされた。

　広大なケデルの平原の遠方までは、角笛ではカバーしきれなかったのである。岩石砂さ漠ばくのケデルの平原を二手に分かれたグラウスタンディア軍がひたすらに駆かけ抜ぬけた。

　追撃部隊は、各山道を守る部隊から抽ちゆう出しゆつされたリジア遊撃部隊である。

　これらが一ひと塊かたまりになる前に、フィフニス、クロム、ベルゲンの部隊は次々に撃破していく。

　だが現状の進軍速度では、遠方のリジア遊撃部隊は一塊となり、こちらの攻撃に備える態勢を整える。

「方向転てん換かん！　遊撃部隊を迂回！」

　こちらはそのリジア遊撃部隊を避けるように行動を開始する。

　迎撃態勢を取った部隊との戦せん闘とうを徹てつ底てい的てきに避けたのだ。

　ここで、クロムの率いる軍勢とフィフニスの率いる軍勢は、それぞれ分かれて更に小さな部隊になる。

　西方へと進んだベルゲン軍も、旗下のヨルク、フーバル、シチゲンの各将校が率いる部隊に分散。

　そして各部隊は山道を塞ふさぐリジア部隊へ弓による攻撃を開始する。

　敵てき陣じんは基本的に山道への警戒をしている為ため、背面を突く形になる。

　だがその攻撃では、撃破に至る事はない。僅わずかに敵陣にダメージを与えるに過ぎない。

　そして弓撃をしては撤退を繰り返す。

　縦じゆう横おう無む尽じんに動くグラウスタンディアの軍勢に、リジア側は手を拱こまねいた。

　グラウスタンディアは、実質的にリジア軍に囲まれた最さ中なかを、個々バラバラに動き回る。正面衝突を避けながら、リジアを煽あおるように次々に攻撃しては退散を繰り返している。

　リジア側は広こう範はん囲いに広がったケデルの平原で、各山道へと分散した事が仇あだとなった。

　この中で最も突とつ破ぱ力りよくに長たけ、敵を惑まどわしたのはフィフニス軍であった。

「敵陣営、撃破っ！　次に向かいます！」

「「「おおおっ!!」」」

　なんと彼かの女じよの率いる部隊は山道を封ふう鎖さする部隊を各個撃破して行ったのである。

　統とう率そつ力りよくもさることながら彼女の率いる軍は士気が異様なまでに高い。

　クロムが立てる策は、士気の高低を出来る限り排はい除じよした考え方で練られている。

　それ故ゆえに、彼女の率いる軍勢はクロムの想定を大おお幅はばに上回る働きをしたのである。

　この時、クロムの軍勢はフィフニスの軍勢から離はなれた位置で敵軍の動向を測っていた。

（さあ、ここからリジアがどう出るかが問題だ……）

　クロムは軍を率いながら、常に周りの山道を封鎖するリジア軍の動向を窺うかがう。

　このクロムが指揮する軍に関してはあまり大きく戦闘をする事はない。

　中立的位置を確保しながら、フィフニス軍とベルゲン軍の動きを補うことが目的だからだ。

「敵てき襲しゆう！　北西より当方に進しん撃げき中ちゆうっ！」

　斥せつ候こうからの報告で、すぐにクロムは戦闘態勢を整え、敵兵の来る方角に向けて陣形を整えた。すると前方より約２万の部隊がクロムの軍勢目がけて突とつ進しんしてきた。

　鏃やじり型がたの錐すい陣じんでこちらへの突破を狙っているようだ。

「守りを固めてください！　敵をやり過ごします！」

　こちらは方ほう陣じんで一塊となり、槍やりと盾たてを構える。

　すぐ後方からは弓隊の援えん護ご射しや撃げきが始まり、敵リジア軍の勢いを削そいだ。

　だがリジア側も、それで歩を止める事はなく、クロムの軍勢とぶつかり合う。

　前衛槍隊を突破したリジア軍はこちらの懐ふところに飛び込こんでくると乱戦の体ていを為なした。

　激しい切り結びをする両軍勢。

　しかもリジア軍の練度は高く、クロムが率いる軍勢を圧あつ倒とうする勢いがある。

　指揮するクロムの下にも、兵たちが雪崩なだれ込んできた。

　クロムは指示を飛ばしながら、敵兵と切り結ぶ。

　そんなクロムの真横を山犬の背に乗ったリュリュが駆け抜けた。

「クロム、ここはもう危ない」

「わかっている――だが、危ないところまで首を突っ込まねば、この戦いは切り抜けられないんだ」

「でも――」

　そんなクロムの下へ、馬に乗ったガジェルが駆けつける。

「おい、クロム。これもう、全部どうにかしていいんだよね？」

「ああ、助かる」

「じゃあ、殺す、全部」

　言い終おわらぬうちにガジェルの大たい剣けんが群がるリジア兵を薙なぐ。

　群がるリジア兵が将しよう棋ぎ倒だおしになり隊列を乱した。その隙すきをガジェルが見み逃のがす筈はずもない。

　即座にガジェルは、隊列を整えようとするリジア兵を次々に斬きりつけた。

　大軍同士のぶつかり合いが雌し雄ゆうを決する現代戦闘に於おいて、ガジェルのような一いつ己この雄ゆうが戦せん況きようを覆くつがえす事はない。

　だがこの場に於おいては、ガジェルの戦力は圧あつ倒とう的てきに相手の動きを封ふうじた。

　軍の中心であるクロムの首級を挙げようとするリジアにとって、目前を守る者の強さがあまりに桁けた外はずれだったからだ。

　だが敵リジアの指揮官はどうやらそれも読んで作戦を立てていたのであろう。

　ガジェルが守る側とは反対方向からグラウスタンディア兵の壁かべを突破してくる軍勢がある。クロムはそちらに対し防ぼう御ぎよの陣を整えるが間に合わない。

「久しいな、皇国の軍師――」

　その軍勢を率いていたのはナターシア・リブレリア。

　嘗かつてクロムと斬り結むすんだリジア十二貴族の一人である。

「あなたでしたか……」

「おまえを殺すのは、この私だ！」

　凄すさまじい剣圧が上段よりクロムに狙いを付けて降り注ぐ。

　それを二本の山やま刀がたなが受け止め、右へと流す。

　すぐさま二の手、三の手がクロム目がけて突き出された。

「ナターシアさん、あなたはてっきりこっちに就つくと思っていたんですがね」

「見くびるなっ！　私の忠義は法王陛下の為ため――仮かり初そめであろうと陛下に刃はを向けるなど決してあってはならぬ事！」

「それがターバ王の命を危険に晒さらす事だとわかっていながら？」

「フンッ！」

　彼女は答えようとはしなかった。

　だがクロムにはそれで十分な答えであった。

　彼女の心の裡うちが、僅わずかに垣間かいま見みえた気がしたからだ。

　そんなクロムにナターシアは一いつ瞬しゆん、鬼き気き迫せまるような視線を向ける。

「貴様のその顔が―――本当に嫌きらいだっ！」

　彼女の激しい強撃が山刀と交じり火花が散った。

「その訳知り顔っ！　私の事がわかったような気になりおって！」

「――成程、あなたの僕に対する執しゆう着ちやくはそこでしたか……」

「貴様のような人間が一番嫌いだ！　喩たとえおまえの策に乗ってやろうとも、クロム、貴様を殺すのはこの私なのだっ！」

「そういう訳にはいきません。生きて帰ると約束したので」

　有能なる頭ず脳のうを持った彼女の心を乱していたのが自分とは思いもよらなかったが、彼女は自らを理解する人間を嫌けん悪おしているらしい。おそらくはシオニアの戦いで彼女の思考を読んだあの時、ナターシアの心に執しゆう念ねんの炎ほのおを燃え上がらせてしまったようだ。

「とはいえ、ここで君に殺される訳には行かない！」

「ほざけっ！」

　その時、ナターシアとクロムの間に巨きよ大だいな山犬が割って入った。

「クロム、助けるっ！」

　リュリュが応戦してくれたのだ。だがその後方から一直線にリュリュを狙った矢が放たれた。咄とつ嗟さにモモが身を挺ていしてリュリュを守り、矢は山犬のわき腹に刺ささる。

「モモっ！」

　山犬は低く吠ほえたてながら血を流した。

　矢を放ったのは、ナターシアを援護するカレン・スーサ。

「邪じや魔まをするな、ケダモノがっ！」

　カレンは即座にリュリュに向かい二矢、三矢を放つ。傷を負ったモモが器用に避よける間に、カレンが距きよ離りを詰つめ、腰こしの帯たい剣けんを引ひき抜き斬り掛かかった。

「リュリュ！」

　注意の逸それたクロムの間かん隙げきを狙ってナターシアが曲きよく刀とうを振ふり翳かざす。ギリギリのところでクロムもまた山刀でそれを受け止めた。

「以前の鈍なまくらよりも業わざ物ものを使っているじゃないか」

「二世代の技術の結けつ晶しようなんで、この剣は」

　力で彼女を押おし返すと、ナターシアは体勢を整えてこちらを威い嚇かくした。そんなナターシアの後ろでカレン・スーサを始め兵士たちも臨戦態勢を整える。しかしそんな彼女らにナターシアが牽けん制せいするように声を放った。

「手出しは無用！　この男との決着は私が付ける！」

　彼女の意思を受け止めクロムもリュリュたちに言った。

「そういう事みたいだ。こちらも手は出さなくていい」

　その言葉を合図としたようにナターシアが先制の突きを放つ。

　二に刀とう八はつ双そうの構えで受け流すとそのまま彼女の間合いに入った。が、即座にナターシアの曲刀が撓しなりクロムの山刀の軌き道どうを叩たたき落おとすように変える。

　剣の技術で行けば僅わずかにクロムの方が上。

　だが執念とも言うべき気力に満みち溢あふれたナターシアの猛もう攻こうは、クロムの技術を凌りよう駕がする動きを見せた。

　両者の打ち合いは互ご角かくに見えた。

　幾いく度どもの干かん戈かを交かわすも香ようとして決着がつくとは思えない。

　しかも次し第だいにナターシアの剣が加速を始めていた。

　クロムはそれに敏びん感かんに気付く。

　彼女の肉体を精神が凌りよう駕がし、留め金が外れたように身体能力以上の動きをし始めたのだ。クロムはこういう状態になる人間をよく知っている。

　ガジェル・プリアモスだ。彼は意識的に肉体の限界の枷かせを外す事が出来る。だがナターシアに関していえば、クロムに対する執念がそうさせているのであろう。

「貴様はっ！　貴様だけは決して許さない！」

　裂れつ帛ぱくした空気を放ちナターシアの剣がクロムの山刀の一本を跳はねあげた。

　そして馬乗りになるようにクロムに襲おそい掛かる。

　クロムも即座にもう一本の山刀を両手で支え、彼女の強きよう烈れつな一いち撃げきを受け止めた。

「さて、僕があなたに許されないような事でもしましたか？」

　ナターシアは血走った眼めで曲刀に体重をかけた。

　曲刀の刀身がクロムの首筋に当たる。

「おまえは……私を理解した」

「理解？　それは……」

「私の心を見み透すかした。あのシオニアでの戦いで、おまえは私の弱さを……私の本当に弱い場所を理解し……それを突いた」

　そんな彼女にクロムは僅わずかに笑って返した。

「いいえ、僕が突いたのは君の強い部分だ。どんな過去を経験したかは知らない。だが君の多くの体験の中で、君は絶対に人に勝たなくてはならない人生を送ってきたはずなんだ。そういう人間の芯しんとなっている強い思いを――利用させてもらった」

　途と端たんに彼女の手に力が漲みなぎる。クロムの首の表皮から血が滴したたった。

「それがっ！　それが許せないんだ！　結果的に貴様が勝ったのだから！」

「それも違う。君は勝つための戦をしている。そして僕は負けない戦をした。それだけだ」

「黙だまれっ！　黙れ黙れ黙れ黙れ黙れっ！　貴様は私の孤こ独どくに触ふれた！　クロム・ジャレット！　おまえだけは絶対に許さない！」

　感情的になったナターシアの曲刀が震ふるえ、押し込む力がさらに強くなる。

　クロムの頸けい動どう脈みやくにまでその刃が達しようかとする寸前――クロムは彼女の感情的になったその力を脇わきへと逸らした。

　ナターシアの全力で傾かたむけた曲刀はクロムの首を掠かすめながら大地に突き刺さった。

　瞬間、攻こう守しゆが逆転する。ナターシアの腕うでをクロムの山刀の峰みねが打った。

　骨折こそしなくとも、剣を握にぎる事はもう出来ない。

　そんなナターシアを組み敷しき、彼女の首に剣を当てた。

　だが彼女の顔には先ほどまでの執念と怒いかりの炎はなかった。静かな水面のように清々とした顔でまっすぐにクロムを見つめる。

「………殺せ」

　彼女は懇こん願がんするようにクロムにそう言った。

　この瞬間を待っていたかのようにナターシアはその選せん択たくを願った。

　だがクロムはナターシアから剣を引いた。

　一瞬、ナターシアは何が起こったのかわからなかったのだろう。その場で目を泳がせ、そして次に嚇かく怒どの如ごとく怒りの炎が再燃した。

「何な故ぜ殺さん！　おまえはまだ私に恥ち辱じよくを味あわせるつもりか！」

「そんなつもりはありません。あなたには死んでもらっては困るからです」

　途端にナターシアは跳ね起おきると、クロムの胸倉を掴み引き寄せた。

　額がぶつかるかと思うような距離で彼女が睨にらみ付ける。

「私の物になれ、クロム・ジャレット」

「……なっ!?」

「おまえが私の物にならないのなら、どちらかが死ぬだけだ。私はおまえになる。だからおまえは私になれ。クロムが私でない事を私は許せない。私がクロムでない事が許せない。私とおまえは、一つにならねばならない」

　さしものクロムも聊いささか慌あわてた。

「待って下さい！　そんな……二人の人間が一つになるなんて出来ないですよ！」

「だから……どちらかが死ぬしかないのだ！　わからないのか！」

　彼女の瞳ひとみは冷静だった。冷静故にクロムは混乱した。

「わかりません！」

　するとナターシアは焦じれたように顔を歪ゆがめ、そして次の瞬間、彼女はクロムの顔を引き寄せ唇くちびるを重ねた。

　その場にいた者、全員が息を呑のんだ。

　一体何が起こったのかもわからず、永遠にも感じる僅かな間が時を止めていた。

　脇にいたカレンが顔を真っ赤にしながら、

「……はわわ」

　と小さく震えた。

　漸ようやくナターシアの唇がクロムから離れる。

「おまえは私のものになる……ならぬのなら、死んでもらう」
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　さしものクロムも言葉を失った。戦場に於おいてこのような展開が待ち受けているなど想像した事もなかったのだ。それでも呆ほうけていたのは一瞬の事。この時、クロムの脳内では目まぐるしく情報の精査が行われた。

「皇国の軍師――クロム・ジャレット！　おまえは私の全すべてを理解できる人間なのだ！　だから………」

　そして彼女の発した言葉の理由を導き出だしていた。

　それはナターシアの思おも惑わくであった。

　クロムに向ける感情についてではなく、彼女が何故ベルゲンの申し入れを断ったのか――その答えに辿たどり着ついたのだ。

　クロムがその答えに辿り着いたと同時に、遠方から角笛の音が鳴なり響ひびいた。

　それはリジア軍から発せられたもの。目を彼女に戻もどすとナターシアは不敵に笑った。




　遠方からの角笛の音に、フィフニスはリジア軍の動向に注意を払はらった。

　笛の音を合図に、山道を封鎖するリジア軍が動く。

　彼らは、全軍がフィフニス軍、そしてベルゲン軍を囲い込むように包ほう囲い網もうを狭せばめてきたのである。

　平原の中心へ向かいながらバラバラだったリジア軍は少しずつ合流し、巨大な軍勢となっていく。

　その動きを見定めたフィフニス軍は即座に交戦を取りやめ、後退を始める。

「最前は守りを固めてください！　敵に突破されないように！　焦あせらないでくださいね！」

　そこへ副隊長のダグラスが駆けつける。

「隊長、まずいぞ」

「ダグラスさん、どうしました？」

「敵は作戦を変えてきたようです。ケデル砦の軍勢までこちらに向けています」

「殲せん滅めつ戦せんですか――」

　その言葉にダグラスは気まずそうに頷うなずく。フィフニスは爪つめを嚙かんだ。

「構いません！　こちらは徹底的に守りを固めます。クロムの軍との合流まで、戦力の温存をしてください」

　そこへ、今度は副隊長補ほ佐さのルービル・レザンが飛び込んできた。

「隊長！　主戦力はこの軍勢を狙っています！」

　どうやら、一気に全てを潰つぶすのではなく各個撃げき破はを狙っているようだ。

　包囲網が出来上がっている時点で、こちらが逃にげる事は出来ない。

　ゆっくりとこちらを囲い込みながら一つずつ軍勢を消していくつもりなのだろう。

「わかりました。ではクロムの軍との合流を待つのではなく、こちらから打って出ましょう」

　その言葉にダグラスもルービルも目を丸くした。

「いや、待ってくれ隊長。この軍勢でリジア軍を相手にするのか？」

「そうですぜ。何しろあちらはこっちの何倍も多いんですよ」

　しかしフィフニスは首を横に振る。

「このままクロムの軍と接触するまで後退すれば、守りを固めきれずに甚じん大だいな被ひ害がいが出るでしょう。最悪の場合、クロムの軍と合流する前に全ぜん滅めつだってあり得ます」

　その言葉に二人は黙った。

　たしかにそうなのだ。この広大なケデル平原の中心に近い場所にクロムたちの軍がいる。

　そこまで遁とん走そうする間、敵が好戦的に攻め立たててくる事は間違いない。

　フィフニス軍は守りを固めながら後退していても、追いつかれる事は目に見えている。

　そして敵に背を見せている以上、薄うすくなった守りを突つかれ全滅すらも可能性として考えられた。フィフニスはそれを瞬しゆん時じに判断し、作戦の変へん更こうを訴うつたえたのである。

　彼女の言葉を理解したダグラスとルービルは即座に覚悟を固め頷き返す。

「そういう事なら存分に戦おう」

「おう、任せてください。何しろうちらはフィフニス隊だっ！　負ける気はしねぇや！」

　そんな彼らの言葉に後あと押おしされるようにフィフニスは微笑ほほえむ。

「ありがとうございます、ダグラスさん、ルービルさん！」

　フィフニスの軍は全方位に向かい、戦闘態勢を整えると、向かってくるリジア軍に対し打って出た。

　リジア軍側は、この事態に動どう揺ようした様子を見せる。

　ここで撤退し軍勢を集合させようとするのが上策であり人情だ。

　にも拘わらず、明確な戦況判断をした敵グラウスタンディアの将校に対し驚おどろきと同時に敬意を感じたのだ。

　両軍勢はぶつかり合うも力は拮きつ抗こうしていた。

　それは兵数の多いリジア軍に対し、フィフニス軍の士気が高かった事が理由である。

　更に各方面への指示が限りなく速く行いき渡わたる。

　これはシオニアの戦いに於おいて行われた楽器による指示が行われたからだった。

　とはいえ、この楽器による作戦の伝達には練度が必要となる。

　故ゆえに限りなく簡略化された作戦しか伝える事が出来ない。

　それでもこの戦場に於おいては遺い憾かんなくその伝達法の効果は発揮された。

「右う翼よく方ほう陣じんの立て直しを！　左翼へは増ぞう援えんを向かわせます！　主戦力から２０００を左翼へ！　突破を狙わずに、的確に切きり崩くずしてください！」

　祖父カウフマンやシェルシュ・ニカノール将軍の姿が重なるような奮ふん迅じんぶりを見せた。

　圧倒的である筈はずのリジア側であったが、一向にフィフニスの軍勢を斬り崩せずにいる。

　しかしこの状じよう況きようが長引くとフィフニス軍は劣れつ勢せいとなる事はわかっている。

　事実、右翼左翼の端はしの方から陣じん形けいは崩れ始めているのだ。

「ダグラスさん、ルービルさんは右翼の立て直しを図はかってください！　私は左翼の立て直しに行きます」

「了りよう解かいした！」

「任せて下さい、隊長！」

　フィフニスは左翼へと馬を走らせ、疲ひ弊へいした兵たちを鼓こ舞ぶする。

「ここが正面場です！　守り切りますよ！」

　フィフニスの出現に、敗色を顔に浮うかべていた兵たちの目に闘とう志しの炎が燈ともる。

「「「「おおおおっ!!」」」」

　気勢を上げ、立ち上がった彼かれらは力強く剣を握り、敵とぶつかり合った。

　フィフニスもまた先せん陣じんを切り敵を薙ないだ。それを見た兵たちは彼女に続くように奮い立ち戦った。兵数を凌駕する将軍としての才覚が目覚めつつある事をフィフニス自身は気付いていない。

　だがこの場に於おいて、彼女と共に戦う兵たちはそれを明確に感じ取っていた。

　彼女と共に戦いたい。

　彼女の為ためになら死んでもいい。

　そう思わせる程ほどにフィフニスには将軍としての威い光こうが輝かがやいていたのである。

　しかしそれをリジア側も見落とす事はなかった。

　左翼側の士気が急激に高まったのを見て、主戦力をそちらに向けたのである。

　そこでリジア将校が見たのは、傷だらけの兵を鼓舞し先陣を切るフィフニスの姿。

　彼女がこの戦の中心である事は疑いようもない。

「討うて！　あの将軍を討つのだ！」

　リジアの弓隊は仲間を顧かえりみず、フィフニスに向かい一いつ斉せいに矢を放った。

　無数の矢は、リジア兵の背を襲い、グラウスタンディア兵の正面に降り注ぎ、そしてフィフニスの肩かたと胸に突き刺さった。

　――馬上からフィフニスが転げ落ちる。

　その戦場にいた者たちはその瞬しゆん間かん、場から音が失われたかのような錯さつ覚かくを味わった。

　刹せつ那なの間、凍こおり付いたかのような錯覚――それは境界線である。

　兵としての生き方の境界線。

　この瞬間を境に、フィフニス軍の兵は、死兵へと姿を変えた。

　全滅すら厭いとわず、次の瞬間などに思いを馳はせず、身体からだが動く限りただひたすらに敵の殲せん滅めつを謀はかる死兵へと変容したのだ。




　敵の包囲網が迫せまりクロムの軍勢へもその手は向けられていた。

　目の前で剣を向けられているナターシアが皮肉な笑えみを浮かべた。

「おまえの負けだ。クロム・ジャレット。いくらおまえでも、この戦況を覆くつがえせるか？　我々の下へ下れ」

「そういう訳にもいかないんですけどね……」

　するとナターシアは低く笑った。

「ダカットを逃がす為ためか？」

　クロムは彼女の顔を見た。ナターシアは自信ありげにクロムに言う。

「おまえの策は見えていた。既すでに食料も尽つきているであろうダカットが、これ以上山中に籠ろう城じようする事は不可能。だからこうして貴様らが我々を煽あおって、山道への警けい戒かいを薄くさせ、その間にダカットを山から下ろそう――そう考えていたのだろう」

　彼女は全てを読み、その上でわざとこちらの策に乗ったのだ。

「どうだ？　戦力をおまえたちに集中させてやったぞ。そろそろダカットは山を下りている頃ころか？」

「そこまでわかっていたのですか？」

「当然だ。おまえが考える事は全て私にはわかる！　おまえの事だけをずっと考えてきたのだからなっ！」

「……参ったな。この先の事まではバレないと思っていたのですが」

　言いながらクロムの顔には笑みが浮かんでいた。それを見たナターシアはハッとする。

　ナターシアの読みを上回る別の何かを感じ取ったのだ。

「おまえ……まだ何か……」

「あれ？　ナターシアさん、僕ぼくの策を読み切っているんじゃないんですか？」

　彼女の顔に狼ろう狽ばいが浮かんだ。しかしそれで充じゆう分ぶんである。クロムは畳たたみかけるように言葉を重ねた。

「ナターシアさんの思惑通り、ダカット皇帝は山を下ります。順次他ほかの隊と合流し南を目指して逃とう走そうを図はかります」

「――だ、だが、それくらいすぐに我々が……」

「追いついて撃げき滅めつしてしまうでしょうね。この膠こう着ちやく状態を嫌っていたのは僕らだけではなかった筈はずですから」

　ナターシアは反論せずにクロムを睨にらみ付つけたままだった。

　それがクロムの言っている事を肯こう定ていするものであったのは言うまでもない。

　迂う闊かつにリジアが軍を動かせば、ダカットは訝いぶかしむ。だからクロムらが動き出すのを待っていたのだ。そしてわざわざクロムの思惑通りに彼女はわざと軍勢を動かした。

　それもこれもダカットをおびき出す為ためである。

「さて……そろそろ始まりますよ」

　クロムの言葉に、ナターシアは慎しん重ちように問い返してきた。

「なにが始まるというのだ」

「こちらの反はん撃げきです」

　クロムがそう言った瞬間、南方より轟とどろくような音がいくつも鳴り響いた。

戦場がその音に一いつ瞬しゆん凍こおりついたように静まり返り、残ざん響きようが木こ魂だました。

「ナターシア様！」

　咄とつ嗟さにカレンが叫さけぶように言う。その声で我に返ったナターシアは後方へ飛び、クロムから距離を取った。

「貴様！　まさか……」

　クロムはそんな彼女に頷うなずき返す。

「そうです。増援ですよ」

　自信を持ってクロムは彼女にそう伝えた。彼女は眉まゆを顰ひそめ、そしてクロムを睥へい睨げいするも、そのまま踵きびすを返した。

「南への進軍を開始する！」

　そんなナターシアにクロムは冗じよう談だんめかして言う。

「いいんですか？　僕を殺さなくて？」

　するとナターシアは僅かに振り返かえりクロムを見る。

「いずれ殺すさ……殺せないのなら、おまえは私のものになるしかない」

「あなたは僕で、僕はあなただから……ですか？」

「―――そうだ」

　そんなナターシアにクロムは頷うなずき返した。

「かしこまりました。ナターシアさんの言葉、しかと受け止めました。あなたが未だにリジア軍にいる理由も含ふくめてね」

　するとナターシアは一度舌打ちをする。

「……本当に……本当にいやなやつだ！」

　そう言うと彼女は軍勢を南へ向けた。

　リジア側の全軍が、南へ逃げるダカット軍を追う為ために南へと動き出す。

　ダカット軍とて、既すでに一ト月以上山中に埋まい伏ふくしていた為、かなり体力的に厳しい状況に追いやられている。

　軍馬の数も減っており全員が騎き馬ばしている訳ではない。

　確実に逃げ切るのであれば、騎馬兵たちが先陣を切りリジア軍を足止めし、その間に歩兵たちに守らせながら皇帝を逃がすのが上策。

　事実、ダカット軍はそのように動いていた。

　対するリジア軍は、猛もう進しん撃げきをしながらあっという間にダカット軍との距離を詰めた。

　それを見ながら、クロムは隊列を整えた。

「……さて、頼たのみますよ―――ユースティナ様」

　そう言った瞬間、またも南より雷かみなりが轟くような砲ほう撃げきの音が無数に鳴り響いた。




　突進するリジア軍の足が一斉に止まった。

　それは想像だにしない事態が起きたからに他ならない。

　追いかけるダカット軍のさらに南側に、ありえぬ数の軍勢が陣じんを敷しいていたのだから。

　そしてその陣からは雷が轟くような音と共に、途と轍てつもない速度で鉄球が吐はきだされ、それはリジアの隊列を乱した。

　この事態を目まの当あたりにしたバルオロール元帥は、何が目の前にあるのか理解出来ず、口を開ける事しか出来なかった。

　だがナターシアには即そく座ざにそれがどこの軍勢か見当がついた。

「あの旗は……ラトルグか――！」

　そう、目の前に展開される軍勢は一様にラトルグ王朝を指し示す三角の旗を高々と上げている。

　そしてこの作戦の本当の意図に気が付いた。

　あのクロムたちの軍勢も、そしてダカット皇こう帝ていすらも、全てが囮おとりだったのである。

　リジア軍はグラウスタンディア軍の増援を常に警戒し、北側に注意を向けていた。

　しかもその北側から、どんな方法を使ったか10万の軍勢が現れた。そしてその軍勢はリジア軍に対し攻こう撃げきを開始し大いに奮戦した。この段に於おいてリジア軍は完全に南への警戒は欠損していたと言っていい。

　いやその逆――南へダカットが逃げ出しやすいように包囲をわざと薄くし、誘さそい出そうとしていた。

　だがグラウスタンディアは、事もあろうにラトルグ国の勢力をこの場に連れ出したのである。グラウスタンディア皇国はラトルグ国より冊さく封ほうを受けている。ラトルグ国との友好なる関係を他国に見せる事で他国への抑よく止し力りよくとした冊さく封ほう。だがそれは現在のネイレシア大陸間に於おいてはあってないと言える同盟の形だ。

　つまり冊封を受けている事を理由に、ラトルグがこの地に出しゆつ陣じんしたのではないのは明白な事である。

「何と引き換かえに、この地にラトルグを入れることが出来た……そして、あの兵器はいったい何なんだ……」

　あの鉄球を吐はきだす兵器。

　こちらまで漂ただよってくる硫黄いおうの臭においに、ナターシアは目を眇すがめた。あの兵器は危険すぎる。投石器の比ではない飛ひ距きよ離り。そして破は壊かい力りよく。何より兵たちが肝きもを冷やすような雷の如き轟ごう音おんと異様な香かおり。

　見た事もない兵器を前にリジア兵は完全に竦すくみあがっている。このままでは統制が取れなくなるのは時間の問題だ。この脅きよう威いを前に兵たちは隊列を乱し、散り散りに逃げ出すだろう。

「とんでもないものを引き連れて来てしまったようだな……」

　ナターシアは為なす術すべなくその砲撃の音を聞くしかなかった。




「お約束は違たがえぬように、お願いしますよ」

　ラトルグ国の御ぎよ士し大たい夫ふコウソンはユースティナ皇女に対し、笑みを浮かべてそう言った。

　対しユースティナは真しん剣けんな顔で返す。

「違たがえるというのなら、この私の命を以もつて償つぐなっても構いません。ラトルグに対し、アラティア港、ゾラ港の権限を全て譲じよう渡とする――これを違えるつもりはございません」

「そう願いたい。こちらは国家機密まで持ち出しているのですから」

　国家機密とはこの砲撃をした武器の事であろう。

　兵たちは『雷らい轟ごう』と口にしていた。種火をいれる事で激しく火を噴ふき鉄球を吐はきだす兵器。

　ユースティナは今目の前で展開されたその兵器の威い力りよくに慄おののいた。

　この武器は大陸間での戦争に於おいて、勢力図を大きく書かき換えるであろう。

　しかもラトルグは、グラウスタンディアとリジアが争あらそっている間に、この兵器を使いスクルタビア連合国を取ったのである。

　短期間での決着も、この雷轟を前にすれば頷うなずける。

　グラウスタンディアにとっても、これは大いなる脅威に他ならない。

　皇国を代表するユースティナはこのラトルグと交こう渉しようする為ため、クロムと別れた後にスクルタビア連合国を目指した。

　遡さかのぼる事、一ト月――――。

　フルクロ港とクコノスの谷の中間に位置する海岸線に於おいて、クロムと別れたユースティナはテティル師団長率いる船団に乗船し、南を目指した。

　それはラトルグ国への救きゆう援えんを求めに向かったからに他ならない。ただクロムから、行き先をスクルタビアにするように指示があった。

「何な故ぜスクルタビアなのだ？」

「ラトルグがスクルタビアを攻せめているからです」

　そんな事は初耳であった。何より、ラトルグがスクルタビアを攻めているからといって、全権を持つ女じよ帝ていレイリンがスクルタビアにいるという保証はない。

　嘗かつてよりラトルグ国は女帝が戦線へ赴おもむくことはない文ぶん化か圏けんである。

　しかしその質問にもクロムは笑ってこう返した。

「いますよ。いるという確証があるんです」

「なんだそれは？」

「ユースティナ様も先日、スクルタビアの方角から放たれる光の柱をご覧になったはずです。あれはこの世界を統すべる神が異国の神を喰くらう時に放つ光。それがスクルタビアから放たれたという事は、彼かの国で神が滅ほろんだという事。しかしスクルタビアは連合を組むことで、異国の神々に対たい抗こうする手段をとってきており、グラウスタンディア、リジアが戦争に突とつ入にゆうした現在に於おいてはその繋つながりはより強固となっています」

「つまり、そんなスクルタビアを攻める国はラトルグをおいて他にないと？」

「そうです。そしてその神喰いの儀ぎを執とり行おこなう場に、女帝がいるのも必定。他三国の神も食くらう為に、スクルタビアに逗とう留りゆうしている事が考えられます」

「……なるほど。相わかった。では私はスクルタビアへと赴おもむき、そこで女帝レイリンに会えばよいのだな」

　クロムの言葉を理解し、ユースティナはスクルタビアを目指すことになった。

　先のダカット救出作戦に於おいてアラティア港の兵を揚よう陸りくし、軽くなった船団は海流を逆行するにも拘かかわらず、その足並みは快速と言えた。

　そうしてスクルタビア連合国の東エンテイに到とう着ちやくし、クロムが言っていた事が現実である事を認にん識しきした。

　既すでにスクルタビアの三国はラトルグの手に落ちており、ここが降こう伏ふくするのも時間の問題であるという話が、方々で囁ささやかれていた。

　町の者が話すレベルになっているという事は、既すでに国は降伏の為の調停の準備にかかっていると考えていいだろう。

　つまりラトルグ国の女帝レイリンが首都にやって来るのも時間の問題だ。

　ただ気になる噂うわさも聞いた。

　曰いわく、ラトルグは炎の魔ま術じゆつを使い、雷の魔物を引き連れている。雷の魔物は、城の壁など易やす々やすと打うち砕くだいてしまう。町は炎の魔術で炎えん上じようし、人々はみな焼しよう死しせざるを得ない。

　――と言うのである。戦場の経験があるユースティナは、それが誇こ張ちようされた噂である事をよく知っている。戦場で見た非日常を人づてに聞くと、そこが恐おそろしく凄せい惨さんな場であるかのように人は想像力を働かせてしまう。しかし戦場にある最も凄惨な現実は死だけである。そして死というものは誰だれしもに降りかかる。もし凄惨というのなら、飢き饉きんで餓が死ししていく民たみの方が尚なおの事こと辛つらく苦しいに違いない。

　人の死に上下などつけられないが、その死への過か程ていこそが重要であると考えるユースティナにとって、この町で散見する噂には眉を顰ひそめるものがあった。

ただわかった事もある。それはラトルグの軍事力が圧あつ倒とう的てきであるという事だ。それがこの噂の発ほつ端たんとなっている事は言うまでもない。彼らがどんな戦術を使い、このように噂されるのか、さすがのユースティナでもそこまでは思い至らない。

　そうこうしているうちに、同行したファウラとイリヤが情報を集めてきた。

　帰ってきたファウラとイリヤは一様に、この国の軍人の格好をしていた。

「いやぁ大変だった、たいへんだった」

　ファウラは帰って来るや笑いながらそう言う。

　するとイリヤの方もウンザリとしたように溜ため息いきを吐つきながら、

「まったく口の堅かたい連中ばかりでまいっちゃうわ」

　さすがのユースティナも呆あきれていいのか感心していいのか困りながら返す。

「其方そなたらはどこに潜もぐり込こんだというのだ」

「この格好見てわかりません？」

「軍に侵しん入にゆうしたのか」

「正解！　あたしとイリヤで軍の内部に潜せん入にゆうしてきて、現在のラトルグの侵しん攻こう状じよう況きようを探さぐってきたのですよー。さてさて、その結果なのですが……」

　焦じらすようにファウラは机の上に地図を広げてみせた。するとイリヤがその上に駒こまをおく。

「現在、ラトルグ軍は首都の直前の場所に陣を張り、調停を進めているみたいね」

「みたいっすよ。んな訳ですけど、どうします？　そんな戦場に飛び込んじゃったりします？」

　ファウラに聞かれ、ユースティナは笑みを浮かべながら鷹おう揚ように頷うなずいた。

「当然だ。戦場が怖こわくて皇女などやっていられるか」

　するとファウラもイリヤもニヤリとする。

「グラウスタンディアの皇女様は勇ゆう敢かんっすねぇ」

「次の舞ぶ台たいで脚きやく本ほんにして貰もらおうかしら」

　そうしてユースティナ一行は、チシャ・リュシマー千人長の部隊に護衛されながらラトルグ陣じん営えいを目指す。

　先行隊がラトルグに対しグラウスタンディア皇国第二皇女が謁えつ見けんを申し出る由の手紙を持たせてラトルグ陣営に入った。

　即座にラトルグの遣つかいである外交官エンショウを伴ともない、先行隊が戻って来る。ラトルグがすぐに謁見の申し入れを受じゆ諾だくしてくれたのである。ユースティナ一行がラトルグ陣営へと入ったのはその日の夕方近くであった。

　すぐにユースティナは謁見の為にドレスに着き替がえると、イリヤが手伝ってくれた。

「ユースティナ様はこれから重要な話し合いをするんでしょう」

「うむ、そうだが………」

「じゃあ、ちゃんとお化け粧しようしないとねぇ。相手にリラックスと緊きん張ちようを与あたえる独特の技法があるのよ。この化粧は勝負の時にしか使っちゃいけない門外不出のものよ」

「それは舞台上の物のように、どぎついのではないだろうな？」

「勿もち論ろんですよ。お任せあれ」

　そう言うとイリヤは化粧台の前にユースティナを座すわらせた。




　夜を迎むかえ、女帝レイリンの計はからいで食事の場が設けられた。グラウスタンディア式の立食ではなくテーブルについての食事だ。何よりこちらの来意を察してか、食事の席にはレイリンと彼かの女じよを守る近衛このえ兵へい。脇には四将軍ソホウ、シャグリ、ヨトク、リョゲン、そして御ぎよ士し大たい夫ふコウソンがいるだけであった。

　こちらは同行したテティル師団長、チシャ千人長、そしてイリヤとファウラが列席している。レイリンは席に着くと、さっそくユースティナを鷹おう揚ような笑みで迎えた。

「この度たびは遥はる々ばるこのような場までよくぞいらっしゃいましたね、ユースティナ皇女。貴女あなたがこのような戦場にまでやって来るという事はそれなりの理由があっての事と存じます。早さつ速そくですが、それを伺うかがわせていただければと思いますが……」

　単刀直入にレイリンはさっそくこちらの用件を聞きだしてきた。だがユースティナにとってもその方が都合がいい。社交辞令で会話を楽しんでいるほど、こちらも時間に余よ裕ゆうはないのだ。

「では早速、申し上げさせていただきます」

「はい、どうぞ忌き憚たんなく仰おつしやってください。聞き入れられるかどうか、それは私が判断いたしますので」

　ユースティナは緊張を表に出さぬよう、細心の注意を払いながら、口を開いた。

「この度たびのグラウスタンディア皇国とリジア宗しゆう旨し国家の戦にラトルグ国からの助力をいただきたく、こうして馳はせ参さんじました」

　レイリンを始め、その場にいた者は誰も口を開こうとはしない。

　だがユースティナはこの程度で動揺はしなかった。

「古くは五代グラウスタンディア皇の時代より、ラトルグとグラウスタンディアは同盟を結ぶ関係。今、この機に於おいて、その同盟の意味を示していただきい所存です」

　しかしその言葉に、傍かたわらに坐ざする四将が反論した。

「お言葉ながらユースティナ皇女。ラトルグとグラウスタンディアの関係は同盟とは違います。冊さく封ほうである事をお忘れなく」

　棘とげのような言葉にもユースティナは臆おくすることなく返す。

「であればこそ、冊封を受けた我わがグラウスタンディアの窮きゆう地ちをお救い下さるのは義に背そむくことではないと存じます」

「もっともな事です。しかしそう言うのなら、筋を通すのが礼というもの」

「筋……と申しますと？」

「グラウスタンディアの然しかるべき危急に駆かけつけぬラトルグではありません。しかしそうであるのなら、グラウスタンディア皇であるジルバ皇がこの場に礼を以もつて参じるのが筋でございましょう」

　ユースティナは僅わずかに顔を俯うつむかせる。

「………父は……ジルバ皇は先日、戦場にて落命いたしました」

　その言葉に周りは衝しよう撃げきが走ったように顔をひきつらせた。

　それでもこれはユースティナの駆け引ひきの手段であった。父の死を利用するなど以もつての外ほかであると常識ではわかっているが、それ程きれいごとを言っていられるような状況ではない。

　相手の同情や心の隙すきも全て使う。その覚かく悟ごがユースティナにはあった。

「父の後を継つぎ、兄ダカットが戦場にて皇帝を襲しゆう名めいいたしました。ですがそれもジルバ皇の死で兵たちに動揺が走らぬための緊きん急きゆうの措そ置ち。そして兄は今も戦場にてその兵たちを鼓こ舞ぶしております」

「つまりこの場に出てくる事は叶かなわぬと？」

「……きっと礼を以もつて救援をお頼みするなら、ダカット自らがこの地に参さんじたかった事でしょう。しかしそれが出来ぬ身である兄の立場をどうぞお察し下さい」

　すると脇わきにいた将軍ソホウが口を挟はさむ。

「しかしグラウスタンディアが今どのような戦せん況きようであるかもわからず、むやみに兵を差し向けるのは愚ぐ策さくであろう。何より、グラウスタンディア、リジア間の戦にラトルグが幇ほう助じよするような態度を見せれば泥どろ沼ぬまに陥おちいる事になる」

「――はい、なので、此こ度たびの一戦に於おいてグラウスタンディアとリジアの戦を終結させる所存でございます」

　ユースティナの言葉は場を呑のみ始めていた。淀よどみなく返される言葉に一いつ切さいの隙すきは無い。

　全てはクロムと共に想定し、幾いく度どもシミュレーションを繰くり返したのだ。

　さすがに将軍たちも返す言葉に詰つまりだしていた。その間レイリンはただ静かに、こちらを見定めるようにジッと話を聞いていた。

　このままならばラトルグの増援が望めるかもしれない――そう思った時、レイリンの傍かたわらにいたコウソンが口を開いた。

「……一つよろしいでしょうか？」

　彼は瞬まばたきすらせずに、ユースティナを真っ直すぐに見定める。一いつ瞬しゆん、怖おじ気けにも似た感情がせり上がってきたが、ユースティナはそれを寸での所で呑み込んだ。

「なんでしょう？」

　コウソンはたっぷりと間を置きながら、顎あごを人さし指で軽くなぞる。

「皇国はこの戦に介かい入にゆうしたラトルグに、いったい何を見返りに下さるんです？」

　それは非礼と言っても過言ではない発言であった。

　コウソンはラトルグに於おいて高官の御ぎよ士し大たい夫ふである。だが相手は一国の皇女。彼女に見返りを求める発言をするという行こう為いがどれ程の非礼である事か。到とう底てい許される物ではないが、交渉の根本はこの言葉に尽つきる。

　いったいこの国を助けて自国にどれ程の利益が齎もたらされるのか。それこそが重要なる交渉の焦しよう点てんなのだ。誰もが最後のその一言を相手から引き出す為に遠まわしな言葉づかいで見返りを要求する。

　彼は憚はばかる事無くそれを口にしたに過ぎない。

　だがコウソンの一言はユースティナが作り出した優勢的空気を一いち撃げきでひっくり返す程の力を持っていた。明あけ透すけな要求は外交に於おいてはタブーである。だがグラウスタンディアの窮地に於おいては、寧むしろ当然とも言える要求だった。

　だからこそ、ユースティナは毅き然ぜんとした態度で彼に、そして女帝レイリンにこう言った。

「グラウスタンディアはラトルグ国に対して、接収したリジア領土の中から、軍事の要所アラティア港、並びにゾラ港の譲渡を決定しています」

　さしもの四将軍は、その途と方ほうもない条件に口を大きく開けた。

　グラウスタンディアが取ったリジアの土地の中でも、最も要所とされる二つの港を譲渡すると言ったからだ。条件としては申し分ないどころではない。

　すかさずコウソンが口を挟はさんだ。

「素す晴ばらしい提案ですが、それはユースティナ皇女の独断なのではございませんか？　当のダカット皇帝はその条件をご存じで？　我々が介入し、ダカット皇帝を救出した後に、皇女が何とか説とき伏ふせる――などという不確定な条件ではラトルグを動かす事は不可能ですが……」

　その質問もまたクロムとの会話で想定済みであった。ユースティナが目配せをするとイリヤが粛しゆく々しゆくと書類を彼らの前に提出した。そこにはダカット皇帝のサインとグラウスタンディア皇家の紋もん章しようが刻んである。

　そしてその文面には、今ユースティナが言った事が記されてある。つまりそれはダカット皇帝がこの譲渡の条件を了りよう承しようしているという証左である。

　この文面はクコノスの谷から逃走する際に、クロムがダカットと話し合い取り付けた物であった。グラウスタンディアが勝利する為には、もはやラトルグの力を借りる事は必定。であるのなら、あちらが有う無むを言わさず兵力を傾かたむけてくれるだけの条件を持って行くしかない。そう彼を説得したのである。

　コウソンは暫しばしその文面を目視しながら目を眇すがめた。

「――成なる程ほど、ここまでの交渉の流れを全すべて先んじて予測できる者がグラウスタンディアにはいた、という事ですか……」

　ユースティナは何も返さなかった。返す必要などなかったからだ。

　ただレイリンをジッと見つめ、決断の言葉を待った。彼女は静かな面おも持もちでその書面に目を通すとユースティナに向けてニッコリと微笑む。

「遠国の戦場より皇女自らが赴おもむき、これ以上ない誠意を示した事に我々が応えない理由はありません。コウソン、すぐに隊を編成して下さい」

　するとコウソンは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「お待ちくださいレイリン様。現在我々はスクルタビアの最後の一国と事を構えている最中です」

「それも時間の問題でしょう。何より貴方あなたの講じた策はスクルタビア全土に効いています。これ以上、軍の力を誇こ示じする必要はありません。あちらは既すでに降伏の意思を見せています。もはや私がここに居なくとも良い状況と言えましょう」

「それでも全軍をグラウスタンディアに差し向けるべきでは……」

　レイリンはコウソンに鷹揚な笑みを浮かべた。

「全軍など必要ないでしょう」

　コウソンはその笑みに驚きよう愕がくしたかのように後ずさる。

「まさかレイリン様、アレをグラウスタンディアに……」

「そうです」

　アレとはいったい何の事であろうか、とユースティナは首を傾かしげたい気持ちになった。もしかしたら町で噂になっていたラトルグの武器なのだろうか。
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　そう思ったものの、もし本当にそれがラトルグの秘密兵器であるのなら、たとえユースティナが聞いても答えてはくれないだろう。

　だからジッと成り行きを見守る事に徹てつしていた。

　するとコウソンは暫しばし逡しゆん巡じゆんした後、その鋼鉄のような顔に笑みを浮かべたのである。

「なるほど。かしこまりました。それではグラウスタンディア皇国を救援する為に、すぐに軍を編成しましょう」

　そう言うと即座にラトルグは行動に移した。

　船団への荷物の運び入れを行い、兵たちが乗り込む。ラトルグの軍船を牽けん引いんするようにテティル師団長の船団が先頭を行き、ゾラ港を横切り黒こつ海かいの北に船を付けさせた。

　そして揚よう陸りくしたラトルグ兵団を率い、ジーラ関を抜ぬけ北へと進軍したのである。




　ユースティナはダカット皇帝がゾラ港、アラティア港の譲渡を了承した事が未いまだに信じられなかった。

　ダカットが野心を裡うちに秘ひめた男である事は、妹としてよく理解している。彼は自分の代でラトルグと事を構えるつもりでいると思っていた。もしそうなれば、確実にゾラとアラティアは手放したくない筈はずだ。

　だが今は理解できなくもない。

　あのクコノスの谷からの撤てつ退たい戦せんに於おいて、ダカット皇帝をただ逃にがす事は簡単であった。彼を中心にフルクロ港まで先行させて逃がし、船で皇都シオニアへ送り返す。その間にラング将軍が率いる主力が時間稼かせぎをする事もできた。

　だがもしあの時、無事にダカットを皇都シオニアまで逃がせば、リジアとの戦乱は再び泥どろ沼ぬま化かし第一次リジア戦せん役えきと同じく何も生み出さない不毛の戦が続くことになっていた。

　決着を付けるのであれば、ターバ王が出陣したこの場に於おいて他にない。

　その為にはラトルグの力が必要であり、そして彼らを動かすには重要拠きよ点てんの明け渡わたしがなければ不可能であるという事。皇帝は最終的にそれを了承し、ユースティナにその交渉の全権を任せ送り出したのである。

　そして現在、ケデル平原の南に陣を張り、追つい撃げきをするリジア軍に向け砲撃が開始されていたのである。ユースティナはそれを陣に設しつらえられた高台から見下ろし、ただ驚きよう嘆たんした。

　そんなユースティナの下に女帝レイリンが姿を現した。彼女は御ぎよ士し大たい夫ふのコウソンを伴ともない、建設された高台の上に立つと、砲撃を繰り返す戦場に目を向けながら言った。

「驚おどろいているご様子ですね」

　ユースティナはどう言おうか暫しばし迷ったが、素す直なおにラトルグの兵器の感想を述のべた。

「はい。このような戦術兵器を私ははじめて見ましたので」

「そうでしょうね。『雷らい轟ごう』は我がラトルグでも使い始めて日が浅い物なので、今後も研けん鑽さんや戦術の練り直しが必要だと思われます」

　確かに彼女の言う通り、この雷轟という砲ほう術じゆつ兵器は一列に並べられ、それを敵軍に向けて放つのみである。ともすれば投石器と同じ戦術を用いられている。

　たしかに投石器としての使い方もあるだろうが、この飛距離や破壊力を考えると用よう途とはまた別に出てくるだろう。

　またこの轟音と硝しよう煙えんの臭いが、それまでの戦場になかった新たな空気を作っている。何も知らない敵には、この音と臭いだけで、十分に精神的に追おい詰める効果を発揮するだろう。

　どちらにしても、今のグラウスタンディアがこの武器を相手に無策に戦争をすれば、即座に敗北する事は免まぬがれないだろう。だがそれは、この兵器に助けられたダカットとて十分にわかっている筈はずだ。

　ともすればそれをわからせる為に、ラトルグがわざわざこの国家機密を見せつけに来た、という可能性もある。

　ユースティナは彼女に向き直った。

「レイリン様、この度たびの助力、まことにありがとうございました」

　すると彼女は可か憐れんな笑みを浮うかべてこう言った。

「あら、まだ全てが終わっていませんよ。大切なのはこれからなのでしょう」

「ええ。その通りです。しかし、その為ためにラトルグ国の助力がなかったら、決してここから先は在りませんでした」

「それでも……ユースティナ殿どのを送り出した人は、必ずラトルグが加勢する事を算段に入れていた筈はずです。私たちはその人の掌てのひらの上で踊おどっているだけに過ぎませんもの」

「……御ご冗じよう談だんを」

「今は踊るに値あたいする舞台を用意してもらった。上がらざるを得ないような舞台を。だから私たちはその人の作りあげた舞台の上で踊るんです。踊らされるのではなく……ね」

　ユースティナは小さく息を呑んだ。レイリンというまだ少女とも言える年ねん齢れいの女帝に、気け圧おされていた。どれ程ほどの経験をしたら、このような笑みが出来るのだろう。決して力を誇こ示じするわけでもなく、威い圧あつするでもない、包み込むような笑み。と、同時に周りの者を全て呑み込んでしまいそうな蟒蛇うわばみのような気き迫はく。それが常であるかのように泰たい然ぜんとしている。

　初めて彼女に会った瞬間には、近しい物すら感じた。

　もしかしたらユースティナと同じ何かを持っているのでは、とすら思えていた。

　だが今は違う。彼女が抱かかえる空そら恐おそろしさの正体が掴つかめずにいた。

　あらゆる面で謎なぞを持ったこのラトルグという国と、いつか大陸の覇は権けんを争う事にならねばよいと考えながら、ユースティナは戦線に目を戻もどした。

　すると前線から走りくる伝令から、

「ダカット皇帝を無事、こちらで保護いたしました！」

　という報告が入り漸ようやく胸をなでおろす。

　ダカット皇帝を含め、彼かれの軍は皆みな、山中での籠城で疲ひ弊へいしているが命にかかわる状態ではないそうだ。

　だが安心するのはまだ早い。クロムが言っていた通りの作戦であれば、まだ戦場の渦か中ちゆうには彼をはじめとしたグラウスタンディア兵たちがいる筈はずなのだ。

　またこの作戦にリジア十二貴族の一人ベルゲン・アディクが協力する条件としてターバ王の救出がある。現在目の前に展開される軍勢の中にターバ王がいるのだとすれば、これ以上の戦せん闘とうは避さけたい。

　既すでにラトルグ軍は第二、第三の砲撃を開始し、リジア軍の前衛部隊は守りを固めるも、甚じん大だいな被ひ害がいを受けている。

　ここでリジア軍が降伏すれば、すべてが終わる筈はずである。

　するとそんなユースティナの下へ侍じ女じよの姿をした女性が傅かしずいた。

「ユースティナ様、伝令が軍師からの報告を受けたと」

　その侍女は、ユースティナに付き添そい、共にレイリンの下へと行った俳優のイリヤ・オースターである。今は身分を隠かくす事も含めて侍女の演技をしている。

　ユースティナはイリヤに頷うなずき返し、幕ばく舎しやへと戻った。

　幕舎の中ではファウラが大おお鷲わしのティコを肩かたに乗せ、ユースティナが来るのを待っていた。

「クロムから連れん絡らく来ましたよ」

　彼女は南側への布ふ陣じんが整いつつある事を、大鷲のティコを使いクロムへと報告していた。

　そのおかげで、クロムたちが動き出し、そしてダカットが山中から飛び出す事が出来たのだ。そして彼女に手紙が返ってきているという事は、今もクロムは無事である可能性があるという事だ。

　ユースティナはファウラからの手紙を開くと、食い入るようにその文面に目を這はわせた。

　クロムたちの軍勢は被害を受けながらも、現在態勢を立て直し、敗走してくるリジア軍を待ち受けている状じよう況きようであるそうだ。

　南側をラトルグ軍の新兵器に阻はばまれ、絶体絶命であるリジア軍は確実にここから北へと引き返すより他ほかない。

　――もしターバ王を出陣させるのなら、この場をおいて他にない。

　今、この瞬しゆん間かんがリジア宗旨国家にとって決戦の場であるからである。グラウスタンディア軍への増ぞう援えんが駆けつけた事で、リジアは敗走することになる。

　士気の下がった兵たちを鼓こ舞ぶする事が出来るのは、もはやターバ王しかいない。バルオロール元げん帥すいはきっとそれを口実に、ターバ王を戦場の矢や面おもてに立たせ、そして暗殺を実行する筈だ。

　そしてターバ王を救い出せるのは、この瞬間をおいて他にないだろう。

　思おも惑わく通りに戦闘が進む事を祈いのるより他ない。

　ただ文面の最後に書かれた一文に、ユースティナは心臓を掴まれたような気持ちになった。




　――フィフニス・マカオン、敵矢ヲ受ケ重体。




「…………フィフニス、まさか……」

　彼女が軍へと入った頃ころからユースティナはフィフニスに目を掛かけ続けてきた。

　きっかけはカウフマンの孫であったからに他ならないが、それでもひたむきに努力を重ね、隊を率い、並み外れた統とう率そつ力りよくを持ち、そして多くの戦果を挙げてきたフィフニス。

　彼女の成長を目まの当たりにしてきたからこそ、この一文は辛つらくユースティナに圧のし掛かった。現在クロムたちがいる場所は補給もなく、真っ当な医い療りよう措そ置ちがとれない事は明白だ。しかも彼女ほどの指揮官を失った現状は、クロムにとっても厳しい戦いを強しいられている事に他ならない。

　クロムとフィフニスの事を思いながら、ユースティナは祈るような気持ちで天を仰あおいだ。




　バルオロール元帥は、ラトルグ国が擁ようする砲撃兵器を目まの当たりにし、進軍の手を止めるよう命令を下した。砲撃の届かぬ距きよ離りに総勢30万の兵を集め、南北に展開するグラウスタンディア軍と対たい峙じさせる。

　そしてここから如い何かにすべきか黙もつ考こうした。

　あのラトルグの砲撃兵器は強力であり、なおかつリジア兵はみな恐きよう怖ふしている。

　火を噴ふき、轟ごう音おんと共に吐き出される鉄球にみな縮ちぢみ上がっていた。

　その軟なん弱じやくな精神にバルオロールは唾つばを吐はいてやりたいほど嫌けん悪お感かんを抱いだく。

　こんな弱い兵を作り出したリジア陸海軍の因いん習しゆうと、軍ぐん拡かくに圧力をかけた文官たちに吐き気けがした。それもこれも、法王を頂点とした封ほう建けん制度が齎もたらした因果だ。

　このリジアにはもう法王を頂点とした政治は要いらない。

「そうだ……この状況こそ使うるべき天の助けではないか」

　バルオロールの脳のう裏りにはある策が閃ひらめいていた。

　それは他でもない、法王ターバを暗殺する為ための策である。それを実行するならこの場を於おいて他にはない、とすら思えた。この劣れつ勢せいに法王が陣じん頭とうに立たず、いつ立つというのか。

　バルオロールはすぐさま行動に出た。この戦いを終結させる為に。

　それはリジア封建制度との長い戦いへの終しゆう止し符ふであった。




　クロムの下へと急報を持ってきたのはフィフニス隊副隊長補ほ佐さルービル・レザンであった。

　彼女は現在、敵の矢を受け意識不明の重体であるという。

　戦場では今、副隊長のダグラスが隊を統とう率そつしているらしい。

　しかし一度乱れた隊列を立て直すのは難しく、救援を請こうて来た。

　クロムは旗き下かの兵の一部をルービルに預け、救援に向かわせる。

　それと同時にベルゲン軍との合流を果たした。

　彼は戦闘態勢の整ったリジア軍勢を前に、人が変わったかのような厳しい顔つきをしていた。

「我々はこれより法王陛下救出の為ために、逃とう走そうするリジア軍に対し、攻撃を仕し掛かける」

「待って下さい。急ぎすぎてはいけません。何より率ひきいる為にはフィフニスの存在が……」

「あの小こ娘むすめはいらん。それにフィフニス隊の連中もだ。クロム・ジャレット、貴様も奴やつらと退たい避ひしていろ」

「どういうことですか？　まさか自分だけで突とつ貫かんするつもりですか？」

「察しがいいじゃないか。そういう事だ」

「待って下さい。そう勝手な事をされては困ります？」

「勝手な事？　これは織り込み済みの策であろう？　なにより、もしこの事態をバルオロールが察した場合、どうなる？」

　それはつまり、救出する為ためのターバ王が前線に出てこない、という事である。

「その場合、おまえの弄ろうした策は失敗という事だ。そうなったら、貴様は次の策を練らねばならん。我々と共に討うち死にしている場合ではないのだ」

　ベルゲンの言う事は間ま違ちがっていない。

　もしここでバルオロールがこちらの動向に気が付き、法王を前線に出さなかった場合、如何いかにして法王を救うか。

　仮にそうなったとしても、突貫しターバ王を発見するまで戦い続けるベルゲンの軍の戦闘時間は著いちじるしく長くなる。時間が長引くだけ甚じん大だいなる被害を受けるのは必ひつ至しである。

　ベルゲンとの約定を果たすというのなら、二重三重に安全策を張はり巡めぐらすべきなのだ。

「おまえは俺おれとの約束を守る為に生き延びるのだ！　約束を違たがえようものなら、亡ぼう霊れいとなっておまえを無む間げん地じ獄ごくに突つき落おとしてやろう」

「ベルゲンさんはそういうのは信じない性質たちだと思いましたが」

「ふん、俺は敬けい虔けんなリジェル教徒だ」

　そう言ってベルゲンは８万まで減った兵を引き連れ、出しゆつ陣じんしていった。

　クロムは直すぐに陣営まで戻ると、退避してきたフィフニス隊と合流した。フィフニスは軍医の応急処置で止血などがされていたが、その顔は驚くほど白い。すっかり血の気は失うせ、浅く息をしているが未だに意識は戻らない。

　危険な状態を抜けていない、という事だ。

　傍かたわらでは拳こぶしを握にぎりしめたダグラスと、目に涙なみだを浮かべたルービルが彼女を見守っていた。

「様子はどうですか？」

　経過を聞くも、ダグラスは小さく首を横に振ふる。

　状況は芳かんばしくない、という事だろう。

「――そうですか。しかしもうすぐこの辺あたりは戦場になります。撤てつ退たいの準備をしないといけません」

　すると勢いよく立ち上がったルービルがクロムの襟えりを掴つかんだ。

「おいっ、こんな状態の隊長を動かせって言うのかよ！」

　たしかに今フィフニスを動かすのは危険だ。

「それでも、この場に留とどまれば全員が死ぬ可能性もあります」

　クロムの言葉にルービルは何も返せず、力なく掴つかんだ手を離はなした。

　幕舎を出ると表ではリュリュがモモの腹を摩さすりながら待っていた。彼かの女じよはクロムが現れたのを見ると、コクリと頷うなずき返す。

「リュリュ。フィフニスは持ち直しそうか？」

　すると彼女は小首をかしげる。

「難しいと思う。魂たましいと身体からだがいつ離れてもおかしくない状態がずっと続いてる。後は彼女次し第だいだと思う。本人が生きたいと願う限り、魂は離れない。でもそれはとても辛つらい事だから、普ふ通つうはみんな途と中ちゆうで諦あきらめちゃう。だから、彼女がいつ死んでもおかしくない」

「………そうか」

　言葉もなかった。ふと幼い頃のフィフニスとの思い出がクロムの頭を過よぎった。

　どの記き憶おくも懐なつかしく、そして今はただ辛かった。




　突とつ如じよとして現れたラトルグの軍勢により、リジア軍の戦況は一変した。

　今や大軍を誇ほこったリジア軍は、ラトルグの新兵器を前に、為なす術すべなく撤退を余よ儀ぎなくされた。軍勢の後方でその報告を聞いたターバ王であったが、ここが引き時である事を明確に察していた。

　そんなターバ王の下へ、バルオロール元帥は旗下の将校１００人を連れ出向くと、傅かしづきこう告げた。

「法王陛下、我らはこの状況下、撤退を余儀なくされております。しかしながら、ラトルグの恐ろしい兵器を前に兵たちの士気は著いちじるしく下がってございます。恐怖した兵は時として隊列を乱し、乱れは波は及きゆうし、それはいずれ王の命すら危険に晒さらすことでしょう」

「由ゆ々ゆしき事だな」

「左様にございます。つきましては法王陛下、この撤退の陣頭に立ち、兵を鼓こ舞ぶされる事を願います」

「……ふむ」

　ターバ王にとって、バルオロールの思惑を察する事は容易であった。

　彼が政治、宗教、軍事の三権を得えんと欲ほつしている事も、その為ための障害となりうる自分を排はい除じよしようとしている事も。そしてこの戦で陣頭に立ち、そこで討ち死にすればリジア国内でのグラウスタンディアへの怒いかりは極限まで大きくなるだろう。

　そこでバルオロールが軍を動かし、グラウスタンディアを取れば、実質的に次の統治者はバルオロールであろうと世論は考える。

　だとすれば、この自分が華はな々ばなしく散って欲ほしいのはわかる。だからこそ、突如バハマ湖を攻せめるグラウスタンディアに対し、法王の出陣を提言したのだ。

　――おそらくバルオロールが暴挙に出るのだとすれば、この撤退戦が最もお誂あつらえ向むきといえよう……だがまだ死ぬわけにはいかぬ。

　ターバ王のその思いは、自らが死ぬ事を恐れたからではない。

　自らが死んだ後、バルオロールに牛ぎゆう耳じられたリジア宗旨国家を憂うれいたのである。

　ここで自分が死ぬのは、あまりに無責任といえる。

　全てのリジア国民を置いて自分だけが華々しく散るなど、統治者として許されない。いや、そんな者は統治者として自分が認めない。

　ここで死する事はターバ王にとって逃とう避ひなのだ。己おのれを信じた国民たちを放って、全てを他人に任せる事と同義なのである。

　だが目の前のバルオロールは旗下１００人の将校を列席させ、有無を言わせぬ脅おどしとも言える決断を迫せまっていた。ここで戦列に加わらないと王が口にすれば、将校たちから怒ど号ごうが飛び、そして軍は分ぶん裂れつするだろう。

　だから返答は決まっていた。

「バルオロールよ、我の出陣は相わかった――しかし条件がある」

　この条件こそが、ターバ王の一いち縷るの望みであった。

　バルオロールは僅かに眉まゆを動かし尋たずね返す。

「さて、なんでございましょう？」

「此こ度たびの戦はリジアにとっては、歴史に残る大おお戦いくさと言えよう」

「左様でございます。これはリジアに留まらず、ネイレシア大陸の歴史に刻まれるような大戦でございましょう」

「であるなら、古いにしえより我が身辺を守り続けたリジア十二貴族が、此こ度たびも我を守るのが筋というものではないだろうか？」

　その発言にバルオロールは返答を一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　その反応で十分だ。バルオロールはこの戦の最中に、自分を背後から斬きりつける手て筈はずを整えていたのであろう。しかし自分に忠誠を誓ちかうリジア十二貴族が身辺警護をしていたとしたら、彼の思惑は罷まかりならない。

「お待ちくださいませ陛下！」

「なにか、問題があるか？」

「いえ――しかし現在いるのはナターシア・リブレリアとカレン・スーサ。彼かの二人はグラウスタンディアとの度たび重かさなる戦闘で敗走しております。しかも十二貴族の一人、ベルゲン・アディクに関してはリジアを裏切り、グラウスタンディアに寝ね返がえるという卑ひ劣れつなる行為を平然とやってのけました。同じ十二貴族のリブレリア、スーサもまた同じ轍てつを踏ふむ可能性がございます！」

　バルオロール旗下の将校たちは一様に彼の言葉を肯こう定ていするように頷うなずく。

　その時、王の横に立っていた女性が大だい音おん声じようを上げた。

「陛下の前で無礼であるぞ！」

　王の侍女ティアニスである。彼女は一歩前へ出るとバルオロールへと鋭するどい眼光を向けた。

「陛下の意向である！　しかも元帥の言っている事は単なる予測に過すぎず、リブレリア、スーサがベルゲンと同じ事をする根こん拠きよとしては乏とぼしい。むしろ言いい掛がかりと言ってもいいだろう」

「侍じ女じよ風ふ情ぜいのスタンディア人が……調子に乗るなっ！」

「ほう……それでもまだ物申すと言うなら、私と一戦交えるか、元帥？　政治に齧かじりついて戦場の経験に乏とぼしい其方そなたでは、私を倒たおすことは難しいぞ」

「待てッ、二人とも！」

　間に入ったのはターバ王である。彼は立ち上がると二人を睥へい睨げいし、

「仲間同士で争あらそっている場合ではあるまい。バルオロールよ、十二貴族と共に戦いたいというのは我が願いだ。初代法王陛下がリジアの土地を十二貴族と共に平定したように、我もこの戦乱を駆け抜けてみたい。聞き分けてはくれぬか？」

　ここまで王の口から言われた以上、バルオロールにはもはやその意見を除のける理由はない。何しろバルオロールの進言通り出陣は了承したのだ。この程度の我わが儘ままを呑み下せぬとなれば、バルオロール自身の元帥としての株が下がる。殊ことに側近とも言える旗下１００人の将校の前でその醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかない。

　――其方そなたの用意した人の壁かべに、其方が往生する番だな、バルオロールよ。

　強い眼まな差ざしでターバ王はバルオロールを見つめ返すと、彼は傅かしずきその表情を隠しながら了承の意を伝えた。ターバ王はそのまま控ひかえ室しつに戻り、出陣の準備を整える。

　侍女のティアニスが鉄の鎧よろいを用意しながら、

「先ほどは陛下の前で失礼を申し上げました」

　と詫わびの言葉を口にした。

「構わない。むしろ礼を言うのは我の方だ。よくぞバルオロール旗下の兵たちの前であそこまで宣言してくれた」

「……いえ」

「のう、ティアニスよ。其方そなたは嘗かつてはグラウスタンディアの将校であったのであろう」

「はい」

「此こ度たびの戦、どうなると思う？」

　彼かの女じよは沈ちん黙もくし答えようとはしなかった。

　しかしそれは暗にリジアが負ける事を認めるようなものであった。

「………すまないな。其方そなたには心苦しい思いをさせている。スタンディア人とリジア人に挟はさまれながらよくぞ今日まで我に尽つくしてくれた」

「勿もつ体たいないお言葉です」

「其方が望むのであれば、この戦の最中でグラウスタンディアへの帰投を許可する。リジアでは捕ほ虜りよとなっていた事を明かせば、あちらも悪いようにはすまい。事実、其方は捕虜として今日までリジアに尽つくしてきたのだから」

　しかし彼女は首を横に振った。

「それはできません。捕虜となって一度は死のうとした私を拾い上げ、救っていただいた御ご恩おんを返すまでは」

「それは我がグラウスタンディアという国をもっと知りたかっただけだ。其方そなたの話してくれる皇都に我も一度は行ってみたいと思った。緑に溢あふれた国土を歩いてみたいと思った。そういう国と友好に生きる道はないのかと思った……」

　ターバ王の言葉にはその希望からかけ離れた今の悲しみがあった。

「法王陛下のお心を知った今、私にできる事はその理想に僅わずかでも近づける事でございます。たとえ窮地とも言える現状でも、最後まで諦めるつもりはありません。それがスタンディア人の矜きよう持じというものです」

　そう彼女が言うと、ターバ王は薄うすく笑った。

「……なるほど、諦めぬ事がスタンディア人の矜きよう持じであったか」

　そしてターバ王は二度と彼女に帰る事を勧すすめたりはしなかった。彼女の侠きよう気きに頭の下がるような気持ちになりながら戦場へと赴おもむいたのだった。

　こうしてリジア軍の撤退戦が始まる。

　先頭右う翼よくをナターシア。左さ翼よくをカレンが率い、その後ろをターバ王が馬に乗り進んだ。

　両指揮官将の持つ兵力は、それぞれ２０００ずつと少ない。おそらくはバルオロールが手を回したのだろう。

　だがその事にナターシアは平然とした顔で、

「その方が都合がいい」

　と呟つぶやいた。ターバ王はそんな彼女の言葉を耳にする事は出来なかった為ため、この薄い兵力の前衛に不安を募つのらせた。

　脇にはティアニスが武装し、彼を守るように周りを警けい戒かいしている。

　そして北への撤退が始まるとすぐに、目の前にはグラウスタンディア軍の軍勢の姿が見えてくる。目算８万の軍勢は横に広がるように、広く薄く展開していた。

　斥せつ候こうより入った報告では、率いるのは十二貴族の一人ベルゲンである事がわかった。

（ベルゲンよ……其方そなたの言う通り、我は王としての道を行かせてもらうぞ）

　進しん撃げきの角笛が鳴なり響ひびき、双そう方ほうがぶつかり合う。

　だが、敵軍の様子がおかしい。

　ぶつかるというよりは、守りに徹しているようにも見えた。

　だがベルゲンの軍勢は最大値まで横に広く展開しており、こちらが全力でぶつかれば突とつ破ぱは可能であろう。

　采さい配はいを振るうつもりはない。自分は兵を鼓こ舞ぶし前へ進むだけだ。

　そう思った時、前方を率いていたナターシア、そしてカレンが後方へと下がってきた。

「法王陛下！」

「どうした？」

「前方、ベルゲン軍へ陛下をお連れします！　ご同行ください！」

　カレンの言葉にターバ王は呆あつ気けにとられた。

「どういうことだ？　何な故ぜ敵軍へと投降せねばならぬ」

　するとナターシアが言葉を継ついだ。

「ベルゲンは法王陛下が生きる為ための道を作り出しました。それはリジア宗しゆう旨し国家という国と引ひき換かえに陛下を生かす為の道です」

「待てっ……そんな事、許される訳がない！　王が国民も兵も置いて亡命など！」

「今までお話しできず申し訳ありませんでした。バルオロールの手の者が、どこで聞いているかわからず、陛下に申し上げる事が出来なかった事を平に詫わびさせてください」

「どういうことだ？」

「ベルゲンがグラウスタンディアと取とり交かわした約定は以下の通りになります。リジア宗旨国家がグラウスタンディア皇国に併へい合ごうされる代わりに、自治体制は間接的統治となり主権の多くはリジアに残ります。またターバ王は、国家の象しよう徴ちようとしリジェル教の頂点として存続する事をダカット皇こう帝ていは約束されました」

「そんなっ！　まさか……」

「事実でございます。グラウスタンディアは過去幾いく度ども宗教的自由を認めており前例を持っております。そしてリジア宗旨国家解体後、国民たちの心を支えるのは法王陛下のお役目になります。今、ここでバルオロールの野望に呑み込こまれ、死する事があれば、リジアは彼の者の思い通りになり滅め茶ちや苦く茶ちやにされる事でしょう。リジア宗旨国家はここで、一度滅ほろびねばならないのです」

　ナターシアの言葉をターバ王は正しく理解した。

　彼女はこの言葉を伝えるために、今の今までこの陣じん営えいに身を置いていたのだ。バルオロールからの報告で一度はベルゲンと接せつ触しよくを持ったと聞いていた。ベルゲンはグラウスタンディアにつくようナターシアに求めたが、彼女はそれを反ほ故ごにしたという。それはこの瞬間に、この情報を自分に伝える為ためであったのだ。

「よくぞ、このような遠大な計画を今までバルオロールに気づかれずにいたものだ」

　感かん嘆たんの言葉を漏もらすとナターシアは力強く答える。

「私は本気でリジアが優勢になるように立ち回っていたから、バルオロールに気づかれずに済んだのです――それでも……」

　そして彼女は小さく恥はじらうようにはにかんだ。

「そんな策を皇国の軍師は必ず見み抜ぬいてくれる、そう信じておりましたから」

　それを脇わきで聞いているカレンが少しムスッとしてみせた。それぞれに思うところはあるのだろう。それでも彼女の策は今こうして実を結んだのだ。

「相わかった。ナターシア・リブレリア、カレン・スーサ。大たい儀ぎであった」

　二人に感謝の言葉を放ち、後ろに続いた。

　バルオロール元帥に統治されたリジアに国民の平和はない。

　ここまで複雑に絡からみ合あってしまい、王ですら身動きの取れなくなったリジアという国は、一度解体され再び編成される時が来たのだ。

　それは多くの国民たちにとって不安と痛みを伴ともなう事である。

　だがそうでなければ近い将来、国民たちにより辛い思いをさせるのだ。

　ならば法王としてやるべき事は決まっている。

　そんなターバ王の心を後あと押おしするかのように、ナターシアの声が響く。

「陛下！　生きてくださいっ！　リジアの為ためにっ！　リジア宗旨国家の臣民の為にっ！」

　心打たれる響きであった。ナターシアの言葉に、ターバ王は最大限の敬意を払はらい目礼した。自らの矜きよう持じや権けん威いへの執しゆう着ちやくなど、とうの昔に捨てている。

（――王としてふるまえか……ベルゲン、其方の言っていた事は、つまりこの事であったのだな）

　即そく座ざにターバ王はナターシアへと返した。

「其方の申し入れ、受けさせていただこう」

　そう口にしたターバ王に、ナターシアとカレンは最大限の敬意を表した。

　前方に展開するベルゲンの軍に対して、ターバ王が先せん陣じんをきる。

　そこで自分は捕とらえられるのである。

　カレンとナターシア、そしてティアニスが王を守りながら最前まで赴おもむく。

　その姿が見えるとベルゲン軍は一いつ斉せいに、攻こう守しゆの手を止める。こちらもそれに呼応するように、進撃を止める合図の角笛が掻かき鳴らされた。

　そして、そこへゆっくりとベルゲンが歩み出てくる。彼はターバ王に薄く笑えみを浮かべた。

「陛下、耐たえ難がたきご決断――痛み入ります」

「構わぬ。其方がそう振ふる舞まえと言ったのではないか。我は其方の言う通り、王として歩むべき道を選ばせてもらったに過ぎぬ。しかし――また、大だい胆たんな策を思いついたものだな。リジアを終わらせて、立て直そうとは」

　そこへナターシアが間に入る。

「さあ、陛下。お行きください」

「ナターシア、其方らはどうするのだ」

「バルオロールに感づかれぬように立ち回らせてもらいます」

　そう言ってベルゲンがリジア軍の後方に目を移す。追従してくる筈はずのバルオロール軍と対峙する為ためである。だがその目は一いつ瞬しゆん大きく見開かれた。

「――まさかっ」

「どうしたベルゲン？」

　ターバ王もまた後方に目を向ける。だがそこには、バルオロールが率いる軍勢が居なかったのである。周りに展開するナターシアとカレンの軍勢２０００がいるばかりで、その後方に追従している筈はずのバルオロール軍の影かげがない。

「そういう事かっ！」

　ベルゲンが苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をすると同時に、南方から砲ほう撃げきの音がドォオン、ドォオンと無数に鳴り響く。さしものターバ王にも事態が呑のみ込めた。







[image: ]







　バルオロール元帥の軍勢は、北へ遁とん走そうするターバ王の軍勢とは逆に南へ進撃したのである。だがその意図が読めない。何の為に南へ行く必要があるというのだろうか？　自分たちを逃がす為？　いやそんな筈はずはない。

　するとナターシアが奥おく歯ばを噛かみしめながら、吐はき捨すてるように言った。

「バルオロールのやつ、兵を犠ぎ牲せいに乱戦に持ち込むつもりかっ！」

　その言葉でターバ王にもこの後に起こり得ることが何か察しがついた。

　南へ進撃し、ラトルグの新兵器の砲撃を食くらったリジア兵は恐怖に呑まれる。既すでに先の戦いで、ラトルグの兵器の恐おそろしさは痛感している。恐怖が芯しんまで沁しみ込んでいる。

　そこで上からの命令で、そのラトルグへの突貫。そして案あんの定じよう、ラトルグからあの恐ろしい兵器で砲撃された兵たちがどうなるか―――彼らは持ち場を捨てて逃げ出だす。

　つまりこれは軍としての統制が利きかない状況をバルオロールが自ら作りだしたのである。

　ベルゲンが大音声を上げた。

「すぐに陛下を避ひ難なんさせるんだっ！」

　その言葉にナターシアとカレンが続き、旗下の兵たちに命令が下される。

　未いまだ状況を把は握あくしていない兵たちではあったが、ナターシアとカレンの命めいに従したがい、即座に王を守るように陣じん形けいを作り、ベルゲンの軍と合流した。

　両陣営の兵ともに、狐きつねにつままれたような顔で、ベルゲン、ナターシア、カレンの指示に従い、王を守るように盾たてを構えた。

　そしてそこには次々にラトルグから逃にげてきたリジア軍が押おし寄よせる。それは人の波であった。土つち埃ぼこりを上げ、阿あ鼻び叫きよう喚かんが木こ魂だまし、隊列などというものは皆かい無むの人の波。それは津つ波なみの如ごとくターバ王のいる北側に向かって押し寄せてくる。

　もしこの中にバルオロールがいるとすれば、この場所に必ず現れる。この混乱状態とも言える状況こそ、ターバ王を誅ちゆう殺さつするにはうってつけの場と言えるからだ。

　いやわざわざバルオロールが手を下さずとも、この人の波に呑み込まれればただでは済まされない。今から逃げようとしても、それは不可能であろう。こちらの軍勢が追いつかれ、同じ人の波となるだけだ。

　絶望的とも言える状況を、ベルゲンは盾たてを構えさせた兵たちで守り切ろうとしているのである。だがこの人の波と共に並走するよりは、こちらの方が生存率は高いのは確かだった。

　そして地鳴りのよう乱れた軍ぐん靴かの音が目前まで迫っていたのだった。







第三章　神々の地平







　戦場のバルオロールは周りを屈くつ強きような兵たちに守らせながら、この状況に笑みを浮かべた。

　現在、バルオロールを取り巻く陣営は、主力の部隊から東に距離を置いて待機させていた。街かい道どう筋すじからも外れたこの場所に、逃げ惑まどうリジア兵が押し寄せる事はない。

主力の30万近くの兵たちには、あのラトルグの砲撃兵器に向かって突貫させた。

　だが当然、ラトルグの陣営からは次々に轟音と共に砲ほう弾だんが吐き出され、それはリジア軍の隊列を乱した。

　戦場に立ち込める硫黄いおうの臭においと、止やむ事のない砲撃音。

　リジア兵たちが慄おののき、自分の役目も配置も忘れて逃げ出すのに時間は要らなかった。

　その様子を遠巻きに見ながらバルオロールは吐き捨てる。

「貴様らのような軟弱な兵はリジアには要らん」

　このリジア陸海軍が抱える因いん習しゆうの権ごん化げとも言える軟弱な兵たち。矜きよう持じもなく、自らの役割の必要性すら考える事も出来ない無能な集団。

　そしてその元げん凶きようとも言える、封建制度の頂点たるターバ王。

　これで漸ようやく法王を始末できる。そう思うと笑わずにはいられない。敵の戦力まで使って作り出したこの錯さく乱らん状態に彼は満足していた。

　恐怖に慄き我を失った兵たちは、我先にと逃げ出す。この人の波にのまれれば、どれ程ほどナターシアたちが守り切ろうとしても、巻き込まれて引き殺されてしまうに違ちがいない。仮に運よく生き残ったとしても、後からこのバルオロール自らが率いた軍で確実に殺せばいい。

　完かん璧ぺきである。筋書きもラトルグの新兵器により戦場に散ったターバ王というお題目を上げればいい。国民はラトルグに激しい怒りを向ける。そしてその隙すきを突いて、バルオロールが王位に就つけばいいのだ。

「この貧弱なリジアは今日を以もつて終しゆう焉えんを迎むかえる」

　独りごつように彼はそう言った。嘗かつてから抱えていたリジアの大きな問題。それは精強な兵を作る事が出来ないという事であった。風土と文化、そして王政からの圧力が、リジア陸海軍の増長を抑よく止しし続けてきたのである。

　人数ばかりが増え、鍛たん錬れんが行き届かぬ烏う合ごうの衆をまとめ上げる事がバルオロールの人生の殆ほとんどであった。そしてそれは本来の軍としての役割を放ほう棄きしているのだと、彼は思っていた。だから幾度も軍政改革を持ち上げたが、その度たびに王家と法王庁、そしてリジア十二貴族が軍ぐん閥ばつの台頭を邪じや魔まするのだった。

　こんな事ではリジアはいつまでたってもネイレシア大陸を統一する事など出来ない。いや法王は既すでにそれを諦あきらめている、とすら思った。長きに亘わたりバルオロールはそんなリジアの軍政を変えようと尽じん力りよくし続けたが、第一次リジア戦せん役えきをきっかけにその考えを諦めた。

　リジアは既すでに守りに入った朽くちるだけの国なのだ――それがわかったのである。

　バルオロールにとって選せん択たくが迫られた。

　この守る事にのみ心血を注ぐ国に迎げい合ごうするか。

　それともこの国を変えるべきか。

　答えは後者であった。そしてその選択をする為には、更さらに大きな決断が必要であったのだ。それは他でもなく、このリジアという国の体制そのものを変えるという事。

　――この国は一度滅びねばならない。

　という結論であった。それは即すなわち王家への反逆であり、宗旨からの離り反はんであり、そしてリジア人としての矜持との決別でもあった。

　だがそれを押してなお、バルオロールはこの国を強い国にしなければならないという信念があった。だからその信念を実行に移す為に計画を進めた。

　第一次リジア戦役では、グラウスタンディアとの戦争の矢面にリジア十二貴族が向かうように仕向け、その間に自分に迎合する者を抱かかえ込み勢力を拡大させた。

　終戦を迎え、再びグラウスタンディアと事を構える段になると、そのリジア十二貴族を再び戦場に立たせ、彼かの国に葬ほうむらせた。

　戦力が少ないと昔から揶や揄ゆされてきたグラウスタンディアがここまで健けん闘とうするとは正直バルオロール自身も思っていなかった。

　だがそのおかげで、彼の計画は飛ひ躍やく的てきに進んだと言っていい。

　衰おとろえたとはいえ、リジア十二貴族の発言権はやはり脅きよう威いであったからだ。

　そのリジア十二貴族を敵国が葬ってくれた。

　本来であれば十年以上先を見み据すえていた計画が、あっという間に実現までこぎつけたのだ。この機会を逃のがすわけにはいかない。今こそターバ王を葬り、そしてバルオロールが王座に就けば、この国はもっと強くなる。世界に名を轟とどろかせる国家を形成する事が出来る。

　今までのように遠方の聖都に逼ひつ塞そくし、敵国から逃げ隠かくれするような国家体制は終わりを告げるのである。

「行くぞ。我々のやるべき事を果たすのだ」

　彼の言葉に、将校たちが無言で了りよう解かいの意思を示した。彼と考えを同じくする将校たちである。この国の兵の貧弱さを憂うれう憂ゆう国こくの士たちだ。

　バルオロールの軍勢は逃げ惑うリジア兵たちの後を追うように北へと進軍を開始した。




　ケデル平原の西の山道近くに、巨きよ岩がんの密集地帯がある。

　クロムとフィフニス隊はここまで撤退し、フィフニスが安静にできる場として確保した。

　フィフニス隊も、激しい戦せん闘とうによりその数を６００人にまで減らしていた。

　フィフニスが敵てき矢しに倒れた時、全員が死を覚かく悟ごで敵と斬り合い、結果、敵軍を圧倒する代わりに多くの兵を失った。

　容体の改善が見られないフィフニスを慎しん重ちように運んだ隊員たちではあったが、やはりこの状じよう況きよう下かでは、彼女にしてやれることはなく、敵の軍勢に見つからぬようにするしかなかった。

　クロムはリュリュと共に巨岩の上に上り、遠方の戦局を見定める。

　無事、ターバ王を救出できていれば問題ない。

　だがクロムの目に映った光景は、隊列を乱し北へと算さんを散らしたように遁とん走そうする30万のリジア軍であった。南側からはラトルグの物と思われる砲撃が繰くり返かえされている。

　あの圧あつ倒とう的てき兵器を前に恐きよう怖ふがふくれあがり飽ほう和わし、リジア軍の制せい御ぎよが利かなくなったのだろう。

　そしてその先には法王を守るように布ふ陣じんしたベルゲンたちの軍勢が密集隊形を形成し、守備の陣じんを固めていた。この状況下で並走し人の波に呑み込まれるよりは正しいやり方だ。だが時間がそれを許さないだろう。

　それもこれも、あのラトルグの圧倒的兵器が原因と言える。

　さしものクロムも、ラトルグの軍ぐん需じゆ兵器がここまでの水準に達しているとは考えもしなかった。この大陸間の戦争をどうにかしてしまうであろう恐ろしい効力を持っている。

　そしてラトルグは、その兵器の恐ろしさをリジアに、そしてグラウスタンディアに示そうというのだ。この強力な武器を相手に、ラトルグと戦うのか、と。

　だが今の問題はそちらではない。目の前のターバ王を助け出す事が肝かん要ようである。

　この軍勢が全すべてベルゲンの守る陣を通り過ぎるのには、どう考えても半日以上の時間が必要である。それほどまでに巨きよ大だいな軍勢なのだ。そして最悪なのは、ベルゲンが形成する陣がそれ程ほど持ちこたえてくれるとは思えない事である。

　即座に、クロムは隊に戻もどると、副隊長のダグラスに報告する。

「ターバ王が危険だ」

「なにっ！」

「僕ぼくはすぐにグラウスタンディア軍の陣営へ行く。ここはダグラスさんに任せたい」

「わかった。しかしおまえだけでいいのか？」

「一応リュリュと一いつ緒しよだ。それからお願いしたい事がある」

　するとダグラスは察したように頷うなずいた。

「ガキどもか？」

　そう言った瞬しゆん間かんに、エリオとリズが顔を覗のぞかせた。

「よんだ？」

「ボクたちに出来る事がありますか？」

　するとダグラスが困ったように頭を掻かいた。

「おまえらは静かにしてろ。ガキが顔出す状況じゃねえ」

　そう言ったダグラスをクロムが手で制した。

「いえ、この二人は僕についてきて欲しいんです」

「なにっ？　ガキを戦場に連れ出して戦わせるつもりか？」

「いえ、戦わせるわけではありませんが、見せておきたい物があるんです」

　するとエリオもリズも目を輝かがやかせた。こんな戦せん況きようにあっても子供だからか、それとも父のウル・マッカランに似たのか、動じるそぶりもない。

「連れてってくれよ！　俺に出来る事があるならよっ！」

「ボクもお役に立てるなら！」

　そんな二人に、クロムはにっこり笑って返した。

「ああ、よろしく頼たのむ。それからロブとヨシュアにもお願いしたいことが」

　するとフォッグ兄弟が落ち着いた様子で姿を現す。

「はいはい、なんですか？」

「まあ、我々に任せてもらえれば、専門分野に限っては存分に働こう」

「心強いですね。ではお二人には、この辺りの地形を出来る限り正確に地図にしてもらいたいです。時間とすれば一刻半以内といった所でしょうか」

「……一刻半ね」

「無む茶ちやを言ってくれる」

「できませんか？」

「「任せるがいい！　フォッグ兄弟に不可能はない！」」

　その言葉にクロムは首しゆ肯こうし、再びダグラスに向き直る。

「それではダグラスさん、これからターバ王救出の為ために僕はユースティナ様の陣営に行ってきます。一刻半以内に戻るつもりですが、もし戻らない場合は、すぐにこの砦とりでも引き払って山中へ逃げてください」

「リジアの軍勢がここにも押し寄せるって事か？」

「そうなります。フィフニスの事もありますが、敵に見つかっては元も子もありませんので」

「わかった。任せておけ」

「それにガジェルは、ここに置いて行きます。彼は戦力になるはずですから」

「助かる」

　そこまで話すと、クロムは急いで岩場から飛び出し、待っていたリュリュと合流した。

　山犬のモモの背に二人が乗ると、後からついてきたエリオとリズに手を伸ばし引き上げる。途と端たんに風のような勢いで、ケデル平原の大外を迂う回かいするように駆かけだした。

「おお、速い速いっ！」

　エリオがキャッキャッと声を上げ、リズが目を瞑つぶりながらクロムにしがみ付く。

　馬よりも早く駆けるモモの足は、戦闘の中心を外れた外縁を回りながらも、その速度をどんどん上げていった。

　兵の波の中心はケデル平原中央に近い。このまま敵兵と遭そう遇ぐうせずに、グラウスタンディア軍に合流し、そこで現状を伝え出しゆつ撃げき命令を発布せねばベルゲンとの約束を違たがえる事になる。

（そういう訳にはいかない。何より、ここでターバ王を無む為いに殺してしまえば、この戦乱は複雑化してしまう）

　そう思いながら、戦場の方角へ目を向ける。

　今もラトルグの陣営からは砲撃が繰り返されている。

「エリオ、あのラトルグの武器がどういう物かわかるかい？」

　すると問われたエリオは戦場に目を向け、ラトルグの砲撃兵器を凝ぎよう視しした。この距きよ離りからでは形が見える程ほどではない。

「わからねぇなあ……でもこの臭いって、温泉地でする臭いだよな？」

　するとクロムに縋すがりついていたリズがそれに答えた。

「そうだね。でも……何だろう……投石の原理とも全然違うし……もうちょっと近くで見てみないと……」

　まあそうだろうな、とクロムはこの位置からの考察はあきらめざるを得なかった。

　ただあのラトルグの砲撃兵器が、それまでの槍やりや弓、そして投石などとは一線を画かくす新たな武器である事は疑いようもなかった。

　そしてクロムたちが、どうにかユースティナのいる陣営にまでたどり着くと、

「皇国軍師！　クロム・ジャレット！　帰き還かんにつきダカット皇帝、及およびユースティナ皇女へのお目通りを願う！」

　そう声高に名乗りを上げると、すぐに兵がクロムを連れダカットの幕ばく舎しやへと連れていった。

　幕舎にはユースティナも到とう着ちやくしており、クロムの顔を見て目に涙なみだを浮うかべた。

「クロムよ、よくぞ無事で」

「それはユースティナ様もです。よくラトルグとの交こう渉しようを成功させてくださいました」

　すると後ろにいたファウラとイリヤが頬ほおを膨ふくらます。

「あたしも頑がん張ばったんだっけどなぁ！」

「無論、私の演技力も光っていたわけだが、さて……」

　クロムは頭を掻かきながら二人も労ねぎらい、再びユースティナに視線を戻す。

「ところで皇帝は？」

「間もなく来る。それよりフィフニスは……」

「まだ意識が戻りません。出来ればすぐに救護の隊を派は遣けんして欲しいのですが、戦場の様子からそれは難しいでしょうね」

　その言葉にユースティナも重く頷うなずき返した。

「うむ、まさかリジアがこちらに打って出るとは」

「あれはおそらくバルオロール元げん帥すいの策略でしょう。兵を錯乱させ、隊列を乱して逃げるところまでが彼の思おも惑わくです。そしてその渦か中ちゆうでターバ王を暗殺しようと画かく策さくしている筈はずです」

「なるほど、それであのような不可解な戦術を」

「そうです。わざわざ新兵器を振ふり翳かざすラトルグに突っ込んでくるなんて、どう考えても無む謀ぼうとしか言い様がない。ところでユースティナ様はあのラトルグの新兵器がなんであるかご存ぞん知じですか？」

　するとユースティナは残念そうに首を横に振る。

「国家機密らしい。それでもこの場を使い、その威い力りよくだけは徹てつ底てい的てきにこちらに見せつけてくれている。これを見たら、一戦やり合おうなど考えなくなるのが人の情だろう。おそらくこの技術でスクルタビア四国を短期間で落としたのも頷ける」

「……なるほど。まあその威力を見せつけても、絶対に秘密は漏らしてはくれないって事ですか――」

　そう言いながらクロムは僅わずかに笑みを浮かべた。

　するとそれを見たユースティナが何かを思い出したようにハッとする。

「……クロム、まさかあの時のように」

　あの時――そうだ、一次リジア戦役の時の事。

「やるのだな？　相手の秘密を盗ぬすみ出して来ようとしているのだな」

「はい、その通り。こんな時のための皇国七聖ですからね」

　その言葉にユースティナは幼い頃ころのように目を輝かせた。

「久しぶりだな、こういう情報戦は」

「ええ。それでも時間があまりありません。ここに来るまでに半刻を要しました。であるならラトルグの軍事機密を盗み出すのに半刻。そして戻るのに半刻が必要になります」

「かなり短いな……できるのか？」

「やってみるしかありません。まずファウラ」

「ほいほーい！」

「君はエリオとリズを連れて、あのラトルグの兵器の秘密を解き明かしてくれないか？」

「ほほぅ、この短時間でねぇ。無理をいいよる」

「君なら忍び込むのは可能だ。何より、エリオとリズがあれを見れば少なからずその秘密に近づける」

「あいよー。んじゃ、時間ないみたいだし早さつ速そく行ってくるよー」

　するとそんな三人をイリヤが呼びとめる。

「ちょっとあんたたち、そんなスタンディア人丸出しの格好で行ってどうすんの。今、ラトルグの衣装を用意してあげるからこっち来なさい」

「よっしゃ、頼むよイリヤー！」

「「おー！」」

　言うや否いなやファウラはエリオとリズを連れて幕舎を飛び出していく。

「さて彼女らがあの兵器の秘密を調べているうちに、こちらもやるべき事があります」

　するとユースティナが飛びつくようにクロムの下にやって来る。

「私にもできる事があるか？」

「はい、勿もち論ろんです」

「なんだ？」

「隊の編成をお願いします」

「我々も打って出るというのか？」

「いいえ、そういう訳ではありません。よろしいですか………」

　そこからクロムはユースティナに対し、策を口にした。




　イリヤからラトルグの装しよう束ぞくを着せられたファウラたちはラトルグの陣営へと潜せん入にゆうする。もちろん堂々と手ぶらで入っていくわけにはいかない。

　ファウラはラトルグ陣営の前衛への補給物資を運ぶ兵へい站たん輸送の荷車の列を発見する。その中で轍わだちにハマって前進できていない荷車を見つけると、即座にエリオとリズと共に助けに入る。

「ダイジョブっすか？」

　すると荷車を牽ひいていた若者は助かったとばかりに目で返礼した。

「たすかる。往おう生じようしていたんだ」

「あたし達も、さっき運び入れる時、ここの轍にハマりそうになってねぇ。忙いそがしくてもこの辺ちゃんとして欲ほしいよねぇ」

「まったくだ」

　すぐに荷車の後ろに回ると、エリオやリズよりも僅わずかに年上の少年が三人、必死で車輪を押し上げようとしていた。

「こいつを使おうぜ」

　そう言ってエリオは持っていた鉄の棒を車輪の下に挟み込み、梃て子この原理で持ち上げる。その瞬間を逃すなとばかりに、全員で荷車を轍わだちから脱出させた。

　漸ようやく荷車が前進しだす。

「助かった。ありがとよ！」

　このまま行かしてなるものかと、ファウラは荷車押しを続けながら、前で車を牽ひく青年に声を掛ける。

「あんた、こんな子供ばっかで荷に駄だ牽ひいてたらまた同じ事になっちゃうよー」

「んな事言ったって、俺おれたちゃこれで全員なんだ。仕方ない。あんたのとこだって似たようなもんだろう。兄弟総出で出で稼かせぎの口だろう」

「まぁねぇ。せっかくの稼ぎ時だから。国じゃ仕事にあぶれちゃってるしねぇ」

「どこも一緒だな」

「よっしゃ。んじゃ似た者のよしみで途と中ちゆうまで押したげるよ」

「なんだか悪いな」

「気にしない気にしない。いい事したら、そのぶん自分に返ってくるものさぁ」

　そう言いながら、ファウラは戦場の兵たちがいる周辺までやって来る。１町（約１０９ｍ）ほど離はなれた先では、例の兵器が火を噴いていた。

　巨大で頑がん丈じようそうな鉄製の筒つつの脇から火を入れると、即座に砲身は轟ごう音おんを鳴らし火を噴いた。

　そして鉄球が途と轍てつもない速度で、遠方に向かって吐きだされる。

　横目でそれを見ながらエリオとリズに声を掛けた。

「どうだい？　なんかわかりそう？」

　するとエリオは難しい顔で小さく唸うなった。

「原理はわかったし、あの砲台と同じものは作れると思う」

「わおっ、すごいねぇ」

「だけど、あれがわからなきゃただの鉄の塊かたまりだよ」

「あれ？」

　そう言ってエリオは砲身の中に黒い粉を詰つめている光景を指差した。

「あの粉の正体がわかんなきゃ意味ないって」

　すると脇にいたリズの方もそれを見ながらうんうんと頷うなずく。

「あの黒い粉が燃えて爆ばく発はつするのを利用して鉄球を飛ばしてるんですね。爆発の威力を鉄球に集中させる為ために砲身はかなり頑丈だと思いますし……それに、あの飛ひ距きよ離りを見るだけでも、投石器を超こえる力があると思います」

「んじゃ、やっぱあの黒い粉が必要なのかぁ……う～ん」

　そう言って、ファウラは懐ふところをまさぐる。
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「パコ、マル、ヨッコ出ておいで」

　するとファウラの胸元から三匹の小こ鼠ねずみがちゅるちゅると鳴き声を上げて飛び出してきた。

「ちょっと一仕事、お願いね」

　そう言って小鼠たちを放つと、三匹は一目散に麻あさ袋ぶくろに向かって駆けだした。そして見る間に麻袋に穴をあけると、そこから黒色の粉が零こぼれだす。

　ファウラはすぐさまそこに駆け寄ると、

「わわっ、やばい、やばい！　この袋、穴が空いてるよっ！」

　と言って零れだす黒色の粉を手で受け止めた。それをすかさず懐ふところの中にあった手紙用の筒の中に一部納めている間に、兵たちが駆けつけてくる。

「おい、おまえらは離れろ！　これは機密だ！」

「はい、ごめんなさい！」

　即座にファウラは黒色の粉の袋から飛びのく。

「そんじゃあと任せてもいいんですか？」

「当たり前だ。おまえらのような荷に駄だの者が触れていいものじゃない！」

　恫どう喝かつするように言ってきたので、これ幸いとばかりにファウラはエリオとリズを連れて逃げ出した。

　するとリズが小声でファウラに、

「あの、取れたんですか？」

　と聞いてくる。その質問にファウラはフフンと笑って返しただけであった。

「それより二人とも、ちょっとここで待っててくれる？　あたしちょっとお手洗いに行きたいのだよ」

「え、ここ出てからでもいいじゃん」

「そんな事言っても急いで行ってこいってクロムに急せかされてバタバタしてたしさあ」

「わかったよ。しょうがねぇなあ、ファウラ姉ちゃんは」

「ごみんね」

　ファウラは急いで手洗い場に向かい、戻って来る。

「ではでは行こうか、お二人さん」

　だが問題はこの陣営を出る段階で起こった。入り口の兵が持ち物の検査をしていたのである。勿論、入る時はそれ程検査は厳重ではないが、この陣営には持ち出されては困る物がある。それは他ほかでもなく、あの黒色の粉だ。

　当然ファウラたちも身体検査をされる事になる訳だが、リズがオロオロしだした。

「ファ、ファウラさん、あの、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「んん？　ダイジョブ、ダイジョブ。簡単には見つからないって」

「え、でも………」

　不安そうにするリズはさておき、ファウラたちのところに検けん閲えつが回って来る。彼らは荷物や衣服の中などに不ふ審しんな物がないか厳重にチェックしていく。流石さすがにその場で全ぜん裸らになれとまでは言わないが、ラトルグの装束で隠せそうな場所はだいたい限定されてくる。

「おい、貴様！　その懐の筒のような物は何だ？」

　兵の一人がファウラに詰め寄った。その声にリズもエリオも身を竦すくめる。

　ファウラだけがのらりくらりとした様子で、

「あ、これっすか？」

　と懐から筒を取り出した。それを見てリズとエリオは真っ青になった。

「中を見せろ」

「はいはい」

　そう言ってファウラは筒を開け、そして兵に手渡す。彼はそれを繁しげ々しげと見ていたが、

「よし、問題なし。通れ」

　と三人を陣じん営えいの外へと通してくれた。何が起こったのかわからなかったのはマッカラン兄きよう妹だいである。二人は目をパチクリさせながらしきりにファウラに目を向けてくる。

「ねぇ言ったでしょ。簡単には見つからないって」

「え、でも………」

「まあまあ。とりあえず帰ろうよ」

　そう言って行き交う人々のどさくさに紛まぎれてファウラたちはユースティナの幕舎まで戻って来ると、先ほどファウラの持っていたのと同じ筒を持ったクロムが出迎えた。

「やあファウラ、お帰り。この筒の中の物だけど………」

　言いかけるクロムに、リズもエリオも目を皿のように丸くしてまくし立てた。

「え、え、なんで？」

「どうして、クロムさんが持ってんの！」

　飛びつくマッカラン兄妹にクロムはたじたじになりながら、奥おくを指差した。

「さっき、運んできてもらったんだよ」

　その指した先で大おお鷲わしのティコがキュオッと一鳴きした。

「え、じゃあファウラ姉ちゃん、さっき便所行くって言って、ティコ呼んでたの？」

「そっだよー。お手洗いはそんなに人いないしねぇ」

　漸ようやくリズも胸をなでおろす。

「そっか……それであんなに落ち着いてたんですね……言ってくれればよかったのに」

　するとファウラはフフンと鼻で笑ってこう言った。

「なに言ってんのさあ。君たちが知ってたら自信満々な顔しちゃうでしょ。そうしたら逆に怪あやしまれるって。ああいうところは兵隊さんはおっかないなあ、って顔でいるのが労働者なのだよ。わかったかい？」

　ウィンクしてみせるファウラに、エリオとリズは脱力したようにその場に尻しり餅もちを突ついた。

　するとクロムがすぐにファウラにこの黒色の粉について問う。

「ファウラ、これがラトルグの兵器の秘密なんだね」

「そっだよー。これに火を点つけると爆発するんだって。詳しい事はエリオとリズが見てきたからそっちに聞いてね」

「なるほど、じゃあ二人からも聞かせてもらおうか」

　そう言われたエリオとリズは、すぐに立ち上がると今見てきた事をクロムに語って聞かせた。あのラトルグの砲撃兵器の原理を理解し、クロムは改めて彼の国の進んだ技術に驚きよう嘆たんせざるを得ない。ファウラが盗み出したこの僅わずかな黒色の粉――雷らい火かの粉と呼ばれる物を、どうにか分ぶん析せきし、グラウスタンディアで実用できるようにしなければならない。

　成分の分析には時間が掛かかるだろうが、これがあれば確実に解析はできる。

　そう思い、ファウラたちが手に入れてくれた黒色の粉を懐ふところに入れた。

「なるほど、二人ともありがとう。あの武器の大まかな原理は理解できたよ」

　とその時、リズがクロムに近づき耳打ちする。

「あの……もしかしてですけど」

「なんだい？」

「……えっとですね……兄さん、鉄の筒ってある？」

「ん？　あるけど」

「えっと……それからですね……」

　そう言って彼かの女じよが説明しだした事にクロムは再び驚きよう嘆たんした。

　リズが口にしたものは、今すぐではないが、確実にこの大陸史に残る発想であったからだ。




　ダグラスとルービルは外が騒さわがしくなるのを聞きつけ注意を向けた。クロムが戻ると言っていた時間までは後四半刻（約30分）程ほどある。

　だが錯乱したリジア兵たちの足は思ったより速く、こちらまで到とう達たつしてしまったようである。放っておけばここにもリジア兵たちが雪崩なだれ込こんでくる事は容易に想像できる。

　ここを守る為ためには、逃とう走そうしてくるリジア兵の注意を別に向けなければならない。

「動ける者は俺に続け！」

　ダグラスは剣けんをとり、兵たちを鼓こ舞ぶした。先の戦いで怪け我がを負った者は多い。動ける者とて疲ひ弊へいの色が濃こいのは見ずともわかる。だがここを死守せねば、隊長であるフィフニスを始め全ての兵が死ぬ事は必然であった。

　そこへ地質学者のロブが、兄のヨシュアと共にダグラスの下へとやって来る。

「ダグラス副隊長、こちらを見てください」

「なんだ？」

　彼らは先ほどまで外に出て、クロムに言われたこの周辺の地図を製作していた。

　目測を中心にしながらも、かなり詳細に描きこまれているのは、彼らが長年培つちかってきた経験が為なせるものであろう。

「今、直接出て行ってリジア兵とぶつかれば、我々はすぐに敵の軍勢に呑まれます」

「ああ、そうだな……しかし他に方法は……」

「いいえ。クロムが言っていた事を考えれば、おそらくこの場所を守る為ための算段があるのでしょう」

「ここを？　守れるのか？」

「はい。おそらくですが、敵に我々の姿を見せて、山道の方へ誘ゆう導どうしようという事なのだと思います」

　たしかにこの岩場の北側に、山道へ続く開けた場所がある。

ここへ誘導し、そのまま彼らを山道へと追いやれば、この岩場にリジア兵が殺さつ到とうする事は避さけられる可能性がある。

「やってみるか……かなり難しいが」

「今はその方法しかありませんからね」

「わかった。ルービル、二手に分かれて敵を誘導するぞ」

「おう、任せろ」

　ふとダグラスは眠り続けるフィフニスに目を移した。彼女の意識は未いまだに戻る気配はない。彼女がもしいてくれたのならこの状況がどう変わっただろうか、と愚ぐにもつかない事を考えてしまう。頭かぶりを振ってその思いを打ち消し、戦の準備をした。

　ダグラスとルービルは残った兵の内、動ける者４００名を率いて岩場から北側に展開した。そこには皇国七聖の一人、ガジェル・プリアモスも同行してくれた。

　彼はクロムと共に激しい戦火の中を通って来たに拘かかわらず、怪我はほとんどなかった。屈強な戦士である事はダグラスもよく知っている。だがこの戦線は、彼とともにしていてもやはり苦しい事は明白であった。

　南側に目を移すと、隊列を組まない敗残兵たちの波が押おし寄よせてくる。

　彼らの注意を岩場の隠れがではなく、山道へ向けさせる事。それがダグラスたちの目的だ。だとすればダグラスたちが先まず人の壁かべとして彼らと対たい峙じしなければならない。

　リジア兵はダグラスたちの向こうに見える山道に気が付く。彼らにダグラスたちが山道を守っているのだ、と錯さつ覚かくさせるのだ。そうすれば彼らは、そこが安あん全ぜん圏けんであると思い込み殺到するだろう。

　そうなったらダグラスたちは即そく座ざに撤てつ退たいすればいい。だが、撤退など出来るだろうか。これ程ほどまでの軍勢を前に、乱戦となったら、もはや自分たちの逃にげ道みちなど存在しないだろう。

　それでもフィフニスを守ることが出来るのなら――思いは皆みな一いつ緒しよだった。

　自分たちをここまで率い、強くしてくれた隊長を守る事。それだけが彼らに残った執しゆう念ねんとも言える思いだった。

　ふとルービルが遠くの軍勢を見ながら笑えみを漏もらした。

「なぁダグラス」

「なんだ？」

「俺はあんま、ここで死んでも後悔がねぇような気がする。隊長の為ために死ぬのなら、それ程悪くねえ死に方だなと思うんだ」

　ダグラスは答えなかった。同意するのも野や暮ぼだと思ったからだ。言わずともわかる。思いは同じなのだ。

「楽しかったなあ、フィフニスちゃんの隊は。俺は軍隊が楽しいなんて思ったのははじめてだったよ。まあ当然か。食うに困って入った軍隊がおもしれえわけがねえ。でも、ここは楽しかった。本当に毎日が楽しくって仕方なかった」

「――ああ」

　そこから先は言葉が出なかった。それはルービルも同じだったらしく、お互たがい暫しばし無言で遠方に目をやっていた。

　そしてルービルは意を決したように顔を両手でピシャンと叩たたく。

「よっしゃ！　行くかい、ダグラス」

「行こうっ！」

　迫せまりくるリジア軍にダグラス、ルービル以下隊の者たちは武器を構え陣じん形けいを組んだ。

　それは嘗かつてフィフニスと共に幾いく度ども調練され、そして実戦でも使い続けてきた基本的な守りを固める密集陣である。

　殺到するリジア兵をこちらに誘導する為ために、注意を惹ひきつける。

　逃走する陣形を乱したリジア兵たちは、ダグラスたちを見つけるとそちらに殺到した。

　敵兵が守っているという事は、何か隠れる場所がある――そう単純に考えたのだろう。今の彼らは藁わらにもすがる思いで逃走している。僅わずかでも可能性があれば、それが何であれ掴つかみ取ろうとする。ダグラスたちが狙ねらったのはそれだった。

　リジア兵たちはダグラスとルービルが陣を構える部隊へ突とつ貫かんしてきた。

　衝しよう突とつとなれば守りを固めやり過ごす。

　両者ぶつかり合うが、陣形を保ったこちらの守りは堅い。

　合間を縫ぬって攻こう撃げきをすれば確実に敵を仕留めていく事が出来る。

　だがそれでもリジア側の方が人の数が圧倒的であった。こちらはどうにか持ちこたえているが、あちらの数があまりに多く、陣形は乱れ始める。

「クソッ！　もたねぇぞ！」

　このまま押され続ければ、最後は決けつ壊かいするだけ。

　その時だった、陣の後方から声が上がる。

「開け！　俺が出る！」

　それはガジェル・プリアモスの声であった。ダグラスは彼の言葉に即応して指示を飛ばした。

「中央、展開！」

　陣形の中央に道が出来た。

　そこにリジア兵が殺到する――よりも早く、ガジェルが飛び出だした。そして殺到しようとするリジア兵を、ただ一人の力で押し返したのである。

「おりゃああああ！」

　大剣を使って人の波を思い切り押し返す。後ろからはひたすらに押し寄せる圧力。それを押し返すガジェルの剛ごう腕わん。

　間に挟はさまれた者は当然、人の形を崩くずして圧死した。

　その間かん隙げきに滑すべり込ませるかのようにガジェルの大剣が横よこ一いつ閃せん、リジア兵を幾いく人にんも同時に斬きり裂き血ち飛沫しぶきが飛んだ。

　それを目まの当あたりにして一いつ瞬しゆん怯ひるむ先頭のリジア兵たち。だが知らぬ後方のリジア兵がそれを押しのけようとして将しよう棋ぎ倒だおしになる。

　この瞬間を逃のがすわけにはいかなかった。すぐにダグラスは大だい音おん声じようを上げる。

「隊列、組みなおせ！」

　見る間に乱れかけていた陣形が元に戻る。

　その間にもガジェルは狂ったかのように迫りくるリジア兵を血祭りにあげて行った。

　だが無数に湧わいてくるリジア兵を前に、ガジェルでさえ押され始めていた。

　当然の事である。一いつ己この勇ゆうでは戦いくさは争えない。

　見ればガジェルの身体からだに無数の傷が見て取れる。錯さく乱らんしたリジア兵の集団を前に、たとえガジェルといえど無傷ではいられなかったのだ。

「ガジェル！　戻れっ！」

　ダグラスの言葉にガジェルはこちらをちらりと見ると、そのまま後方へ下がった。狂きよう戦せん士しなどと揶や揄ゆされていた彼かれであったが、ダグラスの声が届かねばどうしようかと思っていた。戦いに夢中になる彼をそのまま死なせるのはあまりに惜おしい。

　ガジェルを戦列に戻すと、ここから再び人の波との力比べである。

　一時は良かったものの、すぐにリジア軍の勢力に押され、再び隊列が崩くずれ始める。

　リジア兵たちも、必死で守るダグラスたちの姿に、この先にうまく逃げ遂おおせる事の出来る場があると思い込み、突とつ破ぱしようと懸けん命めいになる。

（――もう少しか……）

　辺りの様子を見る。僅わずかに離れた位置を指揮するルービルが目で軽く合図を送ってきた。あちらもこの辺りが潮時と踏ふんでいるのだろう。

「よし！　陣形を変えろっ！」

　ダグラスの声で守りに徹てつしていた方ほう陣じんは一いつ斉せいに二つに分かれる。同時に鏃やじりのように錐すい陣じんを形成し、雪崩なだれ込むリジア兵たちをやり過ごす。

　リジア兵は漸く突破口が開いたと思い込み、そのまま山道へと向かって一いつ斉せいに押しかけた。

　怒ど涛とうのように押し寄せるリジア兵たちに、ダグラスたちは一個の塊となり必死で耐たえた。我先にと殺到するリジア兵たちに、既すでにダグラスたちは見えていない。

　ただの障害物としか映っていないだろう。

　だから彼らは時に激しくぶつかり、時に岩に登るように足あし蹴げにした。

「耐えろ！　最後まで耐え抜ぬくんだ！」

　必死で旗き下かの兵を鼓こ舞ぶするも、怒ど号ごうが飛び交う戦場で彼の声が届いている可能性は低い。

　だが人の激流は氾はん濫らんした河と同じだ。

　どれ程ほど、ひと塊となり身を寄せ合おうと、この潮流に逆らうことは出来ない。流されれば最後、ボロ雑ぞう巾きんのように踏ふみつぶされるだけ。

　歯を食いしばり、耐たえに耐える――が、ひとり、またひとり、と引き剥はがされるように人の濁だく流りゆうにのみ込まれて行く。

　そしてダグラスを始め、他の者もみな心と身体の限界が近づいてきた事を察した。

　いつまでも濁流に身を晒さらして耐たえられるわけがない。

　いや、寧むしろここまでよく耐えた。何より、目的は達せられたのだ。あの岩山からこちらに注意を向ける事には成功している。だからここでたとえ濁だく流りゆうにのみ込まれようと悔くいはない。

　やるべき事をやったのだ。そうダグラスが思った瞬しゆん間かんであった。

「諦あきらめないでくださいっ！」

　頭上から鈴すずのように降り注ぐ声。

　聞き覚えのある――いや待ち望んでいたその声に、ダグラスは目を上げた。

　人の濁流の間に、巨きよ石せきの岩の頂点に立つフィフニス・マカオンの姿があった。

　彼女はロブ、ヨシュアに支えられながらも、懸命に立ち、こちらに向かって声を張り上げた。

「１０２連隊の隊員はこの程度で諦めるような兵隊じゃあありません！　最後まで必死でもがいて、そして生きて戻もどる事が出来る人たちですっ！」

　そうだ。彼女がまさにそれを体現したではないか。いつ死んでもおかしくない状態を彷徨さまよい、今こうして目を覚まし、そして自分たちを鼓舞しにやってきた。

　ダグラスは声を張り上げた。
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「隊長の命令だっ！　おまえら！　死ぬなっ！」

「「「はいっ!!」」」

　身体を満たす倦けん怠たい感かんが霧きりのように晴れていた。

　全員が一丸となり声を合わせた。そして怒ど涛とうの人の波を掻かい潜くぐる。少しずつ前進しながら、隊長のいるあの岩場まで戻るのだ。

　もはやダグラスたちの中に、先ほどの絶望感は皆かい無むとなっていた。




　ナターシアは必死で王を守ろうと陣形の維い持じを命じた。

　しかしリジア兵たちの人の波はその守りを次し第だいに削けずり取とって行く。ベルゲンの旗下８万がターバ王を中心に取り囲んでいる。だがそれすらも錯乱した人間の奔ほん流りゆうには勝つことが出来ない。あまりに数が多すぎるからだ。止めどなく向かいくるリジア兵を、８万の兵は必死で斬り捨て、近づけさせないようにした。

　だがあちらも死にたくないという本能で目の前の敵を撃げき滅めつしようとする。

　こちらの陣形が乱れれば即座に乱戦となる。そうなったらもうターバ王を守る事は出来ない。容よう易いにリジア兵の侵しん入にゆうを可能にするからだ。

「ナターシア様」

　脇わきにいたカレンが苦く渋じゆうの表情を顔に浮かべながら声を掛けてきた。

「もはや我々の軍勢は決壊寸前です」

「ああ、そうだろうな……もし仮に全すべてを耐たえきったとしても、バルオロールが別の方策を考えている筈はずだ……抜ぬけ目のない男だからな、あの反逆者は」

「だとすれば……」

　その時、別の方向から声が上がる。

「ならば待つしかあるまい」

　ベルゲン・アディクであった。

　彼は未いまだ掻かき消えぬ闘とう志しを目に滾たぎらせていた。そんな彼にナターシアは問う。

「待つとは……なにを？」

　すると彼はニヤリと笑い、こう言った。

「――皇国の軍師さ」

　彼の口からその言葉が出るとは思わず、ナターシアは息を呑んだ。

　決して誰だれにも頼ろうとしないベルゲンにとっても、やはりこの状じよう況きようを覆くつがえす事が出来るのは、外的要因という事になるのであろう。そしてその外的要因は他でもなく、ナターシアにとっての最大の敵の名前。

「ベルゲン殿どの……あなたはあの軍師を頼るというのですか？」

「そうだ。この俺が居なくなった後のリジアはあいつに託たくしてある。今更自分が死ぬ事に何の憂うれいもない！」

「――それは……まさか」

　ベルゲンはナターシアに向かい僅わずかに笑うと前を向いた。

「ターバ王を任せる」

「待って下さい！　まさかっ……！」

「両りよう翼よくを開け！　リジア十二貴族ベルゲン・アディク、打って出るっ！　法王陛下とリジアの民たみに命を捧ささげられる者は我に続けっ！」

　ベルゲンは旗下の兵を連れると、前へと出た。即座にナターシアは彼の意い図とを察した。

　ジリジリと削られるこの状況を挽ばん回かいする為ために前へ出たのだ。このまま守りのみでやり過ごす事は出来ない。ターバ王を守り切るのであれば、敵を遠ざけねばならない。だとすれば、前に出て戦わねばならない。それは自らが生いけ贄にえとなる選せん択たくだ。

「ナターシア！　カレン！　この国を守れっ！　この国の希望を、民の希望を守るのだっ！」

　ベルゲンの軍勢が怒涛の兵の波を割った。陣形を乱した人の波を相手にベルゲンの軍勢は激しくぶつかり、そして敵を遠ざけんと切り結ぶ。

　だがそれはいつ途切れるともわからぬ人海との戦。

　見る間にベルゲンの軍勢は削けずられて行く。

　だが同時に、人の流れは僅わずかにこちらを避けるように動いた。彼の思惑通り、リジア兵の動きを翻ほん弄ろうしたのだ。

　それは僅わずかな物ではあった。

　だがこの間隙を作り出す事が、自らの命を賭としてまで前へ出たベルゲンの決意の証あかしであったのだった。

　彼の決意がどれ程ほどの時間を稼げたかはわからない。

　だが確実に、ベルゲンの前進は法王とこの国の命を生きながらえさせた。

　この僅わずかな時間こそが、リジア宗しゆう旨し国家の臣しん民みん全すべてを救う事にナターシアは勿論、この戦場にいる誰もが気付いてはいなかった。




　人の流れが変わった。

　フィフニス隊の潜ひそむ岩場周辺に怒ど涛とうのように押し寄せていたリジア兵が明らかに減ったのである。

　ダグラスが眉み間けんに皺しわを寄せながら、その様子を注視した。

「どういうことだ？」

　横に立った地質学者のロブが口を開いた。

「戦場の中央で何か動きがあったようですね。おそらくは隊列の乱れがあったのでしょう。結果こちら側は少しばかり登り勾こう配ばいなので流れてくる人間の数が減ったんだと思います」

　すると岩場の下にいたフィフニスが口を開いた。

「それでも私たちの目的を忘れてはいけません。ターバ王を守り、グラウスタンディアで保護しなければならないのですから」

　身を起こしかけたフィフニスにルービルが心配そうな顔をした。

「隊長、無理に動かないで下さい」

　奇跡的に目を覚ましたフィフニスであったが、血を流し過ぎた事には変わりない。

　傷の手当ても応急処置でしかなく、未だ激痛が彼女の身体を苛さいなんでいる。ともすれば痛みで再び気を失ってもおかしくない筈はずなのだ。

　だが彼女は毅き然ぜんとした態度でこう言った。

「今は私が弱音を吐はいてる場合じゃありませんから」

「いや、隊長は弱音吐いていいですって。死んでもおかしくなかったんですよ」

「騎き士しである以上、死は覚かく悟ごで戦場にいます」

「みんなフィフニスちゃんに死んでほしくねえんだ！　隊長！　俺たち、みんなあんたに生きててほしい！　それだけなんだよ！」

　目に涙なみだを溜ためながら言うルービルにフィフニスは一瞬キョトンとして、それから小さく微笑ほほえんだ。

「………すみません。皆みなさんにはご心配をおかけしました」

　そこへダグラスが戻って来る。

「どちらにしても無策に飛び出すのはいけないと思う。あの軍師が帰って来るのを待つべきとは思うが……」

　彼が帰って来ると告げていた時刻は過ぎていた。いや、この状況下で彼が戻ってくれるとは思えない。気象学者のヨシュアが太陽の角度を見ながら呟つぶやく。

「どちらにしても間もなく日が暮れます。そうなれば今度は、もっと収拾のつかない事になる可能性がある」

「それはどういう？」

「この撤退はまだ続きますから……それが視界の悪い日暮れ以降はもっと悪夢のような状況になります」

　この現状ですら彼らは蝗いなごの大群のようにあたりを滅め茶ちや苦く茶ちやにして進んでいる。

そのうえ闇やみに包まれたとなれば、彼らは方角を失い膠こう着ちやくした緊きん張ちよう感かんが生まれる。

「なにより……」

　そう言いながらヨシュアは表情を険けわしくした。

「今夜は雲が出そうなんです」

　全員が絶句した。リジアの気候はあまり雨が降らないので、夜とはいえ月や星が煌こう々こうと輝かがやいている。それが唯ゆい一いつの救いかと思っていたが、それが閉ざされる事になるというのだ。

「へぇ、何も見えなくなるって事ですか。それは都合がいい」

　突とつ然ぜん、岩場の外から聞こえた声に、全員が振り向いた。

　そこに立っていた男の姿に、フィフニスが目を細める。

「………クロム」

「お待たせしました。少々準備に手間取ってしまいましが、みなさん無事のようですね」

　言いながら入って来るクロムにフィフニスが飛びついた。そんな彼女を抱だき留める。

「気が付いたんだね。よかった」

「……クロム……どこ行ってたんですか……」

　彼女の手が小さく震ふるえている。ずっと気を張っていたのだろう。16の少女が戦場の局面を左右する場にいて平気な訳がない。多くの仲間が居てくれたからこうして気丈で今までいられたのだろう。

　クロムはフィフニスのやわらかな髪を撫なでて落ち着かせた。

「すまなかったね。さっきも言ったが、準備があったんだ。思ったよりその成果が大きい。この戦局、覆くつがえす事が出来そうだ」

　そう言ったクロムの後に続くように、エリオとリズが、そしてファウラ、イリヤ、更さらにその後にユースティナが続く。

　その光景にフィフニスが目を瞬しばたたかせる。

「あれ……え？　え？」

　そんな彼女の前にユースティナは歩みよると微笑んだ。

「よかった……フィフニスが重体と聞いて心配した」

「勿もつ体たいないお言葉です……でもユースティナ様までこのような場に……」

「私だけではない。このバルオロールのターバ王暗殺の策略に、多くの兵が動いている。先ほど兄ダカットも再び出しゆつ陣じんした。この一戦、リジアとグラウスタンディア、両国の命運がかかっている。私も戦線に立たせてもらうぞ」

　そう言ったユースティナにフィフニスは傅かしずいた。

「どうぞ、ご一いつ緒しよさせてください！」

「……フィフニス、其方そなたは十分に戦った。今も傷つき医者の介かい抱ほうが必要な状況であろう」

　そう言われたフィフニスは口惜くやしそうに下を向く。彼女は今、剣を持つ事すら儘ままならない。そんな状態で戦場に出れば、敵の餌え食じきになる事は目に見えている。

　しかし皇女までもが戦線に立つ今、自分が負傷して戦場に赴おもむくことが出来ない、という現状が悔しいに決まっている。

　それでも分別のあるフィフニスはそれを呑のみ下し、頭こうべを垂たれた。

　そんな彼女の肩かたをクロムがやさしく抱く。

「すまない、フィフニス」

「………はい」

　彼女は肩を震わせて大おお粒つぶの涙を零こぼした。




　この岩場の隠れ家に駐ちゆう屯とんしたのはユースティナ率いる２０００の遊ゆう撃げき隊たいである。

全員が騎き馬ばで速力を持った隊だ。

　ラトルグの陣営から、全力で大外の山道付近をとばしてきた。中央周辺にいるリジア兵は皆歩兵である為ため、ケデル平原の端はしまで注意が行き届いていない。なので彼らに気付かれず、交戦する事無くここまで到とう着ちやくできたのである。
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　クロムは岩場の外に出ると、そんなユースティナ隊とは別の１００人ばかりの一団の下へと向かった。彼らは一様にラトルグの武具を身に着けた兵たちである。その中にコウソンの姿があった。

「コウソンさん、ご協力、痛み入ります」

　クロムが頭を下げると彼はにこりともせずに答えた。

「ユースティナ皇女自ら、我わが陣営へいらっしって懇こん願がんされたのです。断る事は出来ない」

「無む茶ちやな要求であった事は理解しています」

「本当に理解できているんですか？」

　訝いぶかし気にコウソンはクロムを眇すがめ見た。

「――雷火の粉を貸してくれ、などという申し入れは通常は聞き入れられませんからね」

「まあ、きっと国家機密でしょうからね」

「そこまでわかっていて貸せと皇女を使ってまで言うのだから見上げた根性ですよ。ただ、我々も国家機密である以上は、現物をお渡しするような事は出来ません。あなた方の策には乗りますが、それを行使するのは我々です」

「それで十分です。断られたらどうしようかと思いました」

　そう言ってクロムが笑うと、コウソンはつまらなそうに目を逸そらした。

「……この状況を作り出したのは他でもないラトルグですからね。敵軍の策略とはいえ、向かってくるリジア兵に砲ほう撃げき命令を出したのは事実。その尻しり拭ぬぐいくらいはちゃんとしますよ」

「ありがとうございます。こちらの依い頼らいを受け入れていただけて幸いです」

「ところで、あなたの言っている事は実現できそうなんですか？　私には到とう底てい不可能に思えるのですが……」

「その点はご心配なく」

　クロムがそう言うと、地図を持った地質学者ロブが現れ、その後に俳優のイリヤが続いた。

「先ほど頼たのんであったものは出来ているね」

「ええ、勿もち論ろんだが……でも目もく測そくが大きいからな……」

　そう言ってロブが広げた地図は見事な出来栄えであった。

　目測が入っているとはいえ、ここまで出来ていれば十分だ。

「さて、イリヤさん」

「なによ」

「この土地なんだけど、浅くではあるが擂すり鉢ばち状じようになっている場所がいくつか点在している。以前、イリヤさんが立った舞ぶ台たいで擂鉢状で音響効果を発揮する舞台っていうのがあった筈はずだけど……」

「野外円形劇場テアトロの事でしょ。あれがどうしたのよ？」

「あの音響効果を使いたいんです」

「使いたいったって、音を反響させて効果を発揮させるには、角度とか材質とかいろいろあるのよ」

「この辺りの地質は岩石と砂です。硬かたく音を反響させる事が可能です。野外円形劇場テアトロの物に劣おとるとは言っても悪くはない筈はず。この地図上でその効果を一番発揮できるのはどこになるでしょうか？」

「もしかしてそこであたしに演技をしろと？」

「いやいやそういう訳じゃないですよ。この地図上で音響効果を最大に発揮できる場所を特定して欲ほしい、それだけです」

「それなら……ここかしらね」

　地図上のある位置をイリヤは示した。そこはこの岩山から北東の位置にある。距きよ離りはそれ程ほどないが、途と中ちゆうには逃走中のリジア兵がいる。これを掻かい潜くぐる必要がありそうだ。

　それを聞いていたコウソンが、眉み間けんに皺しわを寄せ間に入った。

「まさか、ここで雷火の粉を爆ばく発はつさせろというのですか？」

「その通りです。あの爆発力を持って炸さく裂れつすれば、その音は増ぞう幅ふくされこの平原に響ひびき渡わたるでしょう」

「しかしそれでは、新たな混乱を生むのではないですか？」

　しかしクロムは首を横に振ふる。

「いいえ、逆です。これで兵たちの動きを止める事が出来ます」

　コウソンは暫しばしクロムの顔を窺うかがうように凝ぎよう視しした。

しかし身じろぎもしないクロムに彼は溜ため息いきを吐つくと、

「わかりました。やってみましょう」

　と了りよう承しようの意を伝えた。しかし続いて彼は釘くぎを刺さすようにこう言った。

「しかしこの策は、我々だけでやらせてもらいます」

「それでは……」

　言いかけたクロムをコウソンが手で制す。

「問題ありません。ソホウ将軍、この人数で行けますね」

　するとソホウが憮ぶ然ぜんとした態度で頷うなずいた。

「大変な事には変わりないが、やってみるさ」

「そういう事です。なので、余計な手出しは無用です」

「だが、それは危険ではありませんか？」

「いいえ。危険なのは、この一部始終をあなた方に見られる事ですから」

　そう言った彼にクロムはそれ以上反論しようとはしなかった。

「わかりました。仰おつしやる通り、お任せいたします」

「それで構いません」

　即座にコウソンを含ふくめた１００人は、ソホウ将軍を中心に指定の位置に向けて発たった。

　僅わずかな人数でそんな事が可能なのだろうかと思ったが、それはクロムの杞き憂ゆうであった。彼らは馬に引かせる雷火の粉の入った樽たるを後方に配し、錐すい陣じんを形成すると、逃走するリジア兵の波を割った。

　全員が槍やりと矛ほこで見事な連れん携けいを見せ、一分の隙すきもなく人の波を掻かい潜くぐっていく。

　クロムは彼らを見送りながら、すぐに次の行動に移った。ユースティナを含ふくめた隊に出陣の準備をさせたのである。こちらも悠ゆう長ちようにはしていられない。

　時間が物を言う状態だ。そしてその好機は一度しかない。

　その時、岩の上からファウラの声が聞こえた。

「クロム！　ターバ王はあっちだよ！」

　彼女の指さす方角を見ると、大おお鷲わしのティコが帰ってくる。

大鷲の飛んでくる方角にいるという事だ。ファウラの指示で、ターバ王を守る陣じんがどこにあるのか、ティコに見に行かせたのである。

　ティコは上空を飛び、逃走とは違ちがう動きをする一団を発見し、戻ってきただけだが、それでターバ王がいる場所の方角は特定できたのだ。

　ただ距離までは掴つかめない。そこまでの道を空けるにはユースティナが引き連れてきた２０００の騎馬兵では難しいだろう。

「よし、エリオ、リズ！」

　すると作業をしていたエリオが顔を上げる。

「おう！　もう終わるよ！」

　そう言って彼が他ほかの兵と協力して組み上げていたのは小型の投石器だった。巨石を使った投石器と比べれば、分ふん銅どうが小さい分、飛ひ距きよ離りも短い。

「よし、これで大だい丈じよう夫ぶの筈はずです」

　チェックを終えたリズが、クロムに頷うなずきかける。

「よし！　準備出来次第、投石を開始する」

　すると兵たちによって人の頭大の岩がセットされ、順次投石を開始した。

　飛んだ石は弧こを描えがくのではなく、真っ直すぐに物もの凄すごい速度でリジア兵の人の波にぶつかった。

「よっしゃ！　成功じゃんか！」

「威い力りよくも計算通りだね」

　二人が作りあげたのは、バネを使った投石器であった。従じゆう来らいの投石器のように、巨石が放物線を描きながら敵てき陣じんに突っ込こむ種類のものではない。小さい岩である方が効果を発する種類の物である。

　鋼こう鉄てつの斥せき力りよくを使って岩を飛ばすという発想は、どちらかと言えば弓のそれに近い。

　エリオは資材置き場にあった鉄材と、船上などで使われる小型の投石器を組み合わせて即座に10基きの小型投石器を作り出したのだ。発想もさることながら、この短時間でそれを形にする能力もずば抜けている。

　これは大型の投石器の設計思想からは出てこないだろう。

　根本的に考え方と視点を変えた兵器である。

　その豪ごう速そくで投げ出される岩に、リジア兵は慄おののき人の波が割れる。

「よし、隊列を整えて突貫します」

　指示を与え出立しようとするクロムの下へ、リズが駆かけ寄ってきた。

「クロムさん、これ、持ってってください」

　それは金属でできた筒つつ状じようの棒であった。何事かと思ったクロムにリズは周りを気にしながら声を潜める。

「さっき話してた物を兄さんとありあわせで作ったんです。役にたつかもしれないので……」

　そう言ってリズはこの筒の使い方を説明していった。そんなクロムの下へ馬に乗ったユースティナがやって来る。

「クロム、ぐずぐずしている暇ひまはないぞ」

　クロムも同意して、馬に鞭むちを入れる。

「そうですね。行きましょう、ユースティナ様」

「ああ！」

　ユースティナの号令のもと、ガジェルを先頭に２０００の騎馬兵が一いつ斉せいに出来上がった人の波を割った。

　それはリジアとグラウスタンディアを救うための道だ。

　雲の掛かかった西の山は、燃えるような赤に染まっている。

　日が沈しずめば完全にこの周辺は闇の底に落ちるだろう。

　騎馬兵はユースティナの号令のもと、槍を持ってリジア兵を牽けん制せいした。だが後ろから押せ押せとばかり未いまだ逃とう走そうを繰くり返かえすリジア兵に、騎馬であるユースティナの隊も大いに手を拱こまねいた。

　そして完全に陽ひが沈むと、ケデル平原の大地は闇に沈んだ。

「クロムよ！　まだか！」

「まだです！　堪こらえてください！」

　ユースティナは松明たいまつに火を燈ともす事を要求したがクロムはそれを制した。

　まだだ。まだ松明たいまつに火を燈ともしてはならない。

　今、松明たいまつに火を燈せば、それを目印にリジア兵が殺さつ到とうする事になる。ここは手て探さぐりのような状況でも、我が慢まんしなければならない。

　その時だった。遠方より、轟ごう音おんが鳴なり響いた。

　それは大地を揺ゆるがし、山が割れるかのような激しい音であった。

　コウソンが向かった擂すり鉢ばち状じようの地形の底で、雷らい火かの粉に火を放ったのだ。

　音が増幅される効果を狙ったものであったが、想像以上の轟ごう音おんが鳴り響いた。

　その音にリジア兵たちは逃げる事を忘れ放心した。何しろ、自分たちが逃げようとした方角からあの轟音が鳴り響いたからだ。

「ユースティナ様！　今です！」

　クロムの声に合わせ、一斉にユースティナの隊の全ての兵が、松明たいまつに火をつけた。途と端たんにユースティナの率いる隊の列が一直線の光の帯のようになり、辺りを照らし出す。

　リジア兵はそれを見て目が眩くらんだように仰ぎよう天てんした。

　轟音の後に炎ほのおの光を見たリジア兵は一様に火を恐おそれた。

　彼らは這はいつくばるように、ユースティナの隊列から逃にげ出した。

　クロムが狙ったのはこれだった。人間の思考はどんなに混乱状態にあっても、物事を関連付けさせる、という癖くせがある。

　リジア兵たちは、大砲の爆発音とコウソンたちが火を放った雷火の粉の爆発音を関連ある物として認にん識しきした。これは当然の帰結である。

　そしてリジア兵は次にこう考える。

　その恐きよう怖ふの対象とも言うべき爆発音の正体がどこから来ているのか？

　そんな思考をしているタイミングを狙って、ユースティナたちは松明たいまつに火を燈したのである。まるでこれがその答えであるかのように。爆発音と火を結びつけるのは容た易やすい。そしてこの安易とも言える発想の連れん鎖さに彼らは綺き麗れいにはまり込んだのだ。

　それは彼らが今、窮きゆう地ちに追いやられて逃走しているからである。

　追い詰つめられている時ほど、関連性の近い物同士を人は結び付けてしまう。結び付けて安心を得ようとする。答えがわかれば人は安心するからだ。

　だが今はその逆だった。安心を得ようとして結び付けた物が、兵器なのかもしれない、という可能性に慄おののいたのだから。

「恐おそろしい程ほどうまくいくものだな」

「人はそういう生き物なんです。とても優すぐれた能力を持っているからこそ、こうしてそれを逆手に取る事が出来る」

　そう言ってクロムとユースティナは馬に鞭むちを入れた。

　リジア兵たちは一様に、クロムたちの炎が近づくと恐怖し道を空けた。

　ここから一気にターバ王がいるであろう陣じん営えいまで馬を駆った。

　疾しつ駆くする騎馬隊は岩石と砂のケデル平原をひたすらに東へ向かう。

　そして程ほどなくすると目の前には多くの死体の山が目に飛び込んできた。

　それがベルゲンの連れていた隊であるとクロムは直すぐに察する。討ち死にしたベルゲン隊の兵の骸むくろ。リジア兵に踏みつけられ、ボロボロになった彼らは、みなターバ王を守る為ために命を賭したのだという事が見て取れた。

　そんな彼らにユースティナは目礼した。

「尊とうとい犠ぎ牲せいだ。みなよく王を守ってくれた。其方そなたらに報むくいるよう奮ふん迅じんする。どうか安らかに眠りたまえ」

　そう言ったユースティナの前を行くリュリュがボンヤリと空を見つめていた。

　空に向かって何かが立ち上っているのを見ているかのようであった。

　そうしてユースティナの隊は漸ようやくターバ王がいるであろう本隊の元まで到とう達たつする。

「グラウスタンディア皇国第二皇女ユースティナ・クセルクセス！　リジア十二貴族ベルゲン・アディクとの約やく定じようを守る為ため、ここに参上した！」

　名乗りを上げると、隊を率いているのであろう女性が前へと出る。

「リジア十二貴族、ナターシア・リブレリア！　ベルゲン殿より話は伺うかがっております！　ターバ王は我が隊の後陣に！」

「相わかった！　動ける者は、生きている者を連れ、共に撤てつ退たいを！」

　ユースティナがナターシアと交こう渉しようしている間に、クロムは各騎馬兵にこの隊を護衛するように松明たいまつを持たせてぐるりと取り巻いた。

　先ほどと同じように、リジア兵たちは松明の火をまるで獣けもののように恐れて近づいては来なかった。後はダカット軍が合流すれば、無事ターバ王を救出する事が出来る。

　そう思いながらクロムは、辺りを警けい戒かいした。

　その時、南側から松明の明かりがこちらに向かってゆっくりと近づいてくる。

　ダカット軍だろうか――そう思ったのもつかの間。クロムはそれがグラウスタンディアの軍ではない事に気が付いた。

「まずいっ！　ユースティナ様！　急いで撤退をっ！」

　そう口にした時には遅かった。松明たいまつを持った軍は広く展開し、こちらの退路を断とうとしていたのである。

　無数の松明の中から、重厚な声が響き渡った。

「小こ賢ざかしい真ま似ねをしてくれたな、皇国の軍師よ！」

　そう、彼らはグラウスタンディア軍などではない。

　彼らはターバ王を暗殺しようとするバルオロール元げん帥すい直属の兵団。彼らは狙ねらっていたのだ。算を散らし逃げ惑まどう烏う合ごうの衆によって、ターバ王を守る兵が疲ひ弊へいする瞬間を。そしてその時を待って、確実に仕留めようとしていたのである。

　彼は狡こう猾かつにこの瞬間を待ち、そして絶対に逃げる事が出来ないタイミングを探っていた。

　それが今なのだ。

「逃がすな！　絶対に仕留めるのだ！」

　闇の中にバルオロール元帥の声が響き渡る。

　彼の直属の兵団は的確にグラウスタンディア軍を包囲していった。

　その間にこちらも撤退の準備が進められていたが、多くの怪け我が人にんを伴ともなった状態にその足は遅ち々ちとして進まない。

　見る間にバルオロールの軍勢に取り囲まれてしまったのである。

　このまま撤退するのであれば、この包ほう囲い網もうを撃げき破はするしかない。でなければこちらはたちどころに討滅させられることになる。

　クロムは即そく座ざに陣じん形けいを変えた。

　だがこちらは僅わずか２０００の騎馬兵と負傷した無数の兵たちである。

　その時、ナターシアの声が上がった。

「戦える者は我に続け！　法王陛下を守るのだっ！」

　その言葉にカレンも続いた。

「少数で陣形をたもて！　負傷者は中央へ！」

　クロムは馬を駆り、ナターシアの下へと向かった。

「ナターシアさん、あなた達はあくまで守りを中心に展開して下さい。僕ぼくらが突とつ破ぱ口こうを開きます」

「頼む。法王陛下の為ために、道を作ってくれ」

　彼かの女じよからの初めての懇こん願がんの言葉だった。あれ程ほどまでに苛か烈れつな怒いかりをクロムに向けていたナターシアとは思えぬ程ほど、彼女は澄すみ切った目でクロムに頭こうべを垂たれた。

「お任せください」

　すぐにクロムは前進するとユースティナと合流する。

「ユースティナ様、騎馬兵を纏まとめ、突とつ貫かんを掛けます」

「ああ、それが最善だろうな。しかしこの進行速度では、いずれバルオロールに見み抜ぬかれるぞ」

「でしょうね。しかし今はそれしかとるべき道がない」

「……だな」

　頷うなずき返したユースティナが、前騎馬隊に向かい進しん撃げき命令を下す。来た道を引き返すように騎馬隊が先せん陣じんを切った。バルオロールの軍勢とぶつかり、その人の壁かべに穴を開けんと突貫する。

　だがその風向きを察したバルオロールも即座にその退路を断たんと兵を動かした。

「いけぇっ！　西を封ふう鎖さするのだ！　絶対に逃がすな！」

　即座に壁を厚くするリジア軍に、ユースティナの軍勢は退路を作る事が出来ない。

　その間に、後方から両脇からターバ王の命を狙ったバルオロールの兵が攻こう撃げきを加える。

　それをナターシア、カレンの兵が必死で撃退した。が、熾し烈れつなバルオロールの追つい撃げきにナターシア、カレンの隊は押おされ始める。

　更にユースティナの軍勢もまた道を開くことが出来ずに往おう生じようした。

　ダカット軍の到着が待たれたが、おそらくはまだ南側でリジア兵たちに道を阻はばまれ前進できずにいるのだろう。

　彼かれらの到着を待つ事は難しい。今、ここで突破口を作らねばならない。だがバルオロールの包囲網は想像以上に厚い。

　もし出来る事があるとすれば……。

　そう考えた時、後ろから声が掛かった。

「其方そなたが皇国の軍師クロム・ジャレットだな」

　振り向いたクロムの前には、リジア宗旨国家法王ターバの姿があった。

「法王……陛下」

「ベルゲンとナターシアより、其方そなたの事は聞いている。此こ度たびの内乱に巻き込んだ事、並びにリジアの為ために協力してくれた事、詫わびると共に心から感謝する」

　そう言いながら歩み出たターバ王は、クロムの横に控ひかえるリュリュを見て瞠どう目もくした。

　リュリュもまた僅わずかに怯おびえるようにクロムの後ろに隠れる。

「……そうか、皇国の軍師とは、ウツロを抱かかえる者であったか」

　王であるからこそ、彼はクロムとリュリュの正体に気付いた。嘗かつて故ジルバ王が一目でリュリュが人でない事を看かん破ぱしたように、彼の目には見えている筈はずなのだ。

　ターバ王は首しゆ肯こうしどこか納なつ得とくしたような顔をする。

「それならば話はわかってもらいやすいかもしれないな」

　今度はクロムが訝いぶかしがる番だった。

「どういうことですか？」

「この戦せん況きようをどうにかできる手が一つある。それを其方そなたの判断に委ゆだねたい。ウツロと共にいる其方ならわかるはずだ」

　彼の言葉の意味をクロムは即座に理解した。

　彼は神を抱いだく王の一人。彼の後ろには唯一神リジェルの存在がある。それを使えと、彼は言っているのだ。

「……まさかここで顕けん現げんさせる――という事ですか？」

「そうだ。ベルゲンより話は聞いている。このリジアの未来をグラウスタンディアに託たくすという事もな。だからこそ、我は其方そなたにその判断を委ゆだねようと思うのだ。この場で神を顕けん現げんさせれば、幾いく何ばくかバルオロールから時を稼かせげるだろう」

　たしかにこの場に神を顕けん現げんさせる事が出来れば時間を稼ぐ事は可能である。

　だがそれと同時に大きなリスクがあった。

「法王陛下が神を顕けん現げんするという事は、近くにいるダカット皇こう帝ていの持つ精せい霊れい神しんシオンもまた顕現し、唯一神リジェルと争い合うという事です。それは陛下の持つ神が大きく危険に晒さらされる事を意味します」

　しかしターバ王は小さく微笑ほほえむとこう言った。

「我は既すでにグラウスタンディア皇帝に我が国の神を譲ゆずるつもりでいるのだ。このリジアは一度滅ほろびねばならない時が来ている。因習に縛しばられ、多くの思おも惑わくが交錯し、自じ縄じよう自じ縛ばくされたこの国には変革が必要なのだ。それが今ならば、神に縋すがる事をやめるのも今であろう」

　そう言いながらターバ王は僅わずかに戦場に目を移す。

「我はこうなるまで己おのれの置かれた場所の危うさに気付くことの出来なかった愚ぐ王おうであった。ここより先は、自らの全すべてを擲なげうつ覚悟である。それが王として振ふる舞まえと我を諭さとし、自らの命まで賭としてくれた忠臣ベルゲンへの手た向むけなのだ」

　クロムはターバ王の決断に深く頭こうべを垂たれた。自らの神を滅するという行こう為いがどれ程ほどのものかわからないクロムではない。国の矜きよう持じであり、人々の心の礎いしずえである神が滅ほろびるということを肯こう定ていできる者などいない。ましてやそれを統すべる国王であるなら尚なお更さら。

　だが彼はそれを押してなお、この国の為ために神を滅ぼし、そして生きようと決意している。

　それは死よりも苦しい選せん択たくに他ならない。

　自らの意思で神を滅ぼし、残るのは宗教の教義であり、そしてその象しよう徴ちようたる法王なのだ。

　彼はその十じゆう字じ架かを一人で背負うと宣言しているのだ。

「陛下、よろしいのですね？」

「無論だ。我は神の為ためにいるのではない。王は民たみの為にいるものだ」

　そう言って笑う彼に、クロムは敬意を込めて返礼した。

「かしこまりました。ですが人々の目前で神を降ろすには、やや憂ゆう慮りよがあります」

「――なんだ憂慮とは？」

「神々はこの世界の理ことわりとは違う者――人の目に神を映すという事が、普ふ通つうの人間にとっては大きな負担となります。神が顕けん現げんしている間、頭の中は霞かすみが掛かったようになってしまう。よほど精神力が強くない限りは放心状態になってもおかしくはない」

　その事実に、ターバ王は困ったように俯うつむいた。

「そうか……神かみ喰くいの儀ぎが、誰だれにも水を差されぬように考こう慮りよされているのもそういった理由か……」

「はい……ですが、この場に於おいてはターバ王を逃がす事が作戦目標ですので、それは十分に考慮するに値あたいします。バルオロールにとっても、この場から法王陛下が離り脱だつすれば、戦略目標を消失したことになる。そうなれば、もはや戦う理由は存在しなくなるのですから」

「………では、其方そなたは神を降ろすことに賛同してくれるのだな」

「はい」

　クロムの言葉に、ターバ王は小さく顔を綻ほころばせた。

　そして彼はゆっくりと息を吸うと天を仰あおいだ。

「天地に坐ざす我らが太主しゆよ。天辺地道あまつべちどう、万物の創造主よ。この世界に於おける唯一の神リジェルよ――」

　空気が揺らめいた。風が巻き起こる。

「太主しゆ曰いわく、原げん罰ばつの大地を与えん。太主曰く、恵みの江かわを与えん。全てはリジアの栄光の為ために。全てはリジアの民が為に」

　天が割れた。宵よい闇やみの中に一筋の光が落ちる。

「我が声を聞き給たまえ。時来たりて、今、此こ処こに異教の神との雌し雄ゆうを決する時也なり」

　ターバ王の背後の巨きよ大だいな影かげが立ち上っていく。それは見る間に巨大な異界の神の姿へと変容していく。

　炎の髪を揺らし、岩の如ごとくそびえ立つ異形の姿。戦場にいる兵はみな一様にその姿に魅み入いられた。ある者にはその姿は美しく、ある者には光り輝き、そしてある者には恐怖の対象として映った。

　それは神という存在が、この世界の理ことわりから外れた存在であるからに他ならない。

　人の認識能力を超こえた存在。それこそが神である。

　故ゆえに人々はその姿が可か視し化かされた瞬しゆん間かん、それが何であるのか認識できない。神の断片的な部分を切り取って認識することしかできないのだ。だから人によって、見た姿に齟そ齬ごが生まれるのである。

　人々は唯ゆい一いつ神しんリジェルの姿に釘付けになった。ただ見上げ、目を見開き、放心した。

　クロム自身も、神の顕けん現げんに立ち会ったのは初めてである。

　だがこれは想像以上に凄すさまじいものだ。

　よほど意志の強い人間、または神よりも強く信じる別の何かを持っている者でなければ、この状じよう況きようになって動くことは出来ないであろう。

　その時、クロムの脇わきでリュリュが膝ひざを突つき、その場に倒たおれそうになった。

　咄とつ嗟さに抱だき留とめたが、リュリュにはいつものような覇は気きがない。

「どうした？」

「……みんなが来る」

　彼女の言葉でクロムはすぐに空を見上げた。唯一神リジェルの周りを、まるで鴉からすのように旋せん回かいする無数の影かげ。しかしそれは鳥などではない。全てが人の姿をしていた。

「ウツロか……」

　リュリュとは別の個体のウツロたち。神々が顕けん現げんするとその姿を現す、人の理ことわりを外れた者。

　するとリュリュは腕うでを抱きながら肩を震わせた。

「またあいつらが、リュリュを迎むかえに来る。神の屍しかばねを喰えって押し付けてくる」

　先日、リュリュは暫しばし意識を失っていた事がある。それはちょうど、スクルタビア連合国の方角から光の柱が上がっていた時だ。

　彼女の意識はあの場に呼び寄せられていたのだろう。他のウツロと同じように、神を喰う事を強要されたのだ。そしてそれこそが、ウツロがこの世界に降りた役目に他ならない。

　ウツロが降りると戦が起こる――という迷信は、あながち間ま違ちがいではない。

　それは彼女たちの嗅きゆう覚かくが戦の香かおりを嗅かぎ取るからだ。

　戦の先にはこうして神の終わりの瞬間が訪れる。故ゆえに彼女たちは里に下りる。意図するしないに拘かかわらずだ。

　天空を舞まうウツロたちは、しきりにリュリュの名を呼んだ。

　ともに神を喰らわんと誘ゆう惑わくした。

　だがリュリュはクロムに縋すがりつき、首を横に振る。

　クロムはそんな彼女を抱だき寄せ、天を仰あおいだ。幼い日に見た光景が思い起こされた。

　妹を狙う鳥たちの姿が脳のう裏りを過よぎった。

「おまえたちにリュリュは渡さない！」

　声を限りに叫んだ。しかし天を舞うウツロたちはただ笑うだけだった。彼女たちが動くのは今ではない。だからリュリュをつけ狙うのも今ではない筈はずだ。

　そう思い、クロムはターバ王に向き直った。

　彼は唯ゆい一いつ神しんリジェルと同調するように、ただ天を仰いでいる。今の彼をむりやりにでも移動させるべきだろう。そう思い、クロムはターバ王の手を掴つかんだ。

「待てッ！　陛下をどこへ連れていく！」

　その声のした方角に目を移し、クロムは驚きよう愕がくした。

「ティアニスさん！　どうして！」

「………うそ……もしかして……クロム君？」

　彼女は成長したクロムの姿に驚おどろきを隠せないでいた。

　そう、彼女は第一次リジア戦せん役えきの折に行ゆく方え不明になっていた将校の一人。当然その頃ころのクロムはまだ子供と言える年ねん齢れいであった。彼女が目を疑うのも無理もない。

「どうしてティアニスさんがここに……」

「それよりもクロム君、ターバ王をどうしようって言うの？　それにこの事態……」

　彼女は頭を抱えながら、目を細めて空を睨にらみ付つけた。

「ターバ王を逃がします。この場からターバ王がいなくなれば、バルオロール元帥の野望は潰ついえたのと同じ。ですがターバ王の意識は今、唯一神リジェルに持っていかれている」

「陛下は大丈夫なのね？」

「はい――それよりもこの機に戦線を離脱させましょう」

「わかった、手伝うわ」

　そう言うと彼女はターバ王の肩を抱く。クロムもまたリュリュを背負うと、山犬のモモを引き寄せた。

「こちらに王を乗せて下さい」

　そう指示をとばしている所へ、ユースティナも現れた。

「クロムよ！」

　彼女は神が顕現した下に於おいても正気を保っていられる胆たん力りよくがあったという事だ。

「話は後です！　ユースティナ様、先まずは動ける兵を召しよう集しゆうして下さい。ターバ王を連れて離り脱だつします」

「むぅ！」

　何か聞きたい様子ではあったが、それほど余よ裕ゆうのある状況ではないのはユースティナも察していたのだろう。即座に了承し、動ける兵の確保に回った。更さらにその渦か中ちゆうにナターシアとカレンも駆けつける。

　この二人の気の強さから察するに、まあ当然だろう、と思ったが口には出ださず、ユースティナと同じ指示をとばした。

　元よりユースティナの護衛の為に遣つかわされた近衛このえ兵へいたちの四分の一が意識を保っていられるだけの強きよう靭じんな精神力を持っていた。ナターシアたちの部下の中にも、やはり心の強い者が多くいてくれたおかげで、かなりの兵数を稼ぐ事が出来た。

　そうは言ってもおおよそ３００名といった所か。

「ま、この状況下で意識を正常に保っていられる人間がこれだけいたってだけでも大したもんだ」

　隊はターバ王を中心に置き、西へと動き出す。

　その時、南方から巨大な影が迫せまってきた。

　それは背に幾いくつもの顔を持った精霊神シオンである。

（やはりそうなるな……）

　南に迫るダカット皇帝が持ち合わせるグラウスタンディアの神。

　一方の神が顕けん現げんすれば、誘ゆう発はつされるようにもう一ひと柱はしらの神も顕現する。

　それは神同士が喰い争あらそうこの大陸の戦の法である。

　そして人々の信しん仰こうや魂たましいを食い物にする神にとって、このタイミングでの邂かい逅こうは決して良い結果を生まない。

　それは戦の勝敗が付いていないからだ。戦に負けた国の絶望は神の力を削そぎ落とす。削ぎ落とされた神は、戦勝国の神に喰われ、浄じよう化かされる。だが今この段階に於おいてグラウスタンディアとリジアの戦に勝敗は決していない。

　故ゆえに両神共に掴つかみあいとなり、お互たがいの肉体を喰い散らかす泥どろ沼ぬまの戦いとなった。

　だがここにこそ、クロムたちが法王を救出する好機がある。

　この神々に目を奪われた兵たちの間をすり抜ぬけて、ターバ王を逃がすのだ。

　そう思いクロムは歩みを進めようとした。

「待てッ！　ターバ王を置いていけ！」

　執しゆう念ねんとも言うべき声のする方角にはバルオロール元帥の姿があった。

　そしてそれに付き従したがう兵たちもまた、この状況に於おいても意識を保ち続ける事が出来る屈くつ強きような精神の持ち主たち。

　しかもその数が多い。

「我々はこの弱体化した国を変える憂ゆう国こくの士……この程てい度どのまやかしで、どうにかなるとでも思ったかっ！」

　そう言いながらバルオロールは腰こしの曲きよく刀とうを引き抜く。

　彼に付き従う兵たちもまた、一兵卒などではなく、どれもが歴戦を生き抜いてきた将校たちであるようだ。

（なるほど……この人はこの人なりに、強い信念があっての謀む反ほんか）

　クロムもまた腰の山やま刀がたなを抜き放つ。それに続くようにナターシアが、カレンが、ティアニスが、ガジェルがそして王を守る兵たちが剣けんを抜き放つ。

　両陣営共に、ここが正面場と緊きん張ちようが高まった。

　そしてバルオロールの号令で場が動き出す。

「行けぇ！　この戦いを制すのだっ！」

　同時に両陣営入り乱れての乱戦となった。

　バルオロール側、クロム側ともに鍛たん錬れんの行き届いた兵たちが斬きり結むすんだ。

　開戦当初は両方の力は拮きつ抗こうしているかに見えた。

　しかし時間を追うに従したがい、クロムの側が押され始める。

　バルオロールの兵数の方が多かったからである。

　ガジェルやナターシア、そしてティアニスなどの剣の熟練者がそれを補おぎなうように奮ふん迅じんするも、敵もまた熟練者が多い。この状況下で正気を保っていられる人間たちは精神と共に肉体においても強者であったのだ。

　故ゆえにクロムの陣営は次し第だいに不利な状況に追い込まれ始めた。

　このまま戦い続ければ確実にこちらが疲ひ弊へいし敗れる事になる。

「ユースティナ様！　ターバ王を連れお逃げください！」

　クロムの声に、後方にいたユースティナは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが分別を失いはしなかった。

　辛そうに奥おく歯ばを噛かみしめると同時に、

「死ぬなッ！」

　と声を上げ、馬に鞭むちを入れる。

　ターバ王とリュリュを乗せたモモが、ユースティナに追つい随ずいし動き出す――が、それを見たバルオロールが不敵な笑えみを浮うかべた。

「そんな事は百も承知！」

　その言葉を証明するように、ユースティナが進んだ先は既すでにバルオロール旗き下かの兵が守りを固めていた。決して逃がさぬように、彼は先の先まで読んで手を打っていたのである。

　クロムにみならず、誰もがユースティナに加勢しようと意識を向ける。

　だが間に合わない。

　彼女の先に迫るバルオロールの軍勢に手出しが出来る距きよ離りではない。

　もはや、迫るバルオロールの兵たちに対処できる者は誰もいなかった。

　ここまで来て、ターバ王を失うのか。

　ベルゲンとの約定を守る事が出来ないのか。

　そう思った瞬間、思わぬ方向から声が上がった。

「みなさん、行きましょう！　ユースティナ様を、そしてターバ王をお救いするのです！」

「「「「おおおおおおっ!!」」」」

　それはユースティナを取り囲むバルオロールの兵の後ろから木こ魂だました。

　完全に油断していた方角からの不意打ちにバルオロールの旗下の兵たちは狼ろう狽ばいする。

「道を空けます！　突破しますよ！」

　彼女の声に後ろの者が続く。

「任せろフィフニスちゃん！」

「どけぇぇ！　隊長の命令だっ！」

　副隊長補ほ佐さルービルの軽快な声色に、副隊長ダグラスの重厚な声が続く。

　そしてその中心には、負傷し剣を取る事の出来ない筈はずのフィフニス・マカオンの姿があったのだ。

　彼女は馬上から兵たちに指示を飛ばす。

　自らは剣を取れずとも、この危急に隊の者を引き連れ舞い戻もどったのだ。

　しかもその兵数たるや、４００を上回る数が揃そろっている。

　負傷し動けぬ者以外、全てがこの場に駆けつけたという事になる。

　だが驚きよう嘆たんすべきはそこではない。

　神々が顕現する下でフィフニス隊の人間は誰一人として我を失うことのない強きよう靭じんな精神を持ち合わせていたという事実だ。

　――いや、彼らの精神が強いのではない。彼らは神以上に信しん頼らいすべき別のものを持っている。だからこの神々のまやかしに我を失わないんだ。

　クロムにもそれがわかる気がした。

　フィフニス隊の強さは武力の強靭さではない。フィフニスと、彼女を信頼する仲間たちによってつくられた結束こそが１０２連隊の強さなのだ。

　それは天より降りた罪神のまやかしなど物ともしない強靭さを持っていた。

「行くぞぉぉっ！」

「うちの天使様のお通りだぁぁ！」

　ダグラス、ルービルの曲刀が閃ひらめき、それに続くフィフニス隊が道を切り開いた。その勢いたるや凄すさまじく、あの傷を負い疲つかれ切った様相は微み塵じんも感じさせはしなかった。

　全てを切り開くフィフニス隊の奮迅を前にバルオロールが焦あせりを漏もらした。

「何な故ぜだ……何故、あれほどの戦いをした兵たちにこれほどの力が残っているというのだ！」

　当然の疑問であろう。だが彼にはわからないだろう。戦場を離はなれ、聖都で政争に明け暮れていたバルオロールに、フィフニス隊の真価を理解する事は出来ない。

　ルービルが笑い剣を翻ひるがえす。

「わはははっ！　俺おれ、この隊で良かった！　こんな楽しい戦は他ほかにはねえ！」

　ダグラスも笑っていた。

「武人にとって一生の誉ほまれだ！　これ程ほどに滾たぎる大おお戦いくさ、二度とあるまい！」

　それは隊員全てが一いつ緒しよだった。

　クロムにはこんな戦は出来ない。フィフニスだからこそ出来る戦いだ。兵の全てが十全の力を持って、それ以上の戦いをする。

　もはやそれは、将軍カウフマン・マカオンすらたどり着けなかった境地。

　彼女はその陣じん頭とうに立ち、そしてその力を如何いかんなく見せつけたのである。

「クロム！　ユースティナ様とターバ王は私たちが保護しました！」

　だからここからは自分の戦いをしろと、彼女の目が訴えかけていた。

「――ありがとう、フィフニス」

　呟つぶやくように言うと同時に、クロムはバルオロールへと向き直る。彼とここで決着をつけ、この戦を終わらせる。

　リジア宗しゆう旨し国家とグラウスタンディア皇国。二国間の戦争の終わりが、目の前にある。

バルオロールは赫かく怒どの如ごとく怒りに渋じゆう面めんを作った。

「蹴け散ちらせ！　こんな所でリジアは潰えぬ！　リジアはネイレシアにその名を轟とどろかせる大国なのだ！」

　兵たちが殺到した。

　ガジェルの大剣が閃ひらめく。

「おっしゃあ！　来い！」

　ナターシアとカレンの曲刀が背中合わせに舞う。

「カレン、終わらせよう」

「はい、ナターシアさん！」

　そしてクロムの下に殺到する兵の集中砲火。二刀の山刀はそれを打ち、跳はね上げ、叩たたき伏せ、斬り結んだ。

　バルオロールの軍勢は、既すでに死を覚かく悟ごの突貫をかける。

　グラウスタンディア軍もまたこの一戦に命を賭として奮迅する。

　乱戦の様相の中、クロムの視界にバルオロールの動きが垣間かいま見みえた。

　彼は馬上から弓に矢を番つがえていた。

　その狙う先にはターバ王がいる。もはや執念とも言うべきバルオロールの野望は、ただ一人、彼にだけ向けられていた。

（間に合うか―――！）

　クロムは山刀の一本を投げ出した。そして腰に差した鉄の棒を引き抜く。

　くり抜かれ空くう洞どうとなった鉄の棒――それはエリオとリズから手渡された物だった。

　一方は空洞が開いており、そして反対側の穴はねじるように固く閉じられていた。

「原理は理解している――そして二人の想像力が確かなら――」

　鉄の棒を岩に置いて固定。その先せん端たんをバルオロールに向けた。そしてクロムの山刀は一点、エリオが傷をつけた『印』目がけて振り下ろされた。

　激しく火花が散る――。

　瞬間、鉄の棒は膨ぼう張ちようするように熱を帯びた。グローブを付けたクロムの掌てのひらですら焼ける痛みが走る程ほどの高温。

　そして激しい衝しよう撃げきと爆ばく発はつ音おんと共に、鉄の筒つつは火を噴いた。

　爆音に戦場の視線がクロムに集まる。

　同時にバルオロールが仰のけ反ぞるように馬から滑かつ落らくした。

　なにが起こったのか誰も理解できるものは居なかった。

　理解していたのはクロムだけである。エリオとリズは、あのラトルグの砲ほう撃げき兵器『雷らい轟ごう』から着想を得て、その小型化された物を作ったのである。

　ファウラが盗ぬすみ出した『雷火の粉』を僅わずかに鉄の棒の底に入れ、そこに鉛なまりを削った球を詰つめたのだ。

　クロムが変形するほど激しくその雷火の粉を殴おう打だした瞬間、密度の高まった鉄の棒の内部は熱を帯び、そして着火した。着火した雷火の粉は、雷轟と同じように火を噴ふき、鉛玉を途と轍てつもない速度で吐はき出したのだ。

　その噴射される力は、たった一回の発砲で鉄の筒が散り散りに裂さけてしまうほどだった。

　クロムはそのあまりの威い力りよくに目を丸くせざるを得なかった。

　あの幼い兄弟が咄嗟に考案したこの兵器は、ラトルグの雷轟とは別の形でこの大陸の戦争の形を変えていくだろう。

　事実、滑かつ落らくしたバルオロールは、距離を置いた位置から額ひたいをくり抜かれ絶命していたのだから。

　その場にいた兵の誰もが暫しばし状況を理解できず立ち尽つくしていた。

　そしてバルオロール元帥が死んだ事を理解した瞬間に、リジア兵たちはみなその場に膝ひざを突き、そしてグラウスタンディアの兵たちは声を上げた。

　戦の勝敗が分かたれたのである。それと時を同じくして、遠方に於おける唯一神リジェルと精霊神シオンの戦いも終しゆう止し符ふが打たれようとしていた。

　元よりターバ王に抵抗の意思がなかった唯一神リジェルは、精霊神シオンに食いちぎられ見るも無残な姿に変えられていた。国々を覆う神の最後として、これ程ほど無残な光景もない。人々に見せぬように執とり行われる『神喰いの儀』は、もしかしたらこの哀あわれな姿を、何なん人ぴとにも見せぬための物なのかもしれない、とすら思えた。

　そして食い散らかされた唯一神リジェルの屍し肉にくを、空を舞うウツロたちが啄ついばんでいた。

　屍肉を漁あさる鳥のような光景にクロムは顔を顰しかめる。

　そんな中から一人のウツロが飛びあがると、真っ直すぐにリュリュの目の前に舞い降りた。




　ウツロの少女――ハクレイはリュリュを見下ろしながら尋たずねた。

「ねぇ、どうしてあなたは来ないの？」

　モモの背で僅わずかに呻うめくような声を出し、リュリュはこちらに目を向ける。

「……ハクレイ……」

「リュリュ、あなたは私たちと同じウツロよ。この世に降りたゴミを掃そう除じしないと。それが私たちが生まれた理由なんだから」

　しかしリュリュは首を横に振ふる。

「まあ。我わが儘ままな仔こ。人にでもなったつもりなのかしら？」

「……違ちがう」

　弱々しくそう口にするリュリュに、ハクレイは苛いら立だった。

「違わないわ。あなたはウツロ。半神としてこの世界に降りた。それは全てこの時の為ため。罪深いあいつらを喰らう為よ。どうして嫌いやがるの」

　リュリュは目に涙なみだを溜ため、そして懇こん願がんするように震ふるえる声で言った。

「……だって……クロムが傷つくから……」

　ハクレイはそれがどういう事かわからず首を傾かしげる。

「……クロムは……リュリュにそういうことをして欲しくない筈はずだから。妹の姿をした私が、そんな事をしたら、クロムが傷ついちゃうから……」

　涙が零こぼれた。ぽろぽろとウツロの目から涙がいくつも零れ落ちる。

　それを見て、いよいよハクレイは理解し難がたく溜ため息いきを吐くしかなかった。

　なんという欠けつ陥かん品ひんだ。

　ウツロの風上にも置けない。

　このリュリュというウツロは、まるで自分が彼の妹にでもなったかのような錯さつ覚かくをしているのだ。ウツロとして、人為ならざる者としての運命を無視しようというのだ。

　なんて傲ごう慢まんな娘だろう。

　なんて恥知らずな娘なんだろう。

「あなたなんか……死んじゃえばいいのに」

　そう言ってハクレイは笑った。しかしその言葉にリュリュは目に力を込め、そしてハクレイを睨にらみ付ける。

「死なない」

　決然とした意思の表れだった。こんなにはっきりと彼女が意思を込めて言葉を口にする瞬間をハクレイははじめて見た。

「リュリュは死なない。死んだらクロムが悲しむ」

　そんな彼女のいいように、腹の底から煮にえくり返るようなものが噴き出してくる。思わずハクレイは声を荒あららげていた。

「なによ！　クロムクロムって！　バカじゃないの！　バカバカ！　ウツロのくせに！　ウツロがしあわせになれるとでも思ってるの！　ウツロの運命は決まってるの！」

「決まってないよ」

「…………え？」

「ウツロの運命は決まってない。神々の運命も、罪ざい神しんの運命も、人の運命も、それにウツロの運命だって変える事が出来る………リュリュは……私はそれを知っている」

　真っ直ぐな瞳ひとみがハクレイに向けられた。

　その目を見ているだけで、ハクレイは居てもたってもいられない気持ちになった。

　胸の中に広がっていくものが、いったいどんなものなのか、今のハクレイには想像がつかない。

　だから彼女は後ずさった。

　そして天に舞い上がる。

　もうリュリュに何かを言おうとは思わなかった。何か言ったら、訳がわからなくなりそうだったからだ。

　だからハクレイはリュリュに向かってベロを出すと、そのまま罪神を啄むウツロたちの下へと飛び去って行った。
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終　章　戦の終わり







　フィフニス・マカオンは、薄うすれる意識の中、漸ようやく目を覚ました。

　そこは幕ばく舎しやの中で、他のベッドには幾いく人にんもの怪け我がを負った兵たちが横になっていた。

　おそらくグラウスタンディア陣じん営えいの野戦病院だろう。

　暫しばしぼんやりとしながら記き憶おくを紐ひも解といていく。

　戦場での事を思い出していく。

　あのおぞましい巨大な神が戦場に顕けん現げんし、もはや自分の命の心配などしている場合ではない、と察したフィフニスは、ダグラスとルービルに声をかけ、出しゆつ陣じんを打診した。

　彼らもただ事ではないと、同意してくれた。出陣できる者たち４００名を集め、フィフニスは彼らを率いた。ダグラスとルービルからは、口が酸っぱくなるほど、指揮以上の事はしないでくれと、身体からだの心配をされた。

　そして戦場に駆かけつけ、ユースティナ皇女とターバ王を救い――そしてクロムが、あのバルオロール元げん帥すいに止とどめを刺さしたのだ。

　記憶はこの辺りから曖あい昧まいになる。おそらく気が抜けて、そこで気を失ったのだろう。

　夢の中で、母に会ったような気がした。自分の心が弱くなっているのだな、と思いながら目を閉じたような気がする。

　そこからは夢を見る事もなく、今まで眠り呆ほうけていたのだ。

　あれから戦場はどうなったのだろうか？

　身体を起こし、声を出そうとしたが、カサカサになった喉のどから音は出なかった。

　きっとかなり長い間、眠っていたという事だろう。

　するとそんな野戦病院の幕舎の中に見慣れた顔が入って来る。

　副隊長のダグラスと、副隊長補佐のルービルだ。二人は目を覚ましたフィフニスを認めると、喜色を浮かべて走って来る。

「よかったあああ！　フィフニスちゃんが目を覚ましたあああ！」

「隊長……よかった……本当によかった……あれから一週間もずっと寝たきりだったんだ」

　ルービルは人目も憚はばからず泣き声をあげ、ダグラスもまた目に涙を浮かべた。

　そんな騒さわがしい二人に、当直の軍医が怖こわい顔をして静かにするように諫いさめる。

　二人のぺこぺこと謝る様子に、フィフニスは笑い出したい気持ちになったが、声が嗄かれて音にはならなかった。

　その時、ふと幕舎の入り口を入って来る別の女性にフィフニスの目は釘くぎ付づけになった。

　彼かの女じよは野戦病院の中を見回し、誰かを捜さがしている。

　思わずフィフニスは彼女に気付いてもらおうと口を開いた。

　だが嗄かれた喉のどはひゅうひゅうと空気を押おし出すだけで、声にならない。

　その時、ふとある事に気が付く。

（そうだ………）

　フィフニスはどうにか、震える手で胸元をまさぐった。

　するとそこから首に架かけられた呼よび子こ笛ぶえが出てきたのである。

　嘗かつて祖父カウフマンから譲り受けた呼子笛。

　フィフニスはどうにかそれを口に咥くわえると、力を込めて吹いた。

　笛は浅いフィフニスの息で、ピーッと高音を鳴らした。

　彼女はその音にハッとすると、一目散にこちらに向かって駆けよって来る。

　駆け寄る彼女の目には涙が浮かんでいた。そして漸ようやくフィフニスの下にやってきた彼女は口くち許もとを震わせ、そして喜びに涙を流した。

「フィフニス……？」

　そう言った彼女に、フィフニスは掠かすれた声にならない声で、どうにかこう言った。

「……お……母……ん」

　そう、フィフニスの前に現れたのは、第一次リジア戦役で行方不明になっていたフィフニスの母、ティアニス・マカオンであったのである。

　ティアニスは口許を震わせた。

「大きく……本当に大きくなったね」

　そう言って彼女は傷ついたフィフニスを抱きしめると、大おお粒つぶの涙を零した。

　フィフニスもまた、流れるままに幾いくつも涙の粒を零し続けた。

　母の首からは、フィフニスと同じ銀細工の呼子笛が輝かがやいていた。




　皇こう帝ていダカット・クセルクセスにとって休養という類たぐいのものは存在しなかった。

　バルオロール元帥の死亡を確かく認にん後、即そく座ざに戦後処理が始まったのだ。

　ラトルグ国への救きゆう援えん要よう請せいの為ために手渡したゾラ港とアラティア港の話し合いは難なん航こうする事無く進んだ。

　それというのも、女じよ帝ていレイリン、そして御ぎよ士し大たい夫ふであるコウソンの政治を司つかさどる両二名がこの場にいた事が大きい。寧むしろこの話を円えん滑かつに進め、ダカットが心変わりをするのを防ぐために二人はこの地まで赴おもむいたのでは、と訝いぶかしむ節もあった。

　貿易、軍事の要所である両港をラトルグに明あけ渡わたす事は、グラウスタンディアとしても痛い選せん択たくであった。だがそれを以もつてラトルグに介入してもらわねば、今こうして生きている事すら不可能であったろう。

　完全な明あけ渡わたし期日までに、出来る限りの資材と人員を確保しておきたいのが正直なところだ。移住に対して免めん税ぜいなどの好条件を付けて、人民と兵を確保したいところである。

　また目下進行中の議題は、ターバ王との今後のリジア宗旨国家の運用にある。

　戦死したリジア十二貴族ベルゲン・アディクが生前に作成していたアディク文書のおかげもあって、進行状況は悪くない。

　ダカットにとってもターバにとっても了りよう承しよう済みの事が殆ほとんどであったので、重要な部分の話し合いはほぼ終わっていた。

　ターバは今後、法王としてリジェル教の宗旨の象しよう徴ちようとしての道が決まっている。

　グラウスタンディアに併へい合ごうされ、不安に陥おちいる民に希望を持たせる為ため、巡じゆん礼れいの旅がまっているそうだ。

　また、法整備や税制に関しては、リジア十二貴族であるナターシア・リブレリアが大いに尽じん力りよくしていた。度々クロム・ジャレットと口論になる事があったが、彼女が難解なアディク文書の読解に貢こう献けんした事は賞賛に値あたいすると思っている。

　そして一番の問題が、軍事面での事だろう。

　大陸は大きく二分された。

　グラウスタンディア皇国とラトルグ国。

　そのラトルグ国は、あの強力な兵器をグラウスタンディアに見せつけ、こちらの戦意を喪そう失しつさせようとしていた。

　雷轟という兵器は今後、より研けん鑽さんされ戦場に持ち出されるであろう。

　対するグラウスタンディアもそれに見合う兵器の開発に取り掛かからねばならない。

「そういえばクロムが何かを見せたいと言っていたな……」

　ふと彼かれの言葉を思い出し、ダカット皇帝は家臣にクロムの呼び出しを命令した。




　リズは戦後すぐに兄と共に皇都シオニアに戻っていた。

　クロムからの要よう請せいで、チシャ・リュシマー千人長の船に乗せられすぐに皇都までやってきたのである。久しぶりに会ったチシャには、

「リズ、大おお手て柄がらだったらしいね」

　と頭を撫なでられた。船の中で彼女と色々な事を話していると、あっという間にシオニアまで到とう着ちやくしていた。

　そして兄のエリオと共に割り当てられたのは、皇国の軍ぐん需じゆ工場であった。

　そこは嘗かつて父ウル・マッカランも働いて場所であり、二人はひたすら目を輝かせた。

　だが二人に割り当てられたのは、工場ではなく研究所の方であった。

　そこには地質学者ロブと気象学者ヨシュアをはじめとした多くの学者たちが詰つめかけていたのである。

　そこで話される議題はリズが考案した弾だん道どう計算式の事。

　そしてラトルグから手に入れた『雷火の粉』の研究であった。

　またエリオに対しても、小型のバネ式投石器の実用化、そしてクロムに手渡した、小型の砲撃兵器の研究が命じられた。

　実質的には砲よりも小さく、用よう途とがかなり変わる事から区別する為ために小しよう銃じゆうと名付けられたそれは、エリオの発言で大きく進化を続けている。

　クロムに渡した只ただの筒から、より強度の高い鋼鉄の筒を使用し、また持ち手として銃把グリツプが付けられた。

　着火の為の装置に関しては、研究者たちと随ずい時じ意見交換が為なされている。

　リズは飛ひ距きよ離りを安定させる為に、銃身を長くすることを提案し、どの長さが一番安定するのか、毎日実験を繰くり返かえしていた。

　兄はどちらかというと職人の勘かんで作るタイプなので、たまにリズが間に入って数字に置き換かえてやる事で話は幾いく分ぶんスムーズに運んだと言っていい。

　また『雷火の粉』の研究も大きく進んでいた。大まかに木炭と硫黄いおう、そして硝しよう石せきを原料としている事はわかった。だがその比率や、精製法まではわかっていない。

　それでもここから先はリズにとっては、たのしい時間であった。僅わずかな配合の違いや、過程の違いによって生じるものを全すべて数字に置き換えていく作業は、時が経たつのも忘れてしまうほど楽しかった。

　そんなリズの下にファウラからの手紙が届いたのは、皇都に帰き還かんして一ト月ほど経たった頃の事だった。

　彼女は戦後処理でクロムと共に、未いまだ聖都ガリアを中心にあちこち飛び回っているらしい。実際のところ何をしているのかまではわからないが、きっと重要な事なのだろう。

　ただリズにとってもエリオにとっても、姉のように接してくれた彼女に早く会いたい気持ちが募つのった。

　そんなファウラの手紙には、近くシオニアに帰る由よしが書き記されていた。




　ファウラ、イリヤは現在、皇都シオニアから遥はるか西の果て、交易都市アルヴァナに滞たい在ざいしていた。リズや他の者にはリジア内にいると伝えてあったが、それは隠おん密みつ行動であったためのフェイクである。

　ファウラとイリヤは、このラトルグに隣りん接せつする交易都市から彼かの国の動向を見守る役目を果たしていた。

　アルヴァナとラトルグの河沙港フエイシヤこうの間を商用船を使い行き来する日々である。

　クロムからは護衛としてガジェルを付けてくれたのであるが、

「んもう……ガジェルはまたどっかいっちゃったよ……」

　アルヴァナに戻るとすぐに消えるので、ファウラはぶうたれた。

　すると訳知り顔のイリヤは鼻でフフンと笑う。

「あら？　ファウラはガジェルの行き先知らないの？」

「え？　え？　なに？　どこ行ってんの？　あれか？　女か？」

　するとイリヤは満面の笑みではぐらかす。

「まあ…………女と言えば女……よねぇ」

「なにその含ふくみある言い方は!?　え？　ってか、ガジェルって昔っから女性関係ゼロじゃなかった？　去勢してんのかと思ったもん……いやいや、待て待て！　マジか！　女の影かげか！　おおう、淫いん靡びな香かおりがしてきましたよぉ！」

　するとイリヤはパタパタ手を振る。

「いやいや、あんたの言うようなのじゃないって」

「違うの？　じゃなに？」

「えー……別にいいんじゃない。知らなくてもぉ」

「いや、気になるって！　教えてってイリヤ！」

　ジタバタするも一向に教えてくれようとはしないイリヤに、ファウラは大いに焦じれた。

　ファウラがガジェルの通い詰める先を知るのは、まだだいぶ後の事である。




　リジア陸海軍を吸収したグラウスタンディア軍の総指揮を執る事になったシェルシュ・ニカノールにとって、このリジア軍人にグラウスタンディア方式の戦術を叩きこむことが早急な責務となっていた事は言うまでもない。

　此こ度たびのリジア戦せん役えきに於おいては、ユースティナ皇女自らが率いたリジア軍人は大いに奮戦したと言えるが、それでも戦術や技量の甘あまさは否いなめない。

　それは膨ぼう大だいに膨ふくれ上がった人数により、隅すみ々ずみまで調練を行き届かせることが出来ないという、大きな問題があったからである。

　新たに創設されたグラウスタンディア海軍に対しては、テティル・ロクサネ師団長が将軍に特進し、以下、故こクラヴィス・ペイトン将軍の海軍思想を受け継ついだチシャ・リュシマーが師団長へ、そしてイルガ・アルコンもまた師団長へと格上げされた。

　彼らは巧たくみにリジア海軍の海上戦術を取り入れながらも、クラヴィスの海上戦術を含ふくめた海上戦の新たな方向性を模も索さくしている。

　陸軍に関してはシェルシュを始め、ラング・クランツ将軍と連れん携けいを取り、兵の育成に励はげんでいた。ただラング将軍に関しては、戦場に於おいて圧あつ倒とう的てき強さを誇ほこるも、教育には向いておらず、音ねを上げる兵が続出した。

　彼の調練があまりにも厳しすぎるのが大きな原因の一つである。だがそんなラングの調練について行けた者は、漏れなく全てが精強な戦士へと変へん貌ぼうしていたのである。

　ここで意外にも兵の育成の才能を持っていたのが、カウフマン・マカオンの孫娘フィフニス・マカオンであった。

　彼女はこの戦での活かつ躍やくから師団長へと格上げされたが、その育成の才と巨きよ大だいな兵数でも平然と動かせる天てん賦ぷの才から、暫ざん定てい特務師団長の扱あつかいとなっている。

　つまり将軍と同等の数の兵を調練しているのだ。

　そしてその調練の風景を幾いく度どか見たシェルシュは首を傾かたむけざるを得なかった。

　彼女の調練は決してラングのように厳しい物ではなく、滞とどこおりないバランスの取れた調練であった。だがどういう訳か旗下の兵の士気が、調練でもあるにも拘かかわらず著いちじるしく高く、彼女が一教えると、皆みな十吸収しようと躍やつ起きになっているのであった。

　それに加え、フィフニスの母ティアニス・マカオンも現場復帰をするかもしれないという話も聞いている。

　新たな将の器を持った者たちの到とう来らいに、シェルシュは笑みを隠せなかった。

「シド……この国の未来は、まだまだ面白くなるような気がするぞ」

　ふと彼女はどこへともなく、呟くようにそう口にした。




　リジア十二貴族カレン・スーサは、同貴族ナターシア・リブレリアと共にリジア、グラウスタンディア間の戦後処理に追われる毎日であった。

　ベルゲンの残したアディク文書のおかげもあって、それらの作業は円えん滑かつであったと言っていい。これら政治的話し合いが全て終わった後の自分たちの身の振り方に関しては、カレン自身なにも考えてはいなかった。

　そもそもリジアに於おける貴族制度そのものを解体される可能性すらあったのだから。

　法王はリジェル教の象徴として戦後のリジアを回り、人々の希望となるよう救済の道を辿たどる事は決定している。となれば、リジア十二貴族の本来の役目である法王の護衛として彼と行動を共にすべきだろうか。

　その事をナターシアに相談した事もあるが、彼女は、

「まあ、なるようになるさ」

　と大方彼女らしからぬ返答をしていた。カレンはそれがどうも納なつ得とくいかない。

　それというのも、皇国の軍師が原因である事をカレンはとっくに気付いている。

　皇国の軍師を挟はさんだ会議の時など、ナターシアの様子がおかしいのは顕けん著ちよである。

　勿もち論ろん、緊きん迫ぱくしたリジア情勢の中で生きてきたナターシアが、グラウスタンディアとの会議で隙すきを見せたり後れを取ったりする事はない。

　やるべき事は十全に熟こなしている。

　だが会議の後がいけない。それらが終わった後は、少なからず気が抜ぬけるのは致いたし方ないにしても、彼女は急に顔を俯うつむかせ赤面し始めるのだ。

　しかも年とし頃ごろの乙おと女めのようにモジモジとしながら、皇国の軍師を見るでもなく、かといって立ち去る訳でもなく様子を窺うかがっている。

　戦場でのナターシアの行動を見ているカレンには察する以上のものがあるのは言うまでもない。

「ナターシア様」

「どうした、カレン」

　ナターシアの部屋へと赴おもむいたカレンは今後を話し合うつもりであった。ナターシアはいつもの冷静な顔でカレンを迎むかえ入れると茶を出してくれた。

　カレンはそれを啜すすりながら、それとなく切り出す。

「ナターシア様は戦後処理が終わった後はどうされるおつもりなんですか？」

　すると彼女は急に黙だまった。カレンは構わず続ける。

「実は私の方にはグラウスタンディア軍から、将校としての要請も来ているんです。当然ナターシア様の所にも来ていると思うんですが」

「ああ、まあな」

「まあ、グラウスタンディア軍で兵を率いるのもいいですよね。そうすれば、あの軍師ともまた一緒に戦場に出られるかもしれませんし」

　それまで平静な顔をしていたナターシアが突とつ然ぜん慌あわてた。

「な、なんでその話から軍師が出てくるのだ！　あれは関係ないだろう！」

「なんで焦あせるんです？」

「焦ってなどいない！」

　全く以もつて面白くない。どうしてあの軍師にそこまで執しゆう着ちやくするのかカレンにはこれっぽっちもわからない。しかも、彼の事を話題にしただけでこの慌あわてようだ。

　どんな時も冷静に戦場を駆け抜けたナターシア・リブレリアはどこへ行ってしまったのだ、とカレンは頬ほおを膨ふくらませた。




　ラトルグ国、中原の都に於おいて女帝レイリンは全ての武官や文官たちの前で宣言した。

「此こ度たびのスクルタビア連合国併合の為ための戦、臣下の尽じん力りよくあっての賜たま物ものと言えるでしょう。ですがネイレシア大陸は大きく二分されました。グラウスタンディア皇国と我わがラトルグ国です。未だ内海のクルモ民族は鳴りを潜め大陸統とう一いつへの戦へとは参じません。しかし我々ラトルグ国は、我が代に於おいてこの大陸に覇はを唱える事をここに宣言します」

　スクルタビアとの戦勝に、ラトルグの臣民は大いに沸わき立った。

　この宣言にラトルグ国は中原の都のみならず、全土が活気づいたのは言うまでもない。それまでより物流の量が増し、消費が増えた事で、ラトルグ全体の経済と、それに伴ともなう税収は大いに増え、国庫を満たした。

　戦争の為の損失を如い何かにして埋うめるかと頭を悩なやませていた文官たちにも、この動きは大いに朗ろう報ほうであったことは言うまでもない。

　そんなレイリンは独りになる度に、深く息を吐つき、声を殺して泣いた。

　どれ程ほど戦いくさを嫌きらっても、その戦を止める方法は戦しかないという矛む盾じゆんに心を痛め続けた。

　女官のリャンナはその様子を見るに堪たえず、宮きゆう廷ていの禁を破ってもコウソンを彼女の下へと幾度も向かわせた。

　今やレイリンにとって、この大いなる矛盾と孤こ独どくを埋める事が出来るのはコウソンをおいて他にいなかったからである。

「レイリン様……」

　彼女の私室にコウソンが現れると、レイリンは迷うことなく彼に抱だき着ついた。

　そして弱音一つ口にすることなく、暫しばし涙を流し続けるのであった。

　だからコウソンは、彼女の言葉にならぬ声を拾い上げる。

「レイリン様……あなたのしている事は決して間ま違ちがいではありません。世界中の誰だれがなんと言おうと、私はわかっております」

　その言葉にレイリンの心は一時の安らぎを得る。今にも張り裂けそうな思いすら、コウソンの言葉で勇気づけられる。だから明日もまた女帝として、この国の頂点に立ち続ける事が出来る――そう思った。




　リュリュ……君にとってこの世界はどんな物なんだい？

　ボクはいつも君の傍そばにいて、一いつ緒しよにたくさんのものを見てきた。

　でもボクには、きっと君の感じている事の、ひとかけらもわからない筈はずなんだ。

　だってボクは生きているわけではない、ただの魔ま獣じゆうなのだから。

　そんなボクの目から見てもリュリュ、君は大きく変わったのだと思うよ。

　誰かと共に何かを食べたり、誰かと共にどこかへ行ったり、そんな毎日の中で君はたくさんのものを手に入れてきた。そして手に入れてたものを、自分でよく考えた。

　そして君にしか導き出せない答えをたくさん出してきた。

　たとえば？

　そう、たとえば、君は甘あまいものが好きだね。しょっぱいものも、辛からいものも、酸っぱいものも好きだけど、でも甘いものが一番好きだろう？

　それから焚たき火びの揺ゆれる炎ほのおを見るのが好きだ。やわらかい布団にくるまれているのが好きだ。カワセミの泣き声が好きだ。甲こう羅ら団どん栗ぐりの歯ごたえが好きだ。ボクのお腹なかをさするのが好きだ。クロムと一緒にいるのが好きだ。

　君のそういう一つ一つの好きが折り重なって、君は君の答えを出したんだよ。

　ウツロの運命ではない、自分だけの道を選択したんだ。

　それはとても演算的に見えるかもしれない――けど、人だってきっとそういう風に出来ている筈はずなんだとボクは思うよ。たくさんの好きとか、たくさんのキライとか、そういうのをたくさん集めて、複雑なようなふりをしているだけなんだ。

　だから君もきっとそういう風になっていく事が出来る。

　君が望んだ者になれるはずなんだ。

「ねぇモモ」

　なんだい？

「リュリュはね、きっとね………」

　うん。

「―――に、なりたいんだよ」

　ああ、知っているとも。だから安心するといいよ。きっといつかなれるから。君が望めば、きっとどんなものにでもなれる。君が望めば、ボクも桃もも色いろになるかもしれない。

　ほら、世界はこんなにたのしいでしょ、リュリュ。




　クロム・ジャレットにとってのこの二ヶ月は、あまりに激動の日々であった。

　リジア宗しゆう旨し国家の併へい合ごうに加え、ラトルグへの港譲じよう渡と問題、新兵器の早急な開発と量産体制の確保、税制の制定、法の整備、スクルタビア地方ならびにラトルグ国の軍事的動向の監かん視し、海軍の正式設立への準備――と、挙げ出したら枚挙に暇いとまがない。

　そもそも役職は軍師であるにも拘わらず、とんでもない便利屋扱いに、さすがのクロムも大いに疲ひ弊へいした。

　昔の自分であれば、余計な事を考えずに済むと進んでやっていたであろう。

　だが今は違う。

　なにもない、ただぼんやりとする時間の大切さを知った。

　中空を見つめながら、昔の事を思い出したり、何の役にも立たない事を夢想したりする事の大切さを知った。

　だからこうして今も、仕事の合間を縫ぬっては、部屋の中を漂ただよう埃ほこりを見つめていた。

　そういう時、リュリュはそれを察してか話しかけては来ない。

　一度近くまで来て、遊んでもらえないと察すると、ちょっと不ふ機き嫌げんそうな顔をしてモモの下へと帰って行き、毛並みを楽しむ事にしているようだ。

　とはいえ、こういう日々が続きすぎるのは問題である。

　そう言えばフィフニスと以前交わした、一段落したら酒でも飲みに行こうという約束は未だに果たされていない。彼女自身、新たな兵の調練に大いにいそしんでいるようだし、まだまだ落ち着く様子はないようだ。

　ラトルグの動向に関しても、ファウラからの報告では具体的な動きそのものは観測されていない。

　ただ先日、大陸制覇を宣言した、という報告は入っている。だが、その為ために何かに着手した様子はないようなのだ。

　とはいえあの広大な国家のどこか誰も知らぬ場所で雷らい轟ごうのような兵器を量産している事は想像に難かたくない。あれを使った新たな戦術がまた出てくるだろう。

　グラウスタンディアもまた、ラトルグの兵器に対たい抗こうする為の武器を開発している。

　ラトルグと同じものを持っているという事実は、抑よく止し力りよくとしては大いに活用できるが、あちらもそれで簡単に引き下がってくれるとは思えない。

　いずれグラウスタンディアへ牙きばを剝むく事は大いに考えられる。

　エリオとリズが考案した小型砲ほう撃げき兵器は、その後、小銃と名付けられ改良が続いている。先日のバルオロールとの一戦では運よく着火してくれたが、あれはリジアの気候が大いに助けになったというのは、後になってわかった事だ。

　雷らい火かの粉の成分は、十分に乾かん燥そうしていなければ、その能力を発揮できならしい。

　例えばグラウスタンディアのような湿しつ度どの高い国では、かなり扱いに困るとの事だった。

　どちらにしても、より簡易かつ確実に着火させる技術と、その筒つつから放たれた弾道や飛距離を把は握あくする事は肝かん要ようだろう。

　そしてそれが量産体制に入れば、今までの陣じん形けいを組んだ戦い方は一気に時代遅おくれとなるのは確実であった。戦術は新たな地平を模索する事になる。

　ぼんやりするつもりであったのに、気が付けばそんな事を考え出している。

　もはやこの段になっては、自分のこの性格を恨うらみたくなるほどだ。

　そんな休きゆう憩けい中ちゆうのクロムの部屋のドアをノックする音が響ひびく。

　追加の書類作業の可能性が大いにあったので、返事をするのをためらった。

　だが、ドアの向こうから聞こえてきたのは、思わぬ声であった。

「クロムよ、いないのか？」

　ユースティナ皇女の声であった。

　最近では顔を合わせる事はあったが、挨あい拶さつを交かわすような程度で、すっかり話などしていなかった事に声を聞いて気が付く。

　彼女もまた皇女としての責務が山積しており、クロムと同様に忙いそがしい身である。

　クロムは急いで立ち上がり、部屋のドアを開けると、ユースティナは、むぅと頬ほほを膨らませた。

「……なんだ、いるではないか」

「ああ、すみません。追加の仕事かと思って居留守でも使おうと思ってました」

「では、私が声を掛かけなかったら、返答しないつもりだったのか？」

「返答しても他人のふりをしてやり過ごしてましたね」

「……クロム、おぬしはどうしてそう減らず口ばかりきくのだ？」

「こういう会話そのものが久しぶりで、興が乗りました」

「まったく……」

　そう言いながら彼女の機嫌がいい事はつぶさにわかった。なにぶん長い付き合いだ。彼女の機嫌のいい悪いくらいはすぐにわかる。

「なにか飲まれますか？　大したものはありませんが……」

「いい。それよりもクロム、座れ。おぬしも日夜の責務で疲ひ弊へいしているだろう。私が来たからといって動かなくてもいい」

「そうですか？　じゃあお言葉に甘えさせてもらって」

　そう言いながらユースティナの対面に座ろうとすると、彼女はスッと隣となりを空ける。

「？」と思ったが、何も言わずに彼女を見ると澄すました顔をしている。

　さて、これはつまり隣に座れという事でいいのだろうか。

　迷ったのも一いつ瞬しゆん、クロムは構わずユースティナの隣に腰こしを掛けた。

　ソファの柔やわらかさが、身体から力を奪い取っていくような気がした。

　先ほどまでは仕事の緊きん張ちよう感かんから抜け出せず、ぼんやりとしながらも責務の事を思考してしまっていたが、ユースティナと話してそんな緊張が解けてしまった。

　するとユースティナは少し、モジモジとしながら、世間話のような口調で話しだす。

「別に今日来たのは仕事の話ではないぞ。ちょっとその……雑談をしに来ただけだ」

「それはちょうどよかった。僕ぼくもそういう会話がしたかったところです」

　するとユースティナはパッと顔を明るくする。

「そ、そうか！　うんうん、それならよかった。疲つかれているようだから、迷惑ではないかと思ったが」

「ご心配には及およびません。むしろ何でもない会話に飢うえていたと言ってもいい」

「奇遇だな。実は私もそうだったのだ。ずっと気の詰まる会議ばかりで、どうも気が張りっぱなしでな」

　ユースティナとは久方ぶりに、政治にも戦争にも関係ない話をした。

　リジアの郷土料理の事や、今朝庭先で見た小動物の事など、本当に取るに足らない話ばかりだった。

　だがそれは、クロムにとってもユースティナにとっても、この二ヶ月間、完全に枯こ渇かつしていた会話でもあった。

　いつの間にか夜は更ふけていた。こんなに実利的でない話が楽しいとは、二人にとっては発見と言ってもいいくらいであった。

　そうしてひと通り話し終え、宴えんもたけなわとなったころの事。

　急にユースティナはもじもじとしだし、顔を俯かせた。

　そして隣にいるクロムの動向をチラチラと見ながら、口を開く。

「そのだな、クロム……」

「はい、何でしょう？」

「私は言わば皇家の次女ではないか」

「そうですね。れっきとした第二皇女です」

「うむ。そして今回のリジア宗旨国家併合、となるとその……これはつまりまだ決まった話ではない訳なのだが」

「ええ」

「……えっと……だから……ほら、皇家のしきたり上、私はいずれグラウスタンディア貴族のところへ貰もらわれて行く可能性があったわけだが、現状の流れから行くと、法王の下へ嫁よめに出されるかもしれない訳だ。いや、すぐというわけではない！　でも、遠からず、そういう可能性があるかもしれない訳で、それについてクロムは……どう……思う？」

　ユースティナは指先を見つめながらクロムにそう問うが、返答がなかなか返ってこない事に急に焦あせった気持ちになった。

「あ、その、だから、そういう事ではない！　変な意味ではないぞ！　勘かん違ちがいしないで欲ほしい。これは国家間の問題であって、それは皇家に生まれた以上避さけては通れない道であって、それについてクロムの意見を聞きたいと思っていただけで」

　動どう悸きが激しくなるにつれてユースティナは自分が何を言っているのかわからなくなって来る。

「と、と、とにかく！　クロムは私がどこかに嫁に行ってしまったら、その……寂しいと思うか？」

　恐る恐るユースティナはクロムがどんな顔をしているのか窺う。

「…………なっ！」

　しかし当のクロムは、そんなユースティナを他所よそに目を瞑つぶり眠りこけてしまっていた。

　ユースティナは頬ほほを膨らませた。

　そして暫しばしの逡しゆん巡じゆんの後、ゆっくりと顔を近づける。まだどこかでクロムが寝たふりをしているのではないかと訝いぶかしがっていたのだ。

　しかし彼からは静かな寝息が聞こえてくるばかり。

「ばか……どうして皇女の前で平気で寝てしまえるのだ」

　そう言いながらも、悪い気持ちはしていなかった。

　自分の前で無防備な姿をさらしてくれることに小さな満足感のような物すらあった。

「よいかクロム、私はだな、おぬしがいやだと言ったら、断る事も出来るかもしれないと…………別に変な意味じゃないぞ」

　気が付くと触れてしまいそうなほど顔が近づいていた。

「いや…………変な意味でもいいけど」

　息の掛かるような距きよ離り。急に身体からだが熱くなった。

　それは自分が何をしようとしているのか、気付いてしまったからだ。

　そしてユースティナはそれを冷静に客観できるだけの回転のよさを持っていた。

　それ故ゆえに、冷静な思考が頭の中を駆かけ巡めぐり、反はん駁ばくすように顔が熱くなった。

「――――ばか」

　結局、彼女は元の位置まで戻もどると、我を失いそうになっている自分に羞しゆう恥ち心しんが溢あふれだした。

　だが、その距離から見たクロムの寝顔にどこか安あん堵どするような気持ちもある。

　ユースティナはもう一度口の中で「ばか」というと、彼の肩かたに首を預けた。

　それが今の彼女に出来る精せい一いつ杯ぱいであり、同時にいちばん心休まる距離だった。

　そんな二人のようすを、ずっと部屋の隅でモモと戯たわむれていたリュリュが見ていたのだが、なんだか声を出すのが憚はばかられてずっと気配をころしていた。

　なにより二人を見ているのを楽しんでいる自分がいる事に、興味を覚えていた。

　そんなクロムの部屋に、ノックもせずに、

「クロム、実は時間が出来たのですが……」

　フィフニスが飛び込こんできたのだが、寄り添そい眠る二人を見た彼女は、

「……あ、み、見てません、はい、なにも、見てないですよ」

　というや顔を真っ赤にして、飛び出していってしまった。

　クロムとユースティナの二人にとって、心休まる時間はこの時が最後であった。

　この僅わずかな暇いとまは、後の激動の時代への幕開けに過ぎなかったのである。

　だが今の二人には、まだしばらく休むことが必要であったのかもしれない。
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　皇暦２１７――。

　後に語られる第二次リジア戦役は、リジア法王ターバの降こう伏ふく宣言により終結した。

　この裏にはベルゲンが作成し、ダカット皇帝に提出されたアディク文書により、併合後の統治は比ひ較かく的てき速すみやかに進行したと言っていい。

　そしてこの世界の地図は大きく塗ぬり替えられた。

　広大な土地を有することになったグラウスタンディア皇国。

　そしてそれ以上の国土と、強大な破は壊かい力りよくを持つ兵器を有したラトルグ国。

　この二国間がクルモ列島を取り合い戦乱に突とつ入にゆうするのは、まだ少し先の話である。

　その戦乱に於おいて、後の世で語り草になった二人がいた。

　片時も離はなれる事のない皇女と軍師の話である。

　史書に於おいてこの二人には多くの謎なぞが残されている。

　だがそれら多くの謎は、戦乱の中に於ける華々しい戦果の歴史でもあった。





《第一部・了》









あとがき







　このたびは、グラウスタンディア皇国物語７をお手に取っていただき、まことにありがとうございます！

　お久しぶりです、内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。




　はやいものでグラウスタンディア皇国物語シリーズも書き始めて二年と半分。

　この連載期間のあいだにはいろいろと取材などもやらせていただきました。

　なにぶん、中世ヨーロッパの雰囲気の作品を書いているにもかかわらず、わたくしお馬さんに乗った事がございませんでした。

　これは実はたいへん由ゆ々ゆしきことでありまして、学園ラブコメを書く作家さんのほとんどが、必ずと言っていいほど学園生活の経験があるとおっしゃるのであります。

　という事は、ファンタジーを書く作家さんはおそらく乗馬、合戦の経験があるに違いない。あまつさえ、世に出ないまでも世界を一、二回くらいは救っているかもしれない。

　そう思いわたくし、お馬さんに乗せてもらいに行った事がございます。

　欲を言えば、お馬さんに全力で駆けてもらい、馬上で槍の二振り三振りほどして帰ってくるつもりでありました。

　………わかっていた事ですけど、馬の上ってめちゃくちゃ高いですね。完全に腰が引けました。

　しかも小走りするだけで、えらい騒ぎで揺れますから、これに乗って戦うって事はそりゃもう大変です。

　しかも僕がビビると、お馬さんの方がそれを察っして、

「速度……落とそうか？」

　と気を遣ってくれたりしてホントあいつら賢いです。侮れません。

　わたくしは涙目になりながら、お馬さんにされるがままになっておりました。この半泣き経験がうまく作品に生かされていたのなら良いのですが……。




　さてここからは謝しや辞じを。

　いつもわたくしの稚ち拙せつな文章と根気よくお付き合いくださる担当の中川様。

　そしていつも素敵な挿絵を上げて下さる野の崎ざきつばた様。

　そしていつもお手伝い下さる松木涼君。

　並びに編集部の皆様、出版流通に関わるすべての皆様に心より御礼申し上げます。




　そして何よりこの本をお手に取ってくださった皆様に最大の感謝を！

　ありがとうございます！

　グラウスタンディア皇国物語シリーズはこれで一区切り、という事になります。

　ここまで物語を導いて下さったのは他でもなく読者の皆様に相違ないと、こうして筆を置いた段になって改めて思う次第でございます。

　もし次にお会いできる時は、新たな作品においてかもしれませんが、もしお会いできたのならこれほどの幸せはございません。

　それでは、またみなさまにお会いできることを願って。





二〇一六年一月吉日　内堀優一
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